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【巻頭言】 大学における主体的な学び

副会長 小 嶋 高 良（八戸工業大学）

今、大学における学生に対して主体的な学び

が求められている。何故であろうか。

日本は９年間の義務教育後、殆どの生徒が３

年間の高等学校に進む。また義務教育の前にも

２～３年の幼稚園等の初等教育を殆どの幼児が

受けてきている。高等学校卒業後、さらに学問

を学びたい生徒は４年間の高等教育機関である

大学へと進むのである。実に日本の大学進学率

は5１.5％(2015年度)であり、２人に１人以上

が大学に進学しているのである。しかし、進学

本来の目的をもって果たして進んでいるのであ

ろうか。

2012年中央教育審議会の報告によると、「生

涯にわたって学び続ける力、主体的に考える力

を持った人材は、学生から見て受動的な教育の

場では育成することはできない。従来のような

知識の伝達・注入を中心とした授業から、教員

と学生が意思疎通を図りつつ、一緒になって切

磋琢磨し、相互に刺激を与えながら知的に成長

する場を創り、学生が主体的に問題を発見し解

を見出していく能動的学修への転換が必要であ

る。すなわち個々の学生の認知的、倫理的、社

会的能力を引き出し、それを鍛えるディスカッ

ションやディベートといった双方向の講義、演

習、実験、実習や実技等を中心とした授業への

転換によって、学生の主体的な学修を促す質の

高い学士課程教育を進めることが求められる。

学生は主体的な学修の体験を重ねてこそ、生涯

学び続ける力を修得できるのである。」とある。

日本の大学教育モデルは、戦前、自主的学びを

促す「探究姿勢型」を重視してきたが、戦後、

学習の課程を統制し、学生をコントロールする

「学習統制型」に変化してきたといわれる。こ

のことが、今日の大学の主体的な学びの課題の

根源であると金子氏は言っている。授業が自律

的・主体的学習を促すように作用していないこ

とが日本の大学の学習成果を考えるうえでの課

題であるというのである。

私は大学時代の恩師から、「高等学校までの

教育は、１から10まで受動的に教えられてきた

が、大学の教育は、１しか教えない。２～10は

私と共に、また学生自身が能動的に学んでいか

なければならない」とよく言われたものである。

その中で、よく自分で調べ、計画し、実施し、

考察･検討したものである。いわゆる、PDCAを

繰り返し、能動的な姿勢が習慣付けられたので

ある。

しかし、今の学生はいかがであろうか。我々

はどのように教育しているのであろうか。

中国の思想家・老子は、「聞いたことは忘れ

る。見たことは覚える。やったことは分かる。

」と説いたといわれる。

子供のころ私は、分からないことがあると直

ぐ母に、「これ何？これなんて読むの？これ・

・・・？」と聞いたものである。すると母から

常に「聞いたものはすぐ忘れるから、自分で調

べなさい。自分で調べたことは忘れないよ。」

とよく言われたものである。

これは、学習面に限ったことではないだろう。

文化面でも、芸術面でも、スポーツ面でも言え
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ることであろう。

私も小･中･高とさまざまな部活動を経験して

きた。その中で、指導力のある教師、コーチ･

監督に恵まれた時もあったが、残念ながら適当

な指導者に恵まれない時もあった。

概して、指導者に恵まれない時は、結果も伴

わないことが多いといわれる。優秀な結果を残

した児童･生徒たちが居るのにもかかわらず伴

わなくなってしまうのである。指導力の差によ

って、児童･生徒の能力を引き出せないのであ

る。

その時には、自分たちで全てを計画し実行し

なければならないのだが、それができる訓練を

それ以前に受けていないとお手上げなのである。

我がチームも経験者の指導者がおらず、学生

たちの自主的な活動に依存しているところが大

きく、近年、部員減少に拍車をかけてきている。

何とかならないかと頭を抱えているところであ

る。

それができるようになるとも思われるのが、

大学教育におけるさまざまな主体的な学びによ

って得られるさまざまな事柄に対処できる能力

であり、私個人的に期待するところである。

全日本大学ソフトボール連盟創立50周年を迎

える年にあたり、ソフトボールに関わる一人と

して、大学連盟の益々の発展を祈念して記する。

【事業報告】 平成27年度の事業報告と今後の活動方針

理事長 髙 橋 伸 次（高崎経済大学）

本連盟の主催事業である「文部科学大臣杯第

50回全日本大学ソフトボール選手権大会」は、

三重県協会のご協力のもと男子は志摩市、女子

は伊勢市で開催されました。1966年11月に東京

駒沢公園で男子10チーム・女子５チームから始

まった本大会も、今や男女各32チームが出場す

る大きな大会へと成長し、本年度めでたく50回

という大きな節目を迎えることができました。

これもひとえに、歴代の連盟役員や学生の努力

と情熱、また(公財)日本協会をはじめ各都道府

県協会のご支援のおかげと改めて感謝申し上げ

る次第です。

開会式では、50回連続出場のチーム（男子：

日本体育大学・国士舘大学・早稲田大学、女子

：日本体育大学・東京女子体育大学）が表彰さ

れました。草創期から今日に至るまで、大学ソ

フトボール界を常にリードし、輝かしい功績を

残してきたことを讃えるものであります。

記念すべき大会ではありましたが、残念なが

ら悪天候に見舞われ男女ともに準決勝戦と決勝

戦を実施することができず、インカレ史上初の

４校入賞という結果に終わりました。

入賞したのは、男子では日本体育大学、立命

館大学、中京大学、福岡大学、女子では日本体

育大学、東京富士大学、中京大学、東海学園大

学でありました。８校の無念の大きさは、後日、
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試合の続行を望む嘆願書というかたちで提出さ

れることになりましたが、規定に則って一旦終

了した大会の再開は認められませんでした。各

方面に多大なご迷惑をお掛けしたことを心より

お詫び申し上げます。いずれにせよ、今大会の

こうした稀有な事態に対する対処について、本

連盟にはさまざまな点でその備えがありません

でした。今大会の顛末を、貴重な反省材料とし

て今後の運営に活かさなければならないと考え

ているところです。

またインカレについては、今後のあり方につ

いて、今年度より強化部内に小委員会を立ち上

げて検討を進めています。その内容は、トップ

レベルの大会にふさわしい環境を確保するため

の拠点化や魅力ある対戦方法、また選手がパフ

ォーマンスを最大限に発揮できる開催時期など

多方面にわたっています。多くの方々の知恵を

結集して、これからの50年を見据えた新しいイ

ンカレの姿をいずれ提案したいと考えています。

来年は鹿児島県南九州市での開催が予定され

ています。本連盟では、この51回大会を未来に

向かっての第一歩「大学連盟創立50周年記念大

会」と位置づけ、男女各40チームの参加、優勝

旗や優勝杯・準優勝杯のリニューアル、ビクト

リーエンブレム等の構想のもと盛大に行いたい

と考えています。

なお、この記念大会に先駆けて、平成28年２

月13日に「大学連盟創立50周年記念祝賀会」を

東京で催します。それに併せて「50周年記念誌

」の発行も準備が進んでいます。多くの関係者

にご出席いただき「大学ソフトボールの『これ

まで』と『これから』」について、大いに語っ

てもらいたいと思います。

共催の東日本・西日本大学選手権大会は、前

者が長野県伊那市、後者が京都府京都市で開催

されました。東日本では日本体育大学（男子）

と東京富士大学（女子）が、西日本では関西大

学（男子）と東海学園大学（女子）が頂点に立

ちました。

また、後援大会については、大学ソフトボー

ル界全体の底辺の拡大およびレベルアップの意

図のもとに、関東・北信越・東海・近畿・四国

・九州の６地区で12大会が開催されました。平

成22・23年度頃より登録チーム数および選手数

が減少しています。本年度の選手数は僅かに増

えましたが、チーム数には下げ止まりが見えて

きません。この後援大会がより多くの仲間を増

やす仕掛けとしてさらに発展するよう各地区で

いっそうの工夫を加えていただきたいと思って

います。

国際関係では、50周年記念事業として､2016

年３月にニュージーランド男子U 2 3チームの招

聘を予定していましたが、ニュージーランド側

の事情により2017年に延期となりました。そこ

で来年度の事業は、このニュージーランドチー

ムの受け入れ、また日本協会の強化事業として

も位置づけられている女子チームの東アジアカ

ップ（韓国）およびアジア大学選手権大会（台

湾）への派遣が予定されています。例年以上に

活発な国際交流による効果が期待されます。

最後になりましたが、本連盟の主催・共催・

後援大会の開催にあたり、多大なご尽力賜りま

した(公財)日本ソフトボール協会、また各地の

都道府県協会をはじめ多くの関係者に厚くお礼

申し上げます。来る平成28年度の事業において

も、今年度の反省を踏まえて、大学連盟はもと

より(公財)日本ソフトボール界全体の発展のた

めに全力で取り組む所存であります。今後とも、

関係者の皆さまの絶大なるご支援・ご協力を衷

心よりお願い申し上げます。











【特集】 ひとりから・地区から 草の根の国際交流

青年海外協力隊の２年間～ソフトボールの普及活動～

平成25年度１次隊モルディブ派遣（体育隊員）

藤田 満理奈（平成24年度至学館大学卒業）

私がソフトボールを始めたのは中学に入ってか

ら。大阪の高校を卒業後、愛知県の大学に入学し

ソフトボールを続けていました。卒業後は色んな

事を考えた結果、青年海外協力隊員に参加するこ

とを決めました。そして、2013年７月～2015年７

月まで青年海外協力隊の体育隊員としてモルディ

ブ共和国で活動していました。青年海外協力隊と

はJICA事業の一つで任期は２年、職種は120以上と

様々。私は体育の教員免許を取得していたことを

活かし、「体育隊員」の職種として活動していま

した。

（外務省ホームページより）

モルディブは南アジアに属し、インド洋にある

島国。インドとスリランカの南西に位置し、約12

00の島々から成る国で、人口は約40万人。島々は、

無人島・ゴミ島・リゾート島・住民島・・・と一

島一役割で成り立っています。その中の現地の人

々が住み暮らす住民島で活動していました。第一

公用語はディベヒ語という現地の言葉。第二公用

語は英語。食はカレーか魚を塩水で煮たスープ。

それにご飯か薄焼きのパン。プラス激甘のティー。

宗教はイスラム教で、一日５回の礼拝があります。

私の任地島は島の外周を歩いても約35分と小さな

島で、人口は約1000人。親族関係にあたる人々が

多く、まるで皆が家族のよう。プライバシーなん

て言葉が通じないくらいです。人々は、お節介が

似合うほど温かく、この２年間はそんな島人とよ

く笑っては、助けられて過ごせた日々でした。私

が主に行ってきた活動は、配属先での体育の授業

・他体育隊員と共に他島にて体育ワークショップ

の実施・放課後保護者対象エクササイズクラス・

そしてソフトボールの普及活動などです。

配属先の学校は小学１年生～中学３年生までが

通う島に一つだけある学校。体育の授業があるの

は小学１年生～中学１年生。現地教諭と共に体育

授業を実施してきました。途上国では体育等の情

操教育が重要視されていなかったり、現地教諭は

体育授業の実施方法が分からない等の理由があり、

授業は”子どもが好きな遊びをする時間”に偏っ

ていました。並ぶこと、授業の流れを定着させる

ところから始め、７年間を通した段階性のある授

業を実施するべく限られた用具の中で工夫しなが

ら出来ることを考え、現地教諭と意見を交換して

一つのモノを創っていけるように活動していまし

た。

その傍ら、私が始めたのは”ソフトボール普及

活動”でした。この活動をソフトボールがないモ

ルディブで始めることが出来たのは、私の思いに

賛同し、用具を寄付してくださった方々のおかげ

です。個人であったり、JICAのプロジェクト「世

界の笑顔のために」を通して本当にたくさんの方

のご協力があって出来た活動です。モルディブで

”Baseball”と言ってもなかなか伝わらないほど
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の認知度の低さには驚かされました。しかし、こ

の地で私の大好きなソフトボールの楽しさを共感

できれば・・・、人々が夢中になれるものの一つ

となれば・・・、という思いのもと本格的に始め

られるまでは、首都マレにわずかにあったグラブ

やボール、バット（以前の隊員が残していったも

の）を持って広場で興味のありそうな人を対象に

地道に行っていました。用具到達後からは本格始

動。まずは任地島の小学４年生～中学２年生まで

を対象に放課後クラブ活動として実施。「これが

ソフトボールだよ」と一からのスタート。子ども

たちは利き手と逆手にグラブをつけることに疑問

を感じていたり、新しい感覚に楽しさを感じてい

る様子でした。まずは”ソフトボールって楽しい

な”と感じてもらえるよう、子どもたちに興味を

惹かれることを重視して行ってきました。その結

果、バッティング多めの時間に・・・。子どもた

ちはバットを握って振ること、ボールを打つこと

が大好きです。体育の授業を通してもですが、子

どもたちの成長の速さにはこちらが驚かされます。

”もっとやりたい！毎日やりたい！”という声が

あり、対象者の反応はたいへん良かったのですが、

その中で私の任期はもう残りわずかとなっていま

した。最も大切な”継続性”を考えるとどうする

べきかと悩んでいた時に偶然出会ったのはなぜか

グラブを持ち、野球を知る現地の人。モルディブ

に「野球・ソフトボール連盟を」といろいろな話

が進み初め、オリンピック協会や教育省など各省

の方々と話し合い、協会が設立したのは2015年１

月。それから波に乗るかのように隣国の隊員がモ

ルディブに来てくれ、協同で「野球・ソフトボー

ルコーチングキャンプ」を実施しました。「もっ

と広めてほしい！」と、人口の集中している首都

で活動することを勧められましたが、私のメイン

である体育の活動と併用することは難しく実施す

ることが出来ませんでした。

任地の島では、寄付してくださった用具を活か

せる機会を多く且つ、子どもたちの声にも応えら

れるようにと授業の中でも”三角ベース”を取り

入れていきました。初心者を対象に”ルールを伝

えること”の難しさを痛感しました。一人の子が

理解出来れば、あとはその子から他の子たちに伝

えてもらう方が流れも良く、良い集団作りにも繋

がると思い、一人一人に同じように説明せずに”

教え合える場”を設けていました。やっていく中

では、うまくいかないことにも多く直面してきま

した。異なる環境で異なる文化で育ってきた人々

と一緒に何かをすることは、お互いに理解し合え

なければ進んでいけません。ソフトボールという

団体競技の中では”チーム力”が大切です。チー

ム力向上のためには、相手を想いやるところの”

理解し合う”というコミュニケーションの部分が

必要不可欠です。私も子どもたちにソフトボール

を通して”想いやり”を持つことや”モノを大切

にすること”に繋がるように伝えてきました。ま

た、異文化で活動する中で無くてはならない”相

手をわかろうとする姿勢”。赴任当初は、言葉を

聞き取ることに精一杯で慣れないうちは違いに戸

惑うことがありました。しかし、同じ時間を共有

していくことで違いすら面白かったり、違いから

学べることが多くあったり、何より互いに知り合

うことで分かり合える部分が増えよりよい関係に

繋がったのだと思います。

行き詰った時や何かに直面した時は、”なぜ今

ここに居るのか。”と初心を思い返すようにして

います。

十分なグラウンドや用具がなかったり、伝え手

が居ない境遇から自身を振り返ると、あれだけソ

フトボールを夢中に頑張れる場所があったことの

有難さを心して感じました。ぜひ、今しかないソ

フトボールを精一杯楽しんでください！一つ一つ

とじっくり向き合う強さを持ちながら。そしても

し、一歩外で活動してみたいという思いがあれば、

踏み出してみてください。色んな人やモノ、そし

て自分に、きっと出逢えることと思います。



男子東海選抜 2nd Merlion Cup 優勝

●日程：2015年４月16日(木)～21日(火）

16日 中部空港→シンガポールへ

17日 Merlion Cup 開会式・予選リーグ

18日 予選リーグ

19日 決勝戦・Merlion Cup 閉会式

20日 市内自由行動

21日 シンガポール→中部空港

◆派遣選手

№ 守備 氏 名 所 属 学年

１ 投 手 花岡 大輝 中京大学 ４

２ 同 田村 幸也 常葉大学 ３

３ 同 松本 和也 中京学院大学 ３

４ 同 相島 宏郁 日本福祉大学 ２

５ 捕 手 西里 博樹 中京学院大学 ４

６ 同 佐藤 拳士 常葉大学 ４

７ 同 水本 健太 中京大学 ３

８ 内野手 高橋 孝芳 常葉大学 ４

９ 同 鈴木 友也 中京大学 ４

10 同 佐藤 圭亮 常葉大学 ４

11 同 田中 琢也 中京学院大学 ３

12 同 佐野 俊介 中京大学 ４

13 同 荒木 大 常葉大学 ３

14 同 内堀 直樹 日本福祉大学 ２

15 外野手 古川 寛雄 中京大学 ４

16 同 庄司 佳弘 常葉大学 ３

17 同 前岡 隆杜 中京学院大学 ３

18 同 佐野 裕也 中京大学 ３

◆スタッフ

団 長：二瓶 雄樹（中京大学）

監 督：石井賀一郎（日本福祉大学）

選手サポーター：矢野 聖人（日本福祉大学

同 髙塚 千晴（常葉大学）

◆東海選抜の試合結果

・予選リーグ(４チーム２回戦総当たり)

Singapre０００００００：０
東海選抜０００３１１ｘ：５

○花岡大輝・田村幸也－西里博樹・佐藤拳士

(本)荒木

東海選抜13１０２ ：16
Warriors０１００ ：１

○松本和也・田村幸也－西里博樹

(三)田中琢也、庄司 (二)荒木

東海選抜０１４０００ ：５

Singapre００００００ ：０

○田村幸也－西里博樹

Ｊ Ａ Ｓ００００ ：０
東海選抜５４１ｘ ：10

○花岡大輝・松本和也－佐藤拳士

(二)高橋孝芳

Warriors００００ ：０
東海選抜２３３2x ：10

○田村幸也・松本和也－佐藤拳士

(本)佐野裕也 (二)佐野俊介

東海選抜10１１５ ：16
Ｊ Ａ Ｓ００００ ：０

○松本・花岡大輝－佐藤拳士・西里博樹

(本)佐藤圭亮② (三)田中琢也 (二)佐藤圭亮

・決勝戦

Singapre０００００ ：０
東海選抜３１３１ｘ ：８

○花岡大輝－西里博樹

第２回マーライオンカップ大会を終えて

監督 石 井 賀一郎（日本福祉大学）

この国際大会は、シンガポールで開催が予定さ

れている東南アジア大会（SEA GAME）に向けての

シンガポール協会（ＳＢＳＡ）の企画で実施され

た大会です。
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第１回マーライオンカップ選手権大会での参加

チームはオーストラリア（クラブチーム）、イン

ドネシア、シンガポール（ナショナルチーム）、

現地日本企業選抜の５チームでの開催されました。

限られた期間の中で日本と違ったソフトボール感

を体験させていただいたので、次回の大会では東

海地区の代表として若い選手が日本では経験でき

ないことを身に持って感じさせ、今後競技活動に

活かせられればとの考えで、東海地区大学連盟の

協力のもと第２回マーライオンカップ大会に参加

させていただきました。

今回の大会では、ニュージーランド・オースト

ラリアの参加も予定されていたのですが、国内の

代表選考会と重なったため、強豪２チームの参加

はありませんでしたが、選手たちは、多分今後は

体験できないであろう経験を大きな財産として持

ち帰ってくれたことと思います。

その体験したことについては、各自の感想文に

表れているかと思います。

ソフトボールを通じての人と人の輪（国内外）

の素晴らしさと大切さを感じてくれたことと思い

ます。出発前の各選手の顔つき（期待と不安）と

帰国した時の顔つき（達成感と希望）の違いをす

ごく感じた瞬間であり、いつの間にか東海地区の

大学代表として、一つのチームになっていた事を

感じさせてもらった瞬間でもありました。

東海学連としては、東海地区のソフトボールの

レベルアップと国際的な場でソフトボールを通じ

て、各国の人々との国際交流を図ることで視野を

広げられればと考えて、今後も多くの選手に体験

してもらえるよう企画し、実施できればと考えて

います。

最後になりましたが、東海地区大学ソフトボー

ル連盟はじめ多くの方々のご協力とご支援を賜り、

無事に終えられたことに深く感謝してお礼の言葉

とさせていただきます。

マーライオンカップ大会に参加して

常葉大学 佐藤 拳士

今回のマーライオンカップに参加をさせて頂い

て、沢山の事を学べました。ニュージーランドや

オーストラリアが参加できなかったため、レベル

的に高いとは言えませんでしたが、選手一人ひと

りのポテンシャルは高かったように思えます。

そして、大差で負けていても、最後までソフトボ

ールを楽しんでやっていました。この姿勢は見習

うべきだと思いました。

ソフトボールだけでなく、シンガポールの歴史

や現状なども肌で感じることができ、とてもいい

経験ができました。このような機会を与えて頂き、

ありがとうございました。

常葉大学 佐藤 圭亮

今回このような形で国際試合という非常に貴重

な経験をさせていただき感謝しています。

シンガポールでは、日本と環境が違う中、過密

なスケジュールで試合をし、技術面はもちろん、

文化の面での違いを感じました。日本は恵まれて

いると率直に感じました。この経験を今後のソフ

トボール人生に活かしていきたいと思います。あ

りがとうございました。

常葉大学 庄司 佳弘

海外に行くこと自体が初めてだったので不安と

興奮が入り混じっていた。



15

ウインドミル№19

一番初めに感じたのが「暑さの違い」だった。

気温は30℃を超え、湿度も90％以上と日本とは比

べ物にならない暑さだった。３日間で７試合とい

う強行日程の中無事に終えることができた。その

中で感じたことは、ソフトボールをしている姿に

「楽しさ」が伺えた。結果ばかりを求めていた私

はソフトボールを楽しむということを忘れていた。

このことをリーグ前に気づくことができたことは

とても大きかった。また、シンガポール在住の日

本人チームの雰囲気が凄いと感じた。何があって

も声を出して切り替え、みんなでチームを盛り上

げる姿勢は見本にしなければならないと感じた。

何より西カレやインカレで上位進出を目指すうえ

であの暑さの中で１日４試合という過酷な日程を

経験できたことだ。西カレ・インカレで苦しい場

面になってもその時のきつさを思い出せば耐えら

れるのではないかと思う。

今回マーライオンカップに参加させていただき、

様々な経験ができ、たくさんのことを学ぶことが

できました。この経験をこれからのソフトボール

人生で存分に活かしていきたいと思う。このよう

な機会を与えてくださった関係者の皆様に感謝し

ています。

常葉大学 田村 幸也

日本以外の環境でソフトボールをするのは初め

てでした。日本の夏よりも暑く、プレイをするの

はとても大変でした。その中でもシンガポールの

チームは暑さにも負けじとソフトボールを楽しん

でいました。私たちも「ソフトボールを楽しむ」

ということを見習い、これからのソフトボール人

生を楽しみながら、これからも多くのことを勉強

していきたいと思います。今回このような機会を

与えてくださり、ありがとうございました。

常葉大学 髙塚 千晴

今回このような機会を与えてくださった皆様に

感謝しています。

今大会に選手サポーターという形で参加させて

いただきました。まず、日本とは違う環境、文化

に戸惑いました。更に３日間で７試合という日本

ではあまりない過密スケジュールでの開催でした。

そんな中チーム一丸となり、結果優勝をすること

ができました。

また、現地の方の優しさに触れたり、現状を知

ったりすることができ、試合以外にもとても貴重

な経験をさせていただきました。この経験を様々

な場所で活かせていけたらと思います。

常葉大学 荒木 大

自分にとって海外試合は初めての経験であり、

戸惑うことが多かった。中でも空港を出た瞬間焼

けるような暑さであり、気温は30℃を超え、湿度

も90%ほどあったので万全なコンディションで試合

が出来るのかが不安であった。

全試合を終えてから現地の人との会話の中で、

この暑い中でソフトボールをする理由として、最

後にはやっぱりソフトボールが好きだからという

言葉にたどり着いた、一見当たり前の事だが自分

にとってはその一言に重みを感じた。今までの自

分は勝負が全てでありこだわってきたが、それだ

けではなく競技を楽しむことの大切さを気づさせ

ていただいた。国際大会という場で良い経験をさ

せていただきました。

最後にこの大会を企画していただいた東海学連

の皆様方に感謝し、今後、日々精進をしてまいり

ます。

常葉大学 高橋 孝芳

私は今回、第２回マーライオンカップにチーム

のキャプテンとして参加させていただきました。

４チームの選手が集まり一つのチームにまとめる

ことは難しい事ですが、みんなの協力で東海選抜

として良い成績で終えられたことに感謝と良い経

験を積ませていただきました。

シンガポールでは自由時間も与えていただきホ

テルの周辺の探索や繁華街へも行くことができ現

地の方々と接する機会も多くありました。この遠

征で学んだことを今後私生活でも活かしていきた

いと思います。

最後に、この遠征に引率、サポートしていただ

いた先生方や東海学連の皆様方及び現地でお世話
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になった関係者の皆様方に深く感謝申し上げます。

中京大学 古川 寛雄

私にとってこのシンガポール遠征は初めて行く

海外であり、とても貴重な経験になりました。シ

ンガポールの気候は年中暖かく、毎日気温30℃を

超える中での試合に最初は戸惑いました。さらに

その中で１日４試合するという初めての経験がで

き、暑さに慣れることができました。

この大会で私が一番嬉しかったことは、試合に

全勝して優勝することができたことです。私個人

の内容はあまりよくなかったのですが、チームの

仲間と支えあい、全員で勝利を掴むことができま

した。この経験を日本に帰っても忘れずに西カレ

やインカレで東海地区のチームの活躍する姿を見

てもらえるように頑張りたいと思います。

中京大学 佐野 裕也

今回のシンガポール遠征では、私にとってとて

も良い経験となりました。まず、私自身海外に行

くのは初めてのことで期待と不安でいっぱいでし

た。いざ行ってみると、とても暑く、日本とは違

う気候を体験しました。その気候の中、１日４試

合というスケジュールをこなし、体力的にも、精

神的にも成長できたと感じています。そして今回

は自チームの選手だけでなく、他の大学の選手も

参加しています。普段ならば当たり前のことも、

そうではなくなり、選手間同士のコミュニケーシ

ョンや、選手、監督間のコミュニケーションの重

要性を改めて感じました。これらの経験を生かし、

西日本インカレや、全日本インカレで戦っていき

たいと思います。

中京大学 佐野 俊介

マーライオンカップを終え今でも印象に残って

いるのは、シンガポールの選手たちのひたむきな

練習姿とオンとオフの切り替えのうまさだ。コー

チの指示、アドバイスを熱心に聞き技術の向上に

励む姿を見て、私も負けてられないもっとうまく

なるためには何をしたらいいのかもっと必死にや

らなければと強く思わせてくれました。また30℃

を超える暑さの中一日に4試合もやるといういまま

でにない経験をし、「へとへと」になっている私

たちの横で明るく、ソフトボールを楽しんでいる

のを見て競技を始めたころの純粋に楽しい、もっ

と上手くなりたいという気持ちを思い出した。初

の海外ということで食文化、言葉、生活習慣など

驚くことがたくさんあった。インカレ、西カレで

は普段と違う環境の中でいつも以上の結果を残さ

なくてはいけない。今回の経験をいかし、この夏

インカレで優勝できるようあと２ヶ月練習に励み

たいです。

中京大学 花岡 大輝

今回のマーライオンカップは私にとって初の海

外遠征となりました。日本とは違う言語、食事、

気候など慣れない環境で戸惑うことばかりでした

が、体調を崩さずベストな状態で試合に臨めたこ

とはとてもよかったです。

自分の中で外国人はパワーがすごくフルスイン

グしてくるイメージでしたが、実際には小技もや

ってきたり、コンパクトなスイングでミートをし

たりする選手もいました。そのため丁寧にコーナ

ーへ投げること、緩急を使うこと、ストライクと

ボールの出し入れなどの投球術がとても大切なこ

とだと学ぶことができました。また、とても暑い

中、１日で４試合という試合数をこなしたことは

とても自信がつきました。この投球術や自信をこ

れからの試合で生かしていきたいです。

今回の遠征でシンガポールの文化や現地の方々

の優しさにも触れることができ、とてもいい勉強

になりました。最後にこの遠征の関係者の皆様に

感謝申し上げます。

中京大学 鈴木 友也

私は今回のシンガポール遠征で、とても貴重な

体験を積むことが出来ました。特に大変だったこ

とは体調管理です。気温が常に３30℃を超える中、

一日に４試合を行うなど日本では考えられないこ

とを体験できたことで、様々なことを学べました。

気温が高い分、体がすぐに温まるためアップを普

段より短くしたり、水分の取り方、また試合と試
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合の間の過ごし方やモチベーションの保ち方など、

その場その場で臨機応変に対応できたことが私に

とって大きな収穫になりました。また、その厳し

い環境を乗り越えたことで、日本の夏場でも体調

を崩さず問題なくプレーできるという自信をつけ

ることもできました。

もう一つ勉強になったのが相手の投手です。シ

ンガポールの投手は全体的にスライダーを多く投

げるという特徴がありました。日本ではスライダ

ーを投げる投手はそんなに多くないので、とても

いい経験が出来ました。これらの経験は簡単にで

きることではないので、自分の中で終わらせるの

ではなく、チーム全体で共有できるよう伝えてい

きたいと思います。

中京大学 水本 健太

今回のシンガポールでの遠征を通して、他大学

との交流はもちろん、現地の気温や語学などの環

境に慣れ、順応することがその場において結果を

出すために必要だということを身に染みて感じる

ことができました。プレイの面においては、やは

り体が大きくパワーがあると思ったので、配球す

る時にはタイミングをずらし、自分のスイングを

させないように工夫しました。そして結果的には

東海選抜が優勝することができましたが、その裏

でご協力してくださった方々がいるのを忘れずに

感謝し、今回の経験をこれからの自分の競技生活

に活かしていきたいです。

中京学院大学 西里 博樹

初めての海外遠征で感じたことは、先ず最初に

外国の方は日本人と比べてパワーが桁違いでした。

試合ではスピードで攻めるよりも、コントロール

と緩急で攻めることを意識しました。

１日４試合と日本ではありえない過密日程で、

自分達は毎日ヘトヘトになりながら試合をしてい

ましたが、外国の選手は、常に全力で『ソフトボ

ールを楽しむ・上手くなりたい』という気持ちが

伝わってきました、これは１番大切な気持ちだと

思います。

残りの大学生活ではこの気持ちを忘れずインカ

レ優勝を目標に頑張りたいと思います。

中京学院大学 松本 和也

日本では一日最高２試合しかありませんが、今

大会では一日４試合というハードな日もあり、初

めてで、どのように気持ちを持って行けばいいか

調整が大変でした。

シンガポールは日本と気候が全然違い、暑くば

てないように試合中も体調管理に気を付けました。

日本と海外の打者の大きな違いはパワーが大きく

違うと感じ、スピードを意識せずにコントロール、

球の切れ、緩急を意識して投げる事を徹底しまし

た。

この経験を活かし残り少ない大学生活で頑張っ

ていこうと思います。

中京学院大学 田中 琢也

シンガポールは日本と違い気温が高く、また２

日目に１日４試合という日本では有り得ない体験

をしてきました。

その中で７試合を戦い全勝で優勝できたことは

とても良い経験だったと思いますし、個人として

も初の国際大会で不安も多少ありましたが、自分

の力を出しきれた大会であったと思います。

外国の選手たちはとても粘り強く、追い込まれ

てからきわどい球は全てカットしていくというプ

レイが印象的であり、チームが負けているときで

も諦めない心が全面に出ていたと感じました。

今大会に出場して大変貴重な経験をさせて頂い

たことに感謝をし、この経験を残りの大学ソフト

ボール生活に活かしていきたいと思います。

中京学院大学 前岡 隆杜

日本より気温は高く、最高気温35℃というなか

３日間で７試合というハードな日程で試合を行い、

結果は７戦７勝で優勝することができました。

結果は全勝でしたけれど、外国人の個々の能力

がとても高く、特にチーム一丸となり最後まで諦

めず攻めてくる所は怖いと感じました。

自分にプラスになったことはたくさんあり、こ

の国際大会で、試合以外でも本当に貴重な体験が
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沢山できました。これを活かし大学ソフトボール

で活躍できるよう頑張りたいと思います。

日本福祉大学 相島 宏郁

このたびは第２回マーライオンカップに行かせ

ていただきありがとうございます。私は第１回マ

ーライオンカップにも行かせていただき、今回も

参加させていただき多くの事を学ばせていただい

たことに感謝しております。

１日４試合など、日本では考えられない数の試

合をこなし、はじめは大変苦痛ではありましたが、

その数多くの試合をする中でソフトボールができ

る幸せと楽しさを改めて感じることができました。

そして私は今、やはりソフトボールが大好きで

あるということを実感しています。私はこの遠征

を通じて、自分自身チームにとって最高の投手に

成長していきたいと思いました。

日本福祉大学 内堀 直樹

第２回マーライオンカップに参加させていただ

いてありがとうございました。

今回の大会を通して私が学んだものは、人と人

との交流の大切さです。普段自分のチームでプレ

イしているだけだと狭い世界の中でしか自分を見

ることができませんでしたが、今回、普段は敵同

士の人達と同じ１つのチームとして一緒にプレイ

をしたことで、新たな自分を発掘することができ

ました。

一つ一つの言動や取り組む姿勢等、その他いろ

いろな面で視野も広がった遠征であり、私にとっ

ては大きな経験をさせていただきました。

今回得た経験を活かして自分のチーム、そして東

海リーグ全体のレベルアップに繋げていきたいと

思っています。

日本福祉大学 矢野 聖人

マーライオンカップ参加の機会を与えていただ

きありがとうございました。

今回の大会は選手ではなく、選手サポーターと

して参加をさせていただきましたが、自分自身海

外大会は初めてのでしたので、スポーツをする環

境や住む環境などが日本とは全く違っていて驚き

ましたし、多くの事を学ばせていただきました。

３日間で７試合という過密なスケジュールの中

で試合をやっていくにつれてチームの団結も感じ

はじめ、優勝への意識が高まってきたと思います。

現地の方との会話等で、シンガポールの優しさ

を知ることができたこと、私にとって人生の中で

貴重な経験をさせていただきました。

東海選抜で学んだチームワークや試合に向けて

の姿勢などを自分が選手サポーターとして学んだ

事を様々な場面で活かせるように今後も頑張りた

いと思います。



19

ウインドミル№19

インドネシア男子ナショナルチーム来校

および千葉オープンチャレンジカップ参戦記

東京理科大学 柳 田 信 也

2015年３月、インドネシア男子ナショナルチー

ムが本学に来校し、千葉オープンチャレンジカッ

プに参戦した。これは、インドネシア野球ソフト

ボール連盟より(公財)日本ソフトボール協会（以

下日ソ協）に、2015年６月に開催された「South

East Asian Games」へ向けた選手強化のため、日

本の強豪チームと強化試合を行いたいとの打診が

あったことに端を発する。日ソ協理事会において

検討された結果、2018年に第18回アジア競技大会

がインドネシア・ジャカルタで開催されることか

ら、インドネシアのソフトボール普及振興・強化

は、日ソ協の標榜する「アジア近隣諸国とのスポ

ーツ交流の促進と相互理解を深める」目的にとっ

ても有益であると判断し、三宅選手強化本部長か

ら本学と日本体育大学に打診があり、両校にお招

きすることとなった。本学にお越しいただくのは

2011年９月以来、４年ぶり２度目であった。日

本体育大学で５日間計６試合をこなした後、３月

22日に本学野田キャンパスにお越しいただき、翌

23日より第17回千葉オープンチャレンジカップに

特別招待チームとして参加をしていただいた。本

大会は、千葉県ソフトボール協会の審判員等の研

修大会を兼ねて、毎年３月に十数チームが参加し

て行われているシーズンイン序盤のチームの完成

度を測る試金石的大会として定着しており、関東

近郊のチームを中心に、北海道や東北からもイン

カレ出場チームが参集するものである。

インドネシアチームは、Ａ／Ｂの２チームに分

かれ、計８試合をこなした。戦績は、大会結果を

ご参照いただけば一目瞭然であり、インカレ常連

校と肩を並べる素晴らしい試合内容であった。特

にインドネシアＡチームは、第Ⅰブロック（予選

ラウンド第１位通過のブロック）において、見事

優勝、インドネシアＢチームは決勝ラウンドで惜

しくも強豪国士舘大学に敗れたものの、第３位と

いう好成績であった。なお、優勝したインドネシ

アＡチームは予選ブロックで国士舘大学にコール

ド勝ちを収めている。これらの成果が実ったもの

か、８月にシンガポールで開催された東南アジア

競技大会では、見事準優勝の成績を収め、合宿の

成果が発揮されたとの朗報が届いた。

大会全体を通して、特に投手力と打力のポテン

シャルの高さには驚愕の思いであった。粗削りな

部分が目立つことは否めないが、そのパワーとス

ピードは日本人大学生を圧倒するものがあった。

彼らの多くが野球選手を兼ねていることが影響し

ているかもしれないが、ディフェンス面の基礎や

ソフトボール特有の細かい戦術の精度を上げるこ

とでアジアの強豪へと成長する可能性を秘めた素

晴らしいチームであったと思う。インカレ常連校

が何チームもコールド負けを喫した彼らの勢いは、

観戦していて爽快な気持ちをもたらしてくれた。

大会終了後には、歓迎パーティーや富士山ツア

ーなども行い、国際交流を深めた。自由で明るく

（時折行き過ぎた感があるのは否めないが）、優

しい彼らの姿は本当に微笑ましいものであった。

誰にでも笑顔であいさつをし、自分の食べている

ものを必ず他人に勧め、当たり前のように子ども

や高齢者に席を譲る姿は、現在の大学生に足りな

い何かを教えてくれたような気がする。またいつ

か、国境を越えた球友とソフトボールを楽しみた

いと思う。

最後に、このような機会をいただいた、三宅豊

選手強化本部長をはじめ日本ソフトボール協会関

係各位に心より感謝申し上げる次第である。
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香港男子代表チームの来日とその交流国際親善大会への参加

高知工科大学 伊 勢 幸 広

2015年10月、クラブチーム「東かがわクラブ」

が中心となり、香港男子ナショナルチーム、ジェ

イテクト、高知工科大学の４チームで、東かがわ

市白鳥中央公園多目的広場において、ソフトボー

ル交流を目的とした国際親善大会が開催された。

この開催にあたっては、香川県東かがわ市を拠

点として活動している東かがわクラブが香港代表

選手の王偉雄氏を受入れたことがきっかけであっ

たが、４月に古市監督（東かがわクラブ）、劉国

業監督（香港代表）らが、東かがわ市役所を訪問

した際には、市側としても新たな国際交流の広が

りに期待を寄せていたという。

開催に向け本学ソフトボール部にご連絡をいた

だいたのは、６月中旬頃。東かがわクラブの工藤

助監督から連絡をいただき、迷うことなく二つ返

事で参加をお願いした。これにより、地域(地域)

を越え、私達にとって、未知の領域である「国際

親善大会」への参加が決まった。

大会は二日間（10月17、18日）にわたり開催さ

れ、それぞれのチームが総当たりで２試合ずつの

計６試合、全12試合が行われた。香港代表チーム

は、若い選手が大半で、今回の交流は今後のチー

ムを牽引するであろうと期待されるメンバー主体

で臨んだということであった。そのため、日本の

３チームとの対戦では、一日目の試合は、ソフト

ボールらしい出塁や細かな駆け引き、時には狙い

澄ましたようなスイングにより、引っかき回され

たような展開が多くみられたが、二日目には、交

流を楽しみ、全力で取り組む姿勢に、流れが徐々

に傾く・・・というような場面も見られた。結果

はさておき、香港代表チームの一つ一つのプレー

にひたむきに取り組む姿勢は、本学の学生のみな

らず、対戦チームや観客として訪れた方々の目を

惹くものであった。

試合終了後に、本チームと香港代表チームの主

将同士のやりとりから集合写真を撮ることになっ

たのだが、それに続き、個人で写真を撮る者、ま

た、ユニフォーム交換をする者・・・と輪が徐々

に広がっていった。

このたび、ソフトボールというスポーツ種目を

通じ、普段では到底できないような経験をするこ

とができたことは大変ありがたく、個人としても

今回のような機会やご縁を大切にしていきたいと

思う。

最後に、このような貴重な経験をさせていただ

くきっかけとなった、東かがわソフトボールクラ

ブの工藤様をはじめ監督の古市様、当日の大会運

営に際しご尽力された方々や応援に足を運んでい

ただいた地域の方々、また、関係者各位に心から

感謝申し上げると共に、私自身にとっても、これ

からもソフトボールの魅力に真摯に向き合ってい

きたいと感じる節目の一つの出来事となったこと

をご報告させていただく。



【研究論文】

我が国におけるソフトボールの文化的特性に関する一考察

－ 教育と競技の関係性から －

東北福祉大学 舟山 健一

【本研究の目的】

本研究は「ソフトボールとはなにか」とい

う文化的特性を教育と競技の関係性から把握

することを目的とする。なぜなら、これまで

のようにソフトボールを「野球のミニチュア

版」として考えるのではなく、ソフトボール

そのものの文化的特性を把握したうえで、今

後のプロモーションの方向性を考察してみた

いからである。その背後には、本研究によっ

て得られた成果を、日本ソフトボール協会の

プロモーション活動に示唆を与えたいという

意図がある。

これまでソフトボールは、教育やオリンピ

ック等の各種国際大会、そしてその時々の社

会情勢に大きく影響されてきた。また、野球

の室内練習用として1887年にアメリカで開発

されたソフトボールは、現在約2 0 0カ国で行

われている。そして、世界選手権をはじめと

した各種国際大会の開催や、オリンピック種

目にも採用され「競技」としても独自に成長

し現代社会に定位している。

一方で、我が国におけるソフトボールは、

戦後の民主化教育を背景に学校体育に積極的

に導入され、教育と密接な関係の中で独自に

発展してきた。その後、昭和52年～平成元年

の一時期にソフトボールは中心教材から外れ

たが復活し、結果的に平成24年度から施行さ

れている新中学校学習指導要領において初め

て必修化された。

ではなぜ、競技種目と教育種目という全く

かけはなれたようにみえる「競技」が同じソ

フトボールと呼ばれているのだろうか。この

問いを言い換えれば、つまりソフトボールの

文化的特性を把握するには、教育と競技を包

括する視点が必要なのである。しかし、これ

までのソフトボールをめぐる議論は、教育と

競技に分断され対話を持たなかったことで、

ソフトボールの特性が「野球のミニチュア版

」という本質的で不可変的な視点からのみで

語られてきた。そのため、ソフトボールとい

う文化領域が時代に対応するなかで変化する

多様性や"魅力"を十分に描き出すことはでき

なかったと考えられる。

【先行研究の検討】

これまで、ソフトボールに関連する先行研

究は、「ベールボール型の教材研究」と「競

技力向上に関する研究」に大別される。

（１）近年のベースボール型の教材研究とし

て

平成に入ると、ベールボール型の教材研究

は多くなされてきている。代表的な研究とし

ては、藤田１）、田口２）、伊藤３）、田中４）、引

地５）、らの研究が挙げられるが、これらは総

じてソフトボールは「野球のミニチュア版」

であるという前提から「どのように体を使う

のか」という身体活動の形式からのみ競技特

性を把握しようとしてきた。しかし、その視

点一辺倒では、ソフトボール独自の特性を把

握することは難しいとと考えられる。

（２）競技力向上の研究

ソフトボールの競技力向上に関して、投球

の動作分析については奥野６）、女子チームの

マネジメントに関しては二瓶７）、ゲーム分析

に関しては佐藤８）の研究などがある。しかし

これらの研究は、現代の競技としてのソフト

ボール、すなわち「ファーストピッチ」にの

み着目した研究であり、スローピッチも含め

た文化的特性を把握するに至っていない。

（３）本研究に近接する研究
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本研究に近接する研究として、吉村９）と吉

村・丸山10)の研究が挙げられる。ソフトボール

の特性に関して吉村によると、ソフトボール

は、本来ボールの大きさとルール（スローピ

ッチとファーストピッチに大別）によって

いつでも、どこでも、だれでも プレイでき

るスポーツとして誕生し、発展してきたもの

であるという。また、この指摘を踏まえたう

えで吉村・丸山は「ソフトボールとは、それ

故に、国際的な視野からは10数種類のオフィ

シャルゲームがあり、それらを総称したスポ

ーツがソフトボールであることを理解してお

かなければならない」と述べている。すなわ

ち、ソフトボールは我が国において職場・地

域社会のリクリエーションとして、誰もが手

軽に楽しめるといった特性を持っていると同

時に、より高度な技術を競い合う多数の全国

大会と、アジア大会・世界選手権大会までが

定期的に開催されているスポーツとして、愛

好者から競技者までの様々な要求を満たすス

ポーツであるという。

しかし、これらの指摘も、ソフトボールの

特性が本質的で不可変的な視点からのみによ

って述べられている。そのため、ソフトボー

ルという文化領域が時代に対応するなかで変

化する多様性やその"魅力"を十分に描き出す

ことはできなかったと考えられる。

【分析の枠組み】

本研究はソフトボールという文化領域が、

時代に対応する中で変化する文化的特性を探

求しようとする試みである。それは、スポー

ツ一般や他競技との比較によって明らかにな

るそれではなく、ソフトボールという個別具

体的な競技種目が有する歴史固有的なそれを

明らかにすることを意味する。つまり、どの

ようにソフトボールという競技種目が成立し、

どのような歴史的変遷を辿るなかで現在の文

化的特性が成立しているのかを明らかにした

いのである。

そこで、本研究は菊11)の歴史社会学的手法を

分析視角に倣った。なぜなら、菊の研究手法

は、上述した本研究の目的を追求していくう

えで重要な補助線となると考えているからで

ある。つまり、特定の文化領域の特性を、他

との比較による"なぜ"という位相で説明する

のではなく、"どのように"という視点から歴

史的に構築されたのかを追うことで、その固

有性を描き出すことを可能にする手法だから

である。

菊は、スポーツにおける文化の構成要素を

以下のように述べている。すなわち「（１）

各時代や各社会によって価値づけられた特定

の目標に関わる信念や観念の体系（観念文

化）、（２）ルールとそれに基づく技術など

に関わる一定の行動様式の体系（行動文化）、

（３）運動を発揮させたり、させやすくした

りする物的条件としての施設や用具などの事

物の体系（物質文化）」という３つの文化的

側面である。そのうえで、社会の仕組みや歴

史的変動により「スポーツをめぐる文化は変

化し続けていく」という研究視点を持つこと

で、特定種目の文化空間を通史的、可変的に

捉える点が特徴的である。本研究は、この通

史的、可変的なものとしてソフトボールとい

う文化領域を次のように捉え直した。

すなわち、ソフトボールの文化的構成要素

として菊が示した文化の構成要素に吉村・丸

山らが示したソフトボールの特性を合わせ、

分析の枠組みとしたのである。

（１）観念文化：老若男女がその技術水準に

合わせて、競技的にも、レクリエーション的

にもプレイすることができる。つまり「いつ

でも」「どこでも」「誰でも」プレイできる

スポーツという文化位相。"幅広い層が親しめ

楽しめる"

（２）行動文化：ソフトボールのルールには、

大別するとファーストピッチとスローピッチ

の２種類がある。さらに場所や競技者のレベ

ルによってルールを自在に変更できるという

文化位相。

（３）物質文化：１号球、２号球、３号球、

３号球革製、学校体育ソフトボール、以上５

種類のボールがあり、全て野球ボールよりも
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大きい規格である。また、専用球場やグラウ

ンドは勿論のこと公園、空き地等の狭いスペ

ースでもプレイできるスポーツである文化位

相。

【方法】

分析の枠組みで示した「ソフトボールの文

化的構成要素」を基に、スローピッチに関し

ては教育という制度との関係を中心に文献研

究を行った。ファーストピッチに関しては文

献研究と、競技スポーツを主導している日本

協会12)関係者及び、ファーストピッチの発展に

関わりの深かった関係者からのインタビュー

により明らかにした。

具体的には、スローピッチに関しては学習

指導要領及びベースボール型の教材研究の歴

史的変遷の分析を中心に明らかした。ファー

ストピッに関しては、日本ソフトボール協会

に関連する資料と、ソフトボール唯一の専門

誌である「ソフトボールマガジン」を中心に

明らかにした。また、ファーストピッチの変

遷において、昭和30年～昭和50年の情報は文

献からは得られなかったため、この時期を照

射するために、当時かかわりの深かった人物

にインタビュー調査を行った。

【結果と考察】

日本ソフトボールの軌跡を簡略的に述べれ

ば、以下のようにいえよう。ソフトボールは、

野球の冬季の練習用として、アメリカで発明

されたスポーツとして、手軽に「打つ、捕る、

投げる」という、野球の構造的な特性を楽し

むことができるレクリエーションスポーツと

して、軍人や女性を中心に広まった。これが

スローピッチソフトボールである。

学習指導要領及びベースボール型の教材研

究の歴史的変遷から明らかになったことは、

大正10年に紹介され戦後は学校体育の中に積

極的に導入されたソフトボールは、導入から

現在においても一貫してスローピッチソフト

ボールがなされている。これが、大衆化され

たソフトボールである。

日本ソフトボール協会に関連する資料、ま

たソフトボールマガジンから明らかとなった

ことは、学校教育の中で大衆化していくスロ

ーピッチソフトボールと同様に、ファースト

ピッチソフトボールも昭和30年代前半までは、

大会でも学校体育の中で行われているそれと

同じレベルであった。しかし、昭和30年代後

半にはウィンドミル投法（図１）が発生し、

現代のファーストピッチの原型ともいえる、

拮抗した試合が登場しはじめる。昭和50年代

に入るとウィンドミル投法は、全国的に広ま

りを見せると同時にソフトボール特有の「ス

ラップ打法（図２）」が生み出された。これ

らの技術が集約された現代のファーストピッ

チの象徴とも言える試合が、北京五輪の決勝

戦といえよう。具体的にこの決勝戦では、緊

迫感のある投手戦が繰り広げられ、両者の総

得点の半分がこの打法と戦略から生み出され

た。

以上を本稿の分析の枠組みから考察すると、

次のことが言えよう。学校体育に定位し続け

たスローピッチとは異なり、昭和55年以降の

ファーストピッチは、ウィンドミル投法から

繰り出される速球と、それに対応するために、

歩きながら助走をつけ凡打を狙う「スラップ

打法」を生みだし、その機能的特性や構造的

特性が大きく変容していったことが明らかと

なった。

図１ ウィンドミル投法の連続写真

一般的に、高度化されたソフトボールがフ

ァーストピッチとして、教育を通して大衆化

されたのがスローピッチであると考えられて
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図２ スラップ打法の連続写真

きた。しかし、本研究が明らかにした文化と

してのソフトボールは、スローピッチソフト

ボールからファーストピッチソフトボールが

独立することにより両者が文化的に断絶した

固有の文化として成立していく過程と現状で

あった。つまりこれまで、日本のソフトボー

ルは一つの文化と考えられてきたが、そうで

はなくスローピッチ文化とファーストピッチ

文化という二つの独立した文化が併存してい

るのが現代における日本ソフトボール文化な

のである。なぜなら、スローピッチ文化とフ

ァーストピッチ文化は快楽13)の志向が決定的に

異なるからである。いわば、スローピッチ文

化とは「攻めの志向」であり、ファーストピ

ッチ文化は「守りの志向」であり、快楽の志

向が正反対であることが理解された。

それぞれの文化の位相を、文化的構成要素

によって示すと以下のように考えられた。

１ スローピッチ文化の位相

（１）観念文化：老若男女がその技術水準に

合わせて、レクリエーションとしてプレイす

ることができる。つまり「いつでも」「どこ

でも」「誰でも」プレイできるスポーツとい

う文化位相。"幅広い層が親しめ楽しめる"

（２）行動文化：「打つ」「捕る」「投げる

」という野球の構造的特性を、野球以上に楽

しむことができる。特に打つという「攻め」

がその楽しみの中心となる。さらに場所や競

技者のレベルによってルールを自在に変更で

きるという文化位相。

（３）物質文化：１号球、２号球、３号球、

学校体育ソフトボール、以上４種類のボール

があり、全て野球ボールよりも大きい規格で

ある。また、専用球場やグラウンドは勿論の

こと公園、空き地等の狭いスペースでもプレ

イできるスポーツである文化位相。

２ ファーストピッチ文化の位相

（１）観念文化：多くの人でプレイでき、さ

らに「する」以外にも「見る」スポーツとし

ても楽しむことができる文化位相。

（２）行動文化：ウィンドミル投法やスラッ

プ打法等から繰り出される、スピード感のあ

るゲーム展開で「守り」がその楽しみの中心

となる。リエントリー制度や、DH制があり戦

略や作戦を立てること自体を楽しむことがで

きる。

（３）物質文化：３号球、３号球革製、ボー

ルを使用し、全て野球ボールよりも大きい規

格である。ファーストピッチ専用の球場や道

具を使用するという文化位相。

【結論】

両者が文化的に断絶したのは、平成初期に

ウィンドミル投法が国内に定着したことによ

るものである。これにより、ファーストピッ

チは守りの快楽を、スローピッチは攻めの快

楽を志向することになり、結果的に快楽の志

向が対照的な文化になったのである。

このように、快楽の志向が決定的に異なる

文化として「スローピッチ文化」「ファース

トピッチ文化」は独立し、独自の文化的特性

を持つことになったのである。

【日本ソフトボール協会への提言】

今後日本協会がプロモーションを行うにあ

たり、スローピッチとファーストピッチは

「別の文化」であるということを認識し、そ

れぞれをプロモーションしていく必要がある

のではないか。なぜなら、協会はこれまで

「競技としてのファーストピッチ」のみを主

導してきており、「競技ではないスローピッ

チは」常にそのプロモーションの対象にはな
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らないできた。ソフトボールは一つであり、

ファーストピッチソフトボールをプロモーシ

ョンすることはスローピッチのプロモーショ

ンと兼ねていると考えてきたからである。し

かし、このように日本ソフトボールを一般ス

ポーツの「高度化と大衆化」の問題と同一線

上で捉えてしまっては、現実に起きているフ

ァーストピッチ文化の中で生じている「高度

化と大衆化」という動向を看過し、本質的な

意味でのプロモーションにつながらないので

はないだろうか。

高度化と大衆化は、同一文化の中で起きる

問題であるならば、ソフトボールをファース

トピッチ文化、スローピッチ文化という２つ

の文化形態として認識することで、それぞれ

の文化内でおきる「高度化と大衆化」という

視点からのプロモーションが実現可能になる

だろう。

【今後の課題】

本研究は、文化論に終始することで結果的

に、経済などの他領域との関係性に言及する

ことが出来なかった。その為、具体的なソフ

トボールのプロモーション施策を提示するこ

とが出来なかった。

次の展開として、具体的に「二つの文化を

それぞれどうプロモーションしていくか」と

いうことを課題とし研究に取り組みたい。
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【実践報告】

アクティブ・ラーニングにおけるに「投げる動作の習得」について

－ 反 転 授 業 の 実 践 よ り －

伹 尾 哲 哉（神戸親和女子大学）

背 景

文部科学省よりアクティブ・ラーニングに

おける学修の形態が推奨されている。アクテ

ィブ・ラーニングを学修の形態として取り入

れるための環境としてラーニング・コモンズ

を設置する大学も急増している。学修の形態

が推奨され、学修の環境が整備される中で身

体活動を伴う体育授業はいかにあるべきかを

「反転授業」を用いて実践した結果報告であ

る。

Ⅰ はじめに

中央教育審議会の答申で、「新たな未来を

築くための大学教育の質的転換に向けて ～

生涯学び続け、主体的に考える力を育成する

大学へ ～」を基軸にアクティブ・ラーニン

グが打ち出された（2012年８月）。同審議会

答申の用語集によればアクティブ・ラーニン

グとは「教員による一方向的な講義形式の授

業とは異なり、学修者の能動的な学修への参

加を取り入れた教授・学習方法の総称。学修

者が能動的に修学することによって、認知的、

倫理的、社会的能力、教養、知識、経験を含

めた汎用的能力の育成を図る。発見学習、問

題解決学習、体験学習、調査学習等が含まれ

るが、教室内でのグループディスカッション、

ディベート、グループワーク等も有効なアク

ティブ・ラーニングの方法である」と説明

されている。

これを受け、身体活動を伴う体育授業でア

クティブ・ラーニングをいかに実践すべきか

を模索する中で「投げる動作の習得」を「反

転授業」において実践することを試みた。

反転授業とは、事前に学習内容の解説を行

い、受講生の理解を図り基本的な学習を自宅

や授業外の空き時間（予習）に行い、個別指

導や問題解決学習など知識の定着や応用力の

育成に必要な学習を授業中に行う授業スタイ

ルである。

そこで、本研究では「投げる動作の習得」

を目的とした反転授業の実践より、授業計画

のあり方、受講生の反転授業の受け入れと活

動態度、受講生の反転授業による投げる動作

の習得および知識の定着を明らかにすること

を目的とした。

Ⅱ 研究方法

１．実施の概要

ＫＳ女子大学スポーツ学科の実技科目「ソ

フトボール」において反転授業を行った。本

時の学習の流れ（表－１）は、インターネッ

ト環境を活用し、日本ソフトボール協会ホー

ムページ内学校体育ソフトボールガイドブッ

ク「ベースボール型」指導者用動画またはYou

Tubeで同じ動画を各自視聴しながら指導計画

書Ⅰ（表－２、次頁）を作成する。

各人の指導計画書を基にグループとしての

指導計画書を作成する。次にグループ間で交

互に指導を行う。この作業により能動的に学

修を行い、さらにグループディスカッション、

グループワークにおいて汎用的能力を養いな

がら、投げる動作の習得に取り組む。最後に

授業担当者が、投げる動作における疑問点、

応用的な指導方法についての補足説明を行う。

表―１ 学習の流れ

２．調査対象者

ＫＳ女子大学スポーツ専攻学科１年生



表－２ 指導計画書 

指 導 計 画 書 Ⅰ 
学籍番号           氏名                        

以下のＹＯＵ ＴＵＢＥ 動画を視聴し、この指導計画書Ⅰに要点を整理してください。    
学校体育・ベースボール型 指導用動画 

① 学校体育ベースボール型 「主動作につながる体作り」 
② 学校体育ベースボール型 「ボールの握り方」 
③ 学校体育ベースボール型 「肘の使い方」 
④ 学校体育ベースボール型 「下半身の動き」 
気を付ける点：各項目ともに、指導ポイントの順番に留意してください。 
１、「ボールの握り方」 
＊個人差を考慮してください。 
 
 
 
 
２、「肘の使い方」 
＊肩の使い方、手首の使い方も関連させ考えてください。 
 
 
 
 
３、「下半身の動き」 
＊大きな２つのエネルギーを明確にしてください。 
 
 
 
 
４、２と３が、連動したトータルな動きを考えてください。 
＊連動した動きを考えた時、２と３の動き以前に予備的な動作も発生します。 
準備局面 ⇒ 主要局面 ⇒ 終末局面 （運動学の領域より） 
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2015年春学期開講科目「ソフトボール」受

講生36名

３．実施期間・実施場所

期間：2015年４月～５月「ソフトボール」

授業内

場所：ＫＳ女子大学グランド

４．授業用視聴覚教材

日本ソフトボール協会 学校体育推進委員

会作成「ベースボール型」指導用動画を使用

した。

５．質問紙法

第２週目講義内で「質問回答協力のお願い

」（＊１）と題して配布。当日内に、教務担当事

務のレポート提出用箱にて回収。36部配布36

部回収1 0 0％回収率であった。回答は無記名

である。

なお、質問紙の内容、本授業第１週目、第

２週目における取り組みの趣旨、アクティブ

・ラーニング、反転授業の意味を受講生に事

前に伝えることにより、受講生から率直な回

答や意見を得られないと判断し、アクティブ

・ラーニング、反転授業の説明は事後である

第３週目に行った。

Ⅲ 反転授業を取り入れた授業計画と実践

「ソフトボール」の授業は、春学期15週の

15回開講である。その内の第１週目、第２週

目、第３週目と第15週目を実施日とした。36

名を５名７グループに分け実施。残り１名分

は、１つのグループを６名とした。

グループ間での発表は、２つのグループ間

での実施。残り１グループ分は、１つのグル

ープを３つのグループで構成した。

＜第１週目＞

授業は、グランド内のベンチに座り実施し

た。授業前半40分内で点呼、アイスブレーキ

ング、半期間の授業ガイダンスを行った。授

業後半40分内で学習内容と進め方について指

導計画書Ⅰ（表－２）を配布し説明を行った。

視聴した動画は、以下の動画４編である。

① 学校体育ベースボール型「主動作につな

がる体作り」

② 学校体育ベースボール型「ボールの握り

方」

③ 学校体育ベースボール型 「肘の使い方

」

④ 学校体育ベースボール型 「下半身の動

き」

内①「種動作につながる体つくり」は、投

げる動作の全体的なイメージを把握するため

に視聴し、指導計画書作成項目には含めてい

ない。また、４． の項目は③「肘の使い

方」と④「下半身の動き」を受講生自身がま

とめて作成する項目とした。

計画書作成のための要点として

・ 箇条書きで良いこと。

・ 重要なポイントであると考える点を指導

ポイントの順番に記入すること。

補足説明として

・ 指導計画書Ⅰ①～④の動画内容と１．

～ 4． の作成項目の番号が一緒ではな

いこと。

・ ④下段文の、準備局面、主要局面、終末

局面の説明

・ 計画書にはYou Tube動画としか明記され

ていないが、日本ソフトボール協会ホーム

ページでも視聴が可能であること。

・ 最後に第２週目のグループメンバー発表

を行った。

＜第２週目＞

グラウンド内のベンチ、階段等の座れる場

所でグループワークを行うように指示を出し

た。また実際に動いての確認も積極的に行う

ようにも指示を出した。

活動内容は

・ 予習してきた内容をグループ内で各自が

発表し、互いに不足している点を補い合い

ながらグループとしての指導計画書を作成

した。

・ 次にグループ内でまとめた内容を２つの

グループ間で互いに指導をし合った。この、

学習の流れを（表―１）に示した。

・ 授業者は、グループ間を巡回し進行状況

を見ながら、概ねの終了を確認しグループ
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での活動を終えた。この間授業者は、受講

生の能動的な活動に主を置き、観察と活動

内容の記録に留めた。

・ 次に授業者は、受講生より投げる動作の

疑問点、指導上の問題点、今日の授業で出

た問題点等を聞きながら解説を行った。

・ 解説終了後に、「質問回答協力のお願い

」（＊１）用紙を配布当日内に回収する旨を伝

えた。

＜第３週目＞

授業の導入で、アクティブ・ラーニング、

反転授業の説明を行い、第１週目、第２週目

の授業内容の理解を得た。また、第２週目の

復習として再度「投げる動作」の確認を行っ

た。

授業の展開においては、各人が意識する点

を確認しながら二人一組でのキャッチボール

を行った。二人の間は、５ｍからソフトボー

ルにおける塁間までに距離を段階的に伸ばし、

また１球ごとの投球間隔を長くもち、丁寧な

投球を心掛けるように指示を出した。

＜第15週目＞

春学期授業最終日に、「投げる動作の」確

認テストを実施した。主観的なテストである

が、出来る限りの客観性を持たすために①軸

足、踏み込み足の方向 ②重心の移動と回転

③肩、肘の使い方、の３ポイントを評価基準

として確認をした。

Ⅳ 質問紙回答結果

表―３ 「質問回答協力のお願い」

１）「今回の予習課題に、どのくらいの時間がかかりましたか」（時間は切り捨）

60分 8名 22.2％

50分 4名 11.1％

40分 10名 27.7％

30分 10名 27.7％

20分 3名 0.83％

10分 1名 0.27％

２）「体育の授業で、予習をしたことはありますか」（保健は省く）

はい 3名 0.83％

いいえ 33名 91.6％

３）「今までに「投げる」の動きを授業で習ったことはありますか」

はい 19名 52.7％

いいえ 17名 47.2％

４）「今回の授業で、今まで以上に「投げる」の理解は深まりましたか」

はい 35名 97.2％

いいえ 1名 0.27％

「はい、と答えたひとで、書けるひとは箇条書きで結構ですから理由を書いてください」

・動画、映像を詳しく見たから
・自分で指導ポイントを調べたから
・投げ方の予習をして実践したから
・調べた動作や、理論を自ら実践したから
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・予習内容を、確認しながら投げたから
・予習して、その動きを考えながら投げたから
・友達と教え合うことで、より理解ができた
・予習する環境があったから
・予習内容を、詳しく指導してもらえたから
・細かく動作を確認しながら予習ができたから
・予習をしてから先生の話を詳しく聞けたから
・互いに教えたり、教えてもらったりしたから
・予習して、今まで知らなかったことを知ったから
・友達と教えあったりして、悪いところがわかったから
・投げるとう言うことだけで、上半身の肩、肘、手首や、下半身などたくさんの部分を使っ

てエネルギーを作っていると言うことがわかりました

記述者 30名 83.3％が肯定的な意見を述べている（同意の記述は省略して記載）

記述者の中に否定的な意見はなかった

無記述 3名 0.83％

Ⅴ 考 察

以上の結果から、視聴覚教材を使用しての

反転授業における「投げる動作の習得」にお

いて一定の成果を得ることができた。

成果として

・ 頻繁な説明が不要になり、学習時間の停

滞が少なくなった。

・ 頻繁な説明や１回の説明時間が短くなり、

運動学習量が多く確保できた。

・ 動画は再生が可能なため、細かなところ

の理解度が早かった。

・ 動画により他方面から動作を見ることが

できイメージがつかみやすかった。

・ 受講生は、単に動画を視聴するだけでは

なく、指導計画書を作成するために細かい

ところまでの理解があった。

・ グループ活動において進行するため「わ

からない」で終わることが少なかった。

・ 予習内容を実践する中で、受講生がまた

受講生同士で積極的に投げる動作を学修し

ていた。

・ 受講生は、予備知識があるために授業者

からの説明も理解がしやすかった。

・ 15週目の確認テストにおいても評価基準

とする動きは、受講生全員の理解があった。

授業者は、なにより授業を多く停滞させな

く進められたことが大きな成果であった。

一例として通常の授業で36名の受講生にボー

ルの握り方を説明するのには、集合状態で説

明を数回繰り返し、実際にボール握っている

受講生の中を巡回指導することになる。しか

し、今回の授業においては、受講生が事前に

動画で視聴し、指導計画書を持っているため

受講生同士の確認で、授業の停滞はなかった。

受講生同士の、話し合いと互いの指導の中で

授業が進んで行き、受講生の能動的な姿勢が

うかがえた。質問４）の、今まで以上に「投

げる」の理解は深まったかの質問結果からも

97.2％の受講生が深まったと回答している。

（表－３）

授業者の一方向的な授業ではなく、受講生

自身が、予習において「投げる動作」の学修

に取り組み、その基礎的な知識を認知し、認

知した内容をグループワーク、グループディ

スカッションで深め、さらにお互いを指導す

る実践する中で、投げる動作の動きを習得し

た。この過程の中で、受講生は基礎的な知識

を知っても、次に人に伝える作業で問題に直

面し、互いの考えを集約し解決策を見出して

いた。

以上のことから、動画を活用した、反転授

業において「投げる動作の習得」に一定の成

果が得られたと結論付ける。
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【調査報告】

頭部へのボール接触事故に関するアンケート調査結果報告

～フェイスガードつきヘルメットの許可とその他安全に対する対応策の提言～

学連強化部 二 瓶 雄 樹（中京大学）

目的

この調査は、頭部へのボール接触事故の実

態を明らかにし、外傷・障害の部位・程度を

把握することを目的として実施されました。

その結果から、“フェイスガードつきヘルメ

ット”の必要性について言及し、安全なソフ

トボール競技の実施を目指すことを意義とし

ます。

方法

このアンケート調査は2015年12月末に、イ

ンターネットのメールでの送信と各チームで

の紙媒体での実施、そして郵送による結果の

収集によって行われた。

回答者

対象者は、全日本大学ソフトボール連盟に

所属する男女62チームの指導者89名と選手17

76名（2015年度全登録232チーム、全登録者4

979名）でした。指導者は平均年齢42.3歳、平

均指導歴12.3年で男65名（73％）、女24名

（27％）、男子のみの指導者が22名（25％）、

女子のみの指導者が56名（63％）、両方の指

導者が11名（12％）でした。そのうち監督が

57名で45名（59％）が１部所属、26名（34％）

が２部所属でした。選手は平均年齢19.8歳、

平均競技歴9.5年で男子671名（38％）、女子

1105名（62％）、そのうち投手337名（19％）、

捕手200名（11％）、内野手733名（42％）、

外野手485名（28％）でした。左打ちが754名

（43％）、右打ちが967名（55％）、両打ちが

45名（2％）で１部所属が1040名（64％）、２

部所属が423名（26％）でした。

結果と考察

以下には、はじめに指導者の調査結果と考

察、次に選手の調査結果と考察を述べる。

Ⅰ．指導者が現場で、頭部へのボール接触事

故を直接目撃したことがあるのか、その有無

とその目撃回数について訊いた。その結果、

84％の指導者が頭部へのボール接触を目撃し

ていることが明らかとなった。そのうち、49

（78％）の接触部位が頭蓋骨（頭部：ヘルメ

ット）を除く顔面部であることわかった。つ

まり８割をこえる指導者が頭部へのボール接

触事故を目撃しており、そのうち約８割が防

具のない顔面部へのボール接触事故（最も悪

い症状の事故）であることが明らかになった。
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Ⅱ．次に打者場面の外傷・障害の内容につい

て訊いたところ、即生死に関わる脳内出血が

１件、脳震盪、骨折などの重傷が18件あるこ

とがわかった。これは受傷した場合の衝撃の

強さ、障害の重さ、つまりは頭部にボールが

接触した場合の危険性の高さを示していると

考えられます。

Ⅲ．続いて指導者が頭部へのボール接触を目

撃した打者場面の状況（最も悪い症状の事

故）について訊いた。その結果、36名（68％）

がスイング時の自打球、４名（8％）がバント

時の自打球であったと回答した。特にインコ

ースのライズボールが投球された場面での自

打球事故が多く（自由記述結果）、この球種

は同じベースボール型競技の野球にはないた

め、ソフトボール競技の特有の事象であると

考えられる。またデットボールが頭部に接触

した場合、最も悪い症状となる約半分が防具

のない顔面部であることも明らかになり、前

述同様危険性の高さを示した。

Ⅳ．このような打撃時の目撃だけではなく、

走者時でも頭部へのボール接触事故を27名

（37％）の指導者が目撃していることが明ら

かとなった。その状況は「内野のダブルプレ

ー時の二塁からの送球」、「狭殺時」、「捕

手からの送球」、「内野手の送球」、「クロ

スプレー時の送球」等があった。打者時同様、

その症状は危険性の高い結果であった。しか

し一方で、現在他国で市販されている、“フ

ェイスガードつきヘルメット”は大型のもの

が多く、クロスプレー時には野手にケガを負

わせる危険性、つまり新たな事故を誘発する

可能性も考えられる。これについては（自由

記述）「着けるのはいいけど、それをつける

ことにより他のけがのリスクが増えないかが

心配」や「着用により、守備者にけがを負わ

せる危険性があるため、打者および打者走者

のみを使用に限定」等の回答があった。その

ため走者の“フェイスガードつきヘルメット

”の使用には慎重な判断が必要であり、また

用具の開発（野手にケガを負わせるリスクの

低い）をメーカー等に促す必要があると考え

る。

Ⅴ．指導者に対して“フェイスガードつきヘ

ルメット”の着用についての意見を訊いた。

その結果、65名（74％）の指導者から「義務

化しないまでも着用したければ認めるべき」

だという回答を得た。「着用を認めるべきで

はない」と回答した者はいなかった。この回

答に対する理由（自由記述）では「プレイへ

の影響（視界・見え方）の懸念から義務化は

しないまでも、要望、必要性に応じていく」

や「頭部、顔面は重大なケガにつながる為、

使用を認めるべき。選手の技術レベルによっ

ては必要・不必要があるので選択できるよう

にすることが良いのでは」、「安全上は必要

と考えるが義務化までは必要ないと思う（パ

フォーマンスの低下）着用したい者が着けれ

ばいいと思う（エルボガードのように）」等、

頭部へのボール接触の危険性の高さに言及し

つつも、着用は任意とすべきだという回答が

見られた。以上のことから、“フェイスガー

ドつきヘルメット”の着用は任意として認め

るべきであると考える（その他、動作や視界

に関する懸念もあった）。しかしその使用範

囲については、前述したように走者が野手と

のクロスプレー時に新たな事故を誘発する危

険性も考えられるため、打者および打者走者

時に限定するのが妥当だと考える。

Ⅵ．頭部にボールを接触したことのある選手

は、866名（49％）おり、そのうち10回以上接

触を経験した選手は36名（２％）であった。

約半数の選手が頭部へのボール触事故を経験

していることが明らかとなった。その場面は、
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打者時が36％で約４割、走者時が９％で約１

割の選手が頭部へのボール接触事故を経験し

ていることがわかった。

Ⅶ．打者場面での状況はデットボールが66％

と最も多く、そのうち23％が顔面へのボール

接触事故を経験していた。また自打球での経

験者は30％であった。また打者時、走者時の

外傷・障害では脳挫傷が３名、脳震盪が22名、

骨折が26名経験しており、その頭部へのボー

ル接触事故の危険性の高さが伺えたとともに、

視力低下が３名おり、後遺症が残ることも明

らかとなった。

Ⅷ．選手に対して“フェイスガードつきヘル

メット”の着用についての意見を訊いた。そ

の結果、1035名（59％）の選手から「義務化

しないまでも着用したければ認めるべき」だ

という回答を得た。「着用をみとめるべきで

はない」と回答したものは116名（７％）であ

った。指導者の回答同様、任意での着用を認

めるべきだと考える選手が大半であることが

明らかとなった。

まとめ

このように、頭部へのボール接触事故は大

多数の指導者が目撃しており、半数の選手が

経験している事象であった。また防具のない

顔面部への接触事故は極めて重症度と危険性

が高いと言える。さらに“フェイスガードつ

きヘルメット“の着用については、認めるべ

きであるとの見解が大半を占めた。しかし、

その着用範囲については限定する必要がある

と考える。以上のことから、全日本大学連盟

加盟校のみが出場する大会（春・秋季各地区

リーグ戦および決定戦、東西インカレ、全日

本インカレなど）において、以下の対応策を

提言する。

① “フェイスガードつきヘルメット”の着

用を任意で認める。ただし、その他のヘル

メットも含めヘルメット本体の色は同色で

なければならない。

② “フェイスガードつきヘルメット”の使

用は、打者および打者走者のみとし、塁上

の走者はヘルメットを変更しなければなら

ない。

この他、ソフトボール競技の安全性を確保

するための意見として「投手へのフェイスガ

ードを検討」や「キャッチャーのフルフェイ

スヘルメット」、「手の甲のガードも合わせ

て着用を認めるべき」等の新たな防具の許可

を求める意見もあった。また「ランナーコー

チのヘルメット着用」や「ホームでのブロッ

ク（禁止）」、「ベンチに打球が多く行くた

めベンチ前ネットがあった方がいい」等、周

知すればすぐにでも安全性を確保できる意見

も見られた。これらも今後、検討していく必

要があるだろう。以上が今回の調査で得られ

た結果と考察、それらからの提言とする。

文責：中京大・二瓶

調査協力：城西大・長澤、

大阪国際大・西村
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会場：三重県伊勢市／磯部ふれあい公園・浜島ふるさと公園、他

大会概要

雨にも負けず４チーム入賞

大会記録長：堀 義光

本大会は志摩市、四季を通じて温暖な気候で、

市全域が伊勢志摩国立公園に位置し、太平洋と英

虞湾、的矢湾のリアス式海岸に囲まれた自然豊か

な美しいまちです。古くから都に豊富な海産物を

献上する「御食つ国（みけつくに）」と呼ばれ、

カツオ漁や海女漁、英虞湾の真珠や的矢湾のカキ、

アサリなどの養殖漁業、また観光のまちとして栄

えてきました。

来年には、「伊勢志摩サミット」が志摩市賢島

で開催されることで世界の注目を浴びています。

2021年には第76回国民体育大会が三重県で開催

され、志摩市においてはソフトボールをはじめ３

つの競技の運営に向けて準備が進められています。

志摩市磯部ふれあい公園ソフトボール球場他で、

各ブロック予選を勝ち抜いた32チームの精鋭が一

同に会し開催されました。

１日目は、朝方の大雨でグランドコンディショ

ンが悪く、早朝より関係者の皆様方のご尽力によ

りグラウンド整備が整い９時30分からスタートす

ることが出来ました。試合は、ナイターになり終

了したのは21時近くまでかかりましたが、予定ど

うり16試合をすることが出来ました。２日目は、

雨天のため順延となり３日目・31日は、天候にめ

ぐまれて予定どうり12試合をすることができ、ベ

スト４が決定して立命館大学・日本体育大学・中

京大学・福岡大学が準決勝へ駒を進めました。

最終日は、悪天候のためやむなく中止となりま

した。残ったチームは、本大会に入り非常に力を

付けて強豪を破り勝ち上がってきただけに悔しい

ことと思います。しかしこれまで奮闘してきた力

を今後に生かして活躍されることを期待します。

大会講評

大会史上初、無念の雨天中止

広報記録部長：水谷 博

大会初日は夜来の雨のため１会場を練習会場へ

変更、２日は雨のために順延、そして予備日の４

日目も雨、ついに準決勝戦と決勝戦を消化するこ

とが出来ず、50年のインカレ史上初の４校入賞と

いう形で閉幕した。特に最終目については、微妙

な天候であったために中止の決定は苦渋に満ちた

ものであった。選手やその父兄らの気持ちを察す

るに余りあるものがあったが、大雨注意報が発令

されている天気予報とグラウンド状況に百名近い

大会役員の負担を考慮すればやむを得なかったも

のと思われる。

さて、試合結果だが、今大会も１回戦から強豪

校同士が対戦する厳しい組合せになっていた。Ａ

ブロックでは東京勢と関西勢が激突したが４連覇

を狙う早稲田大学を止めたのは関西リーグ２位の

立命館大学であった。死のブロックになっていた

Ｂブロックは、やはり底力が一歩抜きん出ていた

日本体育大学勝ち上がった。Ｃブロックは、東海

ダービーを制した中京大学がベスト４へ進出した。

Ｄブロックは、九州地区予選１位の福岡大学が西

日本優勝の関西大学に猛打を浴びせて勝利し、九

州地区のレベルの高さを示した。

男子らしい大味な試合もあったが、総じて緩い

グラウンドコンディションにもかかわらずスピー

ディーで緊迫感のある試合が多くあったように思

われる。ただ、試合中のマナー・応援の方法、そ

して大会本部から連絡される事項のチーム内への

「徹底」についてはまだまだ課題が残されている。

後者の不徹底に起因して監督が出場停止を言い渡

されたという不祥事は、初めてのことであり誠に

残念であった。
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文部科学大臣杯第50回全日本大学男子ソフトボール選手権大会

８月29日(土) ８月31(月) ９月１日(火)

１．国 士 舘 大 学(49) ６
５

２．大 阪 体 育 大 学(15) ０
５

３．中 央 大 学(26) １
３

４．京 都 産 業 大 学(37) ０
立命館大学

５．北 海 道 大 学(３) １
４

６．立 命 館 大 学(33) 10
６

７．早 稲 田 大 学(50) ２
３

８．神 戸 学 院 大 学(25) ０

９．日 本 体 育 大 学(50) 13
２

10．環 太 平 洋 大 学(９) ６
２

11．城 西 大 学(21) ３
０

12．九 州 産 業 大 学(12) ０
日本体育大学

13．国 際 武 道 大 学(22) １
４

14．中 京 学 院 大 学(12) ２
０

15．広 島 大 学(15) ２
２

16．熊 本 学 園 大 学(29) ０ 準決勝と決勝は
雨天のため実施

17．沖 縄 国 際 大 学(21) 14 できず４校入賞
１

18．大 阪 経 済 大 学(２) ６
４

19．東 京 学 芸 大 学(７) ０
２

20．常 葉 大 学(18) ７
中京大学

21．信 州 大 学(10) ２
０

22．高 知 工 科 大 学(３) ９
９

23．東 海 大 学(41) ５
７

24．中 京 大 学(45) ６

25．日 本 福 祉 大 学(４) ３
11

26．高 知 大 学(14) ２
１

27．高 崎 経 済 大 学(29) ６
９

28．四 天 王 寺 大 学(５) ４
福岡大学

29．日 本 大 学 工 学 部(19) ２
４

30．福 岡 大 学(40) 10
８

31．関 西 大 学(39) ３
２

32．岡 山 大 学(９) １

※（ ）内は出場回数で、校名変更のあった大学は以前の名称での出場も含む。
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試合結果

▼第１日（８月29日）１回戦

大阪体育大学 ０００００００：０
国 士 舘 大 学 ２３０１００ｘ：６

［大］●松田崇志－河井友希・高松健太

［国］○高木 光・池田空生・星野嵩幸－

服部 祐介

(本)西田勘汰 (三)後藤勇大・岩田健太郎

【評】国士舘大学、完封で初戦突破！

国士舘大学は初回一死一・二塁から４番後藤勇

大の右中間を抜ける三塁打で二者生還、２点を先

取する。２回には二死二塁から２番久保が一・二

塁間を抜ける適時打で１点を、３番西田の中堅越

本塁打でさらに２点を追加。４回には８番岩田が

右翼右を抜ける三塁打で出塁、９番山口の一塁へ

の打球の間に岩田の代走岡村が生還、１点を追加

した。投げては先発高木が５回１安打、続く池田、

星野がそれぞれ１回無失点で大阪体育大学に勝利

した。大阪体育大学は、２回と５回に走者を出す

も後続がなく無得点で敗退した。

中 央 大 学 ０００１０００：１
京都産業大学 ０００００００：０

［中］○川村卓未－井原奨之

［京］●松岡涼介－杉本 幸紀

(二)藤野海聡・竹崎正起

【評】中央大学が１点を守りきり勝利！

中央大学は４回一死満塁から７番川村の左翼へ

の犠飛で１点を挙げ、この１点が決勝点となった。

投げては先発川村が初回と３回に危機を迎えるが、

後続を抑えて危機を脱した。

一方、京都産業大学は、初回先頭藤野の二塁打、

３回には一死から９番竹崎の二塁打で好機をつか

むが力が一歩及ばず敗退した。

立命館大学 ０００４１５ ：10
北海道大学 ０００００１ ：１

［立］○中原隼生、相佐瞭太－田苗遼平

(本)藤野慎之助②、岡野孝祐

(三)川内雄大 (二)岸 英太

［北］●木村 拓－十良澤健二

(本)細川卓翁 (二)井上 知厚

【評】立命 北海道を圧倒し二回戦に進出

３回まで投手戦で進んできたが、立命館大学は

４回無死一塁から５番藤野の中堅越本塁打で２点

を先制。さらに無死一塁から７番岡野の中堅越本

塁打で２点を追加、５回には４番岸の右中間二塁

打を足掛かりに１点を、６回には二死一・二塁か

ら３番川内の中堅越三塁打、さらに５番藤野のこ

の日２本目となる右翼越え本塁打で計５点を入れ

て圧勝した。北海道大学は５回まで相手投手中原

に抑えられていたが６回一死二・三塁から３番十

良澤の左翼への犠飛で１点を挙げ完封を阻止した。

早 稲 田 大 学 ００００１１０：２
神戸学院大学 ０００００００：０

［早］○松木俊皓、吉田尚央－大嶋 翼

(三)水本将文、塩沼泰成 (二)塩沼泰成

［神］○島袋卓也－仲本 匡

【評】早稲田大学が完封で二回戦進出

早稲田大学は５回無死一塁から９番塩沼の左中

間二塁打で１点を先制、６回には８番水本９番塩

沼の三塁打で１点を追加。投げては先発松本、二

番手吉田の継投で神戸学院大学を完封、二回戦に

進出した。一方、神戸学院大学は６回一死満塁と

一打逆転の好機をつかむが、後続が断たれて涙を

のんだ。

環太平洋大学 ００１２３ ：６
日本体育大学 ３３０４3x ：13

［環］●先村 翼、大原涼太郎－山内貴博

(本)井上知厚、仲森敦也、尾本心平、

武末翔一 (二)井上知厚

［日］○河野拓郎、中坂 誠－山内直人

(本)山内直人、古賀健太、髙野晃平、

(三)古賀健太 (二)髙野晃平、湯浅拓人

【評】日本体育大学がコールドで逃げ切り

１回戦から東のチャンピオンと西の２位が激突

したこの試合は、東の日本体育大学が圧勝した。

初回二死一・二塁から５番古賀の左中間三塁打な

どで３点を先制。２回には二死一・三塁から４番
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山内の右翼越本塁打で３点を追加、４回には一死

満塁から５番古賀の中堅越満塁本塁打で４点を、

５回には一死から９番高野の左翼越本塁打から４

連続長短打で計３点を入れてコールドで勝利した。

一方、環太平洋大学は３回二死から１番井上の右

翼越本塁打、４回と５回と３本の本塁打で計６点

を入れて追いすがり意地を見せたが、余りに序盤

の失点が大きく緒戦で涙をのんだ。

九州産業大学 ０００００００：０
城 西 大 学 ３０００００ｘ：３

［九］●金山佳太－鳥山 健

(二)木下孝祐

［城］○宮原 廉、黒沢勝也、宮原廉－

飯田敏弘

【評】城西大学が初回の得点を守り抜く

城西大学は初回無死一・二塁から足をからめた

攻撃で３点を挙げてそのまま逃げ切った。一方、

九州産業大学は、毎回走者を出すも城西大学の３

投手から決定打が奪えず、あと一歩及ばなかった。

国際武道大学 ００００００１：１
中京学院大学 １０００００1x：２

［国］●滝口悠真－大曽根教雄

［中］○竹本流星－西里博樹

(二)藤原雄歩、高橋拓海

【評】中京学院大学がサヨナラ勝ちで２回戦進出

中京学院大学は初回一死一・二塁から４番荒川

の二遊間を抜ける適時打で１点を挙げ、７回二死

満塁から４番荒川が一塁への内野安打で桶師が生

還。サヨナラ勝ちを収めた。一方、国際武道大学

は７回に一死一・三塁から１点入れ同点に追いつ

くが、あと一打が出ず惜敗した。

広 島 大 学 ０００００２０：２
熊本学園大学 ０００００００：０

［広］○庄林 希、片岡真一－小野弘汰

(本)庄林 希

［熊］●江藤 紘－小原諒也

【評】広島大学が一打で勝負を決める

白熱した投手戦に決着をつけたのは広島大学だ

った。６回一死一塁から３番庄林が右翼越本塁打

で２点を入れて勝利した。一方、熊本学園大学は

２回と６回に得点圏内に走者も進めるも、相手投

手に抑え込まれ惜敗した。

沖縄国際大学 ２０４５３ ：14
大阪経済大学 ３０３００ ：６

［沖］○島袋卓也、金城太樹、島袋卓也、

伊波政樹－大湾貴登

(本)大湾貴登 (三)仲村誉士

(二)島袋卓也、金城太樹、仲村誉士、

上原 正人

［大］●丸山敬太、丹羽大輝－森内遼也

(三)山本浩之

【評】沖縄国際大学がコールドで二回戦進出！

沖縄国際大学は初回先頭大湾が中堅越本塁打と

菊池、興儀、崎間の３連続単打で２点を先制、１

点を勝ち越された３回無死一・二塁から４番崎間

の三遊間適時打と５番金城の左翼越二塁打等で４

点を入れ逆転する。同点に追いつかれた４回無死

二・三塁から３番興儀の左翼への犠飛、６番仲村

の左中間二塁打などで５点を、５回には仲村の三

塁打などで３点を入れ試合を決めた。一方、大阪

経済大学は初回一死一・二塁から４番山本の右翼

三塁打などで逆点、３回には相手投手の乱れから

３点を入れ追いついたが、あと一歩及ばなかった。

東京学芸大学 ０００００ ：０
常 葉 大 学 ０００３4x ：７

［東］○藤井 峻－池田岳史

［常］●田村幸也－佐藤拳士

(本)乾 翔太、酒井健志郎

【評】乾 翔太

常葉大学が東京学芸大学に圧勝

２年連続で同じ顔合わせとなったこの試合は、

常葉大学が圧勝した。４回無死一塁から５番乾の

中堅越本塁打などで４点を先制、５回には二死一

・二塁から７番酒井の中堅越本塁打で３点を追加

しコールドで試合を決した。投げては先発田村が

三塁を踏ませない投球で勝利に貢献した。東京学
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芸大学は、１回、２回、５回と二塁までは走者を

出すが、本塁までは届かず完封を喫した。

高知工科大学 ０５０３１ ：９
信 州 大 学 ０００２０ ：２

［高］○安堵和博、木下稜太、赤木亮太－

藤田浩史、上瀬恭平

(本)青野 巧 (三)熊田航平

［信］●筆脇伸紘－大日向桂作

(本)大日向桂作

【評】高知工科大学圧勝で二回戦進出

高知工科大学は２回一死満塁から１番熊田の走

者一掃の中堅越三塁打などで５点を先制、４回一

死満塁から３点を追加、５回には一死から２番青

野の右翼越の本塁打で１点を追加。投げては先発

安堵が４回に２点を失うものの相手の打線を封じ

込めコールドで二回戦に進出した。一方、信州大

学は４回二死一塁から６番大日向が左翼越本塁打

で２点を返し反撃に出るが、後続が断たれ涙を飲

んだ。

中京大学 ００４００２０：６
東海大学 ０３０１０１０：５

［中］古橋和也、○関口幸輝－水本健太

［東］●髙橋宏允－御手洗昂季

(本)磯部白帆、中村健人

【評】中京大学が東海大学との接戦を制す

中京大学は３点を先制された３回単打と足をか

らめた攻撃で４点を挙げ逆転し、４回に同点とさ

れるが６回手堅い攻撃で２点を挙げた。投げては

先発古橋から代わった関口が１点差にまで詰め寄

られるが、後続を断ち切り勝利した。一方、東海

大学は、２回投手の乱れから３点を挙げ先制、１

点差とされた４回には６番磯部の左翼越本塁打で

同点に追いついた。再逆転された６回には５番中

村の中堅越本塁打で１点差としたが、後続が断た

れて涙をのんだ。

高 知 大 学 ２００００００：２
日本福祉大学 ０００１２０ｘ：３

［高］●田中裕也－日戸遼輔

(本))田中雄大

［日］○相島宏郁－井上 力

(三)内堀直樹 (二)安武卓哉、山口孝平

鈴木雄大

【評】日本福祉大学、逆転で二回戦に進出！

日本福祉大学は４回一死二塁から、６番内堀の

右翼越三塁打で１点を、５回には一死一塁から２

番代打山口が左中間を抜ける二塁打を放ち三塁走

者安武が生還同点に追いつく。さらに走者二・三

塁となった所で４番寺澤の左翼への犠飛で走者杉

田が生還逆転に成功する。投げては先発相島が初

回の２点をとられたものの、その後は得点を許さ

ず勝利に貢献した。一方、高知大学は初回一死満

塁から５番片岡の押し出し死球、６番渋谷の中堅

前適時打で２点を先制したが、その後相手投手の

好投に阻まれ惜敗した。

高崎経済大学 ００４０１０１：６
四天王寺大学 １０００１１１：４

［高］○赤坂拓郎－橋野一哉

(三)青沼良介、橋野一哉

［四］●北出修茂、新川 優－山崎耕作

(三)高畑大紀② (二)新川 優

【評】高崎経済大が四天王寺大との接戦を制す

高崎経済大学は１点差とされた３回一死三塁か

ら４番赤坂が左中間への適時打で同点とすると、

５番青沼と７番橋野の三塁打で計４点を挙げ逆転、

５回と７回にも１点ずつを挙げ四天王寺大学の追

撃をかわした。投げては先発赤坂が追いつかれそ

うになるも、粘りのある投球で相手打線を封じ込

めた。一方、四天王寺大学は初回先頭高畑の右翼

越三塁打を足掛けに１点を先制、６回には６番新

川の二塁打、７回には高畑の三塁打をきっかけに

１点ずつを挙げるもあと一歩及ばなかった。

福 岡 大 学 ０１６１２ ：10
日本大学工学部 １１０００ ：２

［福］○多久島力也、石田悠太－山中洋介

(本)難波成旭② (三)喜多村周平

(二)安部秀隆 山中洋介
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［日］●菅野和輝－込山健太郎

(二)前川昭平

【評】福岡大学 逆転コールド勝利で二回戦進出

福岡大学は１点差の３回無死一塁から３番難波

の右翼越本塁打、続く４番喜多村の左中間三塁打

などで６点を挙げ逆転、さらには４回には難波の

２打席連続の本塁打で１点を追加、５回には一死

一・三塁から４番喜多村の中堅への犠飛びなどで

２点を追加した。投げては先発多久島が４回２失

点で抑え、２番手石田が１回を３連続三振で試合

を締めた。一方、日本大学工学部は１回に１点を

先制し、同点とされた２回には二死二・三塁から

１番前川の左翼前適時打で一度は追い越すも３回

以降相手投手陣に阻まれ得点することはできなか

った。

岡山大学 ００００００１：１

関西大学 １２００００ｘ：３

［岡］●川上賢人－三村友洋

(二)川上賢人

［関］○松田祐汰－黒田裕太

(本)岡田知洋

【評】関西大学が逃げ切って二回戦進出

関西大学は初回一死一・二塁から４番太田の中

堅への飛球で二死となるが、二塁走者宮瀧が一気

に生還１点を先制する。２回には一死一塁から８

番岡田の左翼越本塁打で２点を追加する。投げて

は川上が要所をおさえる投球で７回に１点を取ら

れるが逃げ切って勝利した。岡山大学は７回８番

川上の二塁打で出塁、走者一・三塁から１番真壁

の中堅前適時打で１点を返すが、後続が断たれて

惜敗した。

▼第２日（８月30日）雨天中止

▼第３日（８月31日）２回戦

中 央 大 学 ００００２１０：３
国士舘大学 ０１２０１１ｘ：５

［中］●川村卓未－井原奨之

(三)川村卓未

［国］○高木 光－服部祐介

(本)西田勘汰、後藤勇大 (二)中島優人

【評】国士舘大学が先行逃切り

国士舘大学は２回無死一塁二塁から６番高木の

安打で先制し、続く３回には３番西田の２点ホー

ムランで追加点をあげ、５回に１点差にされた直

後、代打中島の二塁打で追加点を挙げ、さらに６

回４番後藤の本塁打でだめ押しの１点をあげて逃

げ切った。一方、中央大学は５回７番川村の三塁

打などで２点を返し、６回にも追加点を挙げたが、

あと一歩が及ばなかった。

立命館大学 ０１１０２００：４
早稲田大学 ００００２０１：３

［立］○中原隼生－田苗遼平

(本)川内雄大 (二)岡野孝祐、内田拓也

［早］●松木俊皓、豊田誉彦、松俊 皓、

吉田尚央－大嶋 翼

(三)山口晋平

【評】立命館大 接戦で早稲田大の４連覇を阻む

立命館大学は２回失策と犠打で二死三塁とし、

８番奥村渉の三遊間タイムリーで１点を先制する。

３回には３番川内雄大の右翼越本塁打で１点。５

回には１番から３連打で無死満塁から４番岸英太

の死球で１点、５番藤野慎之助の中堅犠飛で追加

点を得リードを広げた。一方、早稲田大学は５回

裏二死二塁三塁から３番溝口聖の適時打で２点を

還した。７回には守備の乱れから３番溝口聖の左

翼邪犠飛で１点差までせまるも及ばなかった。

城 西 大 学 ０００００００：０
日本体育大学 ００２０００ｘ：２

［城］●宮原 廉－飯田敏弘

［日］河野拓郎－山内直人

(三)湯浅拓人 (二)河野拓郎

【評】日本体育大学、完封勝ちで準々決勝へ進出

日本体育大学は３回無死から９番高野晃平・１

番谷本卓成の連打で一二塁とし、２番湯浅拓人の

遊撃ゴロが失策を誘い１点を先取。１死後、４番

山内直人の中堅犠飛で２点目をもぎ取る。河野投

手は３安打、９奪三振で城西大学の攻撃を封じた。
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一方、城西大学の宮原投手は被安打４、奪三振６

の好投を見せたが報われなかった。

広 島 大 学 ００００２００：２
中京学院大学 ２０００２０ｘ：４

［広］庄林 希、●片岡真一－小野弘汰

(三)小野弘汰 (二)新谷恭平

［中］○竹本流星、松本和也－西里博樹

(三)田中琢也、高橋拓海

(二)藤原雄歩、西里博樹、荒川侑介

【評】中京学院大学 突き放して準々決勝戦へ

中京学院大学は１回３番藤原の二塁打、４番荒

川の安打で先取点を挙げ、５番西里の二塁打で２

点目を挙げた。同点にされた５回に２番高橋の三

塁打、３番藤原の安打、４番荒川の二塁打で２点

を挙げて試合を決めた。一方、広島大学は５回８

番門田が四球で出塁し続く９番小野の三塁打、１

番赤城の安打で同点としたが、その裏中央学院大

学に２点を獲られ惜敗した。

沖縄国際大学 ０００１０００：１
常 葉 大 学 ０１０１００ｘ：２

［沖］●島袋卓也－大湾貴登

(本)與儀翔平

［常］○田村幸也－佐藤拳士

(本)乾翔太

【評】常葉大学、接戦をものにする

常葉大学は２回４番荒木の四球を足がかりに６

番田村の安打で先制し、４回には５番乾のセンタ

ーオーバーのホームランで２点目をあげた。一方、

沖縄国際は、３番興儀の本塁打で同点としたが、

その後、常葉田村投手に抑えられて涙をのんだ。

高知工科大学 ０００００ ：０
中 京 大 学 ００４２1x ：７

［高］●安堵和博、赤木亮太－藤田浩史、

上瀬 恭平

(二)熊田航平

［中］○古橋和也－水本健太

(本)佐野悠真、生田宗範 (三)生田宗範

【評】中京大学５回得点差コールド

中京大学は０対０で迎えた３回９番黒田、１番

佐野俊介の連続四球と４番鈴木の安打でまず１点、

続く５番佐野悠真の３点ホームランでこの回一挙

に４点を挙げ試合を有利に進めた。続く４回には

８番三島、１番佐野優介、２番青野の安打で６点

目、５回には６番生田のホームランで７点目を挙

げて、５回コールドで準々決勝にこまを進めた。

一方、高知工科大学は中京大学古橋投手に抑えら

れ、散発３安打で三塁も踏ませてもらえなかった。

日本福祉大学 ０３１０１２１３：11
高崎経済大学 １０１００６０１：９

［日］相島宏郁、太田悠貴、○宮城太亮－井上力

(本)安武卓哉 (二)宮城太亮②、安武卓哉、

井上 力

［高］赤坂拓郎、●多胡和輝－橋野一哉

(本)橋野一哉 (二)青柳晴帆、青沼良介、

鈴木裕貴

【評】日本福祉 延長を制し準々決勝戦進出！

日本福祉大学は、２回に逆転するも６回に再逆

転され、７回に追いつく。延長の８回、一死満塁

で４番寺澤のセンター犠牲フライで勝ち越し、６

番内堀のセカンド強襲安打で２点を追加し勝利を

ものにした。一方、高崎経済大学は、６回に本塁

打を含む６本の長短打を集中させ、６点を挙げる

も、終盤に好リリーフした宮城投手を打ち崩すこ

とができずに惜敗した。

福岡大学 ００４００００：４
関西大学 ０００２０００：２
［福］○石田悠太－山中洋介

(本)難波成旭 (二)多久島力也

［関］●高桑公岐、松田祐汰－黒田裕太

(二)那須 一

【評】福岡大学先行逃げ切りでものにした

福岡大学は３回７番原口の安打と、８番多々島

の二塁打で先制点を挙げ、１番伊達の安打と３番

難波の２点ホームランで、この回一挙に４点を挙

げ試合を決めた。一方、関西大学は４回４番太田

の死球と５番那須の二塁打、７番穂束の安打で２

点を返したが、後続を断たれ惜敗した。
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▼第３日（８月31日）準々決勝戦

国士舘大学 ０３１０００１０：５
立命館大学 ３００２０００1x：６

［国］高木 光、星野嵩幸、●池田空生－

服部祐介

(二)横山翔大

［立］相佐瞭太、○中原隼生－田苗遼平

(本)内田拓也、藤野慎之助、奥村 渉

(二)岸 英太

【評】立命館 タイブレーカーを制して準決勝戦

へ!!

立命館大学は、初回先頭打者内田の中堅越え本

塁打で先制点を挙げ更に４番岸の二塁打でチャン

スを拡げ５番藤野の２点本塁打で初回３点を挙げ

た。その後１度は、逆転されたが４回５番藤野が

内安打で出塁し二死８番奥村の２点本塁打で逆転

した同点で迎えた８回一死一・二塁で３番川内の

右翼前安打でサヨナラ勝利を収めた。

一方、国士舘大学は、２回５番後藤が中堅前安

打で出塁し７番８番の連続安打で無死満塁のチャ

ンスを作り１番横山の２塁打で同点とし、更に３

回には、逆転した。その後得点され逆転をゆるし

たが、７回には２番久保が中堅前安打で出塁５番

後藤の中堅前安打で生還し同点とした。８回にも

チャンスを作ったがあと１本が出ず惜敗した。

日本体育大学 ０１００１００：２
中京学院大学 ０００００００：０

［日］○河野拓郎－山内直人

(三)古賀健太、湯浅拓人 (二)山内直人

［中］●竹本流星－西里博樹

【評】

日本体育大学は、２回４番古賀の三塁打でチャ

ンスを作り７番河野の中堅手への犠牲打で先制し

た。さらに５回無死から８番鈴木の中堅前安打で

出塁し二死から２番湯浅の三塁打で貴重な追加点

を挙げた。投手河野は、９奪三振を奪う好投で勝

利し準々決勝への進出を決めた。

一方、中京学院大学は、相手投手の好投により

２安打９奪三振に抑えられ、三塁を踏むことなく

敗れ去った。

中京大学 ６２０００１０：９
常葉大学 １０１００１１：４

［中］○花岡大輝、関口幸輝－水本健太、

明松憲志

(三)生田宗範② (二)佐野俊介

［常］●田村幸也－佐藤拳士

(本)庄司佳弘、佐藤圭亮、阿部田拓也

酒井健志郎

【評】中京大学、大量得点で準決勝へ

東海ダービーとなった準々決勝戦、中京大学は

初回打者12人の猛攻で６点を挙げた。２回にも５

番佐野が四球で出塁しすぐに盗塁し一死二塁から

６番生田の右翼越え三塁打で追加点を挙げ試合を

優位に進めた。花岡・関口２投手も要所を抑える

好投で打線に応えて準決勝へ進出した。

一方、常葉大学は、初回先頭打者庄司の右翼越

え本塁打で反撃し３回には、２番佐藤の中堅越え

の本塁打で追加点を挙げ更に、６回７回にも本塁

打で追加点を挙げた。本塁打がいずれもソロ本塁

打で追撃ならず敗れた。

日本福祉大学 ００１０００ ：１
福 岡 大 学 ２１０１０4x ：８

［日］相合勇輝、●宮城太亮、太田悠貴－

井上 力

(三)安武卓哉

［福］○多久島力也－山中洋介、板野祥平

(本)多久島力也 (二)難波成旭

【評】福岡、６回の乱れに乗じてコールド勝ち

福岡大学は初回一死二塁から３番難波の二塁打

で先制点を挙げ２回にも追加点を挙げさらに４回

には８番多久島の左翼越え本塁打で得点し、６回

には死球と２本の安打で二死満塁として４番喜多

村の中堅前安打で得点差コールドゲームとした。

多久島投手は、１点に抑える好投で勝利に貢献し

準決勝へコマを進めた。

一方、日本福祉大学は、初回安武が四球で出塁

し二死一塁・三塁のチャンスを作ったが後続なく、

３回無死から１番安武の右翼線を抜く三塁打でチ
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ャンスを作り３番井上の中堅への犠打で１点を得

点したが涙をのんだ。

▼第４日（９月１日）準決勝戦：雨天中止

▼第４日（９月１日）決勝戦：雨天中止

全日本大学(男子)選手権大会入賞校・入賞回数

大学名 優勝 ２位 ３位 入賞 大学名 優勝 ２位 ３位 入賞

日本体育大学 ２８ ５ ４ １ 関 西 大 学 １ ５

国 士 舘 大 学 ４ ７ ６ 国際武道大学 １ １

早 稲 田 大 学 ４ ３ ７ 都留文科大学 １

中 京 大 学 ３ ６ ７ １ 広島修道大学 ４

東 海 大 学 ２ ５ ６ 九州東海大学 ２

立 命 館 大 学 ２ ２ ３ １ 茨 城 大 学 １

沖縄国際大学 ２ ２ 愛 媛 大 学 １

京都産業大学 １ ４ ５ 愛 知 大 学 １

中京学院大学 １ １ １ 大阪体育大学 １

環太平洋大学 １ １ 山梨学院大学 １

琉 球 大 学 １ 龍 谷 大 学 １

福 岡 大 学 ４ ７ １ 九州産業大学 １

高崎経済大学 ３ １ 熊本学園大学 １

同 志 社 大 学 ３ １ 九州共立大学 １

学 習 院 大 学 １ ２ 高知工科大学 １

神戸学院大学 １ ６ ※50回連続出場校：日本体育大学・早稲田大学・国士舘大学



男子大会打撃ベスト10（規定打席数７以上）

順 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 打 出 本 三 二 試

選 手 名 大 学 名 塁 塁 塁 打撃率 合

位 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 妨 塁 打 打 打 数

1 ７ 生田 宗範 中 京 10 9 7 5 2 0 1 0 1 1 4 0 8 1 3 0 0.７７８ ３

2 ６ 藤野慎之助 立 命 館 11 9 6 3 9 2 0 0 2 0 0 0 6 3 0 0 0.６６７ ３

2 ５ 青野慎一郎 中 京 12 9 6 1 4 1 2 0 2 0 3 0 8 0 0 0 0.６６７ ３

2 ９ 安武 卓哉 日本福祉 11 9 6 4 3 0 2 0 1 0 4 0 8 1 1 2 0.６６７ ３

2 ３ 吉田 武晃 高崎経済 9 6 4 2 1 0 3 0 0 1 3 0 7 0 0 0 0.６６７ ２

6 Ｄ 乾 翔太 常 葉 8 8 5 3 3 0 0 0 1 0 2 0 5 2 0 0 0.６２５ ３

7 ４ 難波 成旭 福 岡 11 10 6 5 7 0 0 1 0 3 4 0 7 3 0 1 0.６００ ３

8 ９ 岸 英太 立 命 館 11 7 4 5 0 0 3 1 2 0 3 0 8 0 0 2 0.５７１ ３

8 ９ 崎間 大海 沖縄国際 7 7 4 2 4 0 0 0 1 0 0 0 4 0 0 0 0.５７１ ２

10 ５ 西田 勘汰 国 士 舘 9 9 5 3 4 0 0 0 0 0 1 0 5 2 0 0 0.５５６ ３

10 ８ 鈴木 裕貴 高崎経済 9 9 5 3 1 0 0 0 0 4 2 0 5 0 0 1 0.５５６ ２

男子大会投手成績ベスト10 （規定投球イニング数７以上）

順 打 打 被 失 自 被 与 与 奪 被 暴 不 投 防 勝 負 試

選 手 名 大 学 名 投球回 者 安 責 犠 四 死 三 本 正 球 御 試 試 合

位 数 数 打 点 点 打 球 球 振 打 数 投 数 率 合 合 数

1 川村 卓未 中 央 13 50 45 11 5 0 2 3 0 8 2 0 0 198 0.00 １ １ ２

1 宮原 廉 城 西 13 50 43 8 2 0 1 5 1 24 0 1 2 238 0.00 １ １ ２

3 松田 祐汰 関 西 11 1/3 47 44 11 1 1 0 3 0 6 0 0 0 175 0.62 １ ０ ２

4 松岡 涼介 京都産業 7 30 26 6 1 1 1 0 3 6 0 1 0 106 1.00 ０ １ １

5 河野 拓郎 日本体育 18 67 62 10 3 3 1 3 1 24 2 1 1 267 1.17 ３ ０ ３

6 中原 隼生 立 命 館 17 71 59 11 4 3 4 6 2 11 0 0 1 269 1.24 ３ ０ ３

7 庄林 希 広 島 10 42 39 9 2 2 0 3 0 11 0 0 0 174 1.40 １ ０ ２

7 多久島力也 福 岡 10 42 31 4 3 2 2 7 1 5 0 0 0 161 1.40 ２ ０ ２

9 竹本 流星 中京学院 19 78 67 11 5 4 2 8 1 29 0 1 0 307 1.47 ２ １ ３

10 石田 悠太 福 岡 8 33 27 5 2 2 2 3 1 8 0 0 0 146 1.75 １ ０ ２
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文部科学大臣杯第50回全日本大学女子ソフトボール選手権大会

会期：平成27年８月28日(金)～９月１日(火)

会場：三重県伊勢市／大仏山公園野球場・スポーツセンター、他

大会概要

予備日も雨天で４チーム入賞

大会記録長：吉田ケイ子

伊勢市は、四季を通じて温暖な気候で市全域が

伊勢志摩国立公園内に位置しリアス式海岸に囲ま

れた自然豊かな町、また多くの海産物を献上する

「御食つ国（みけつくに）」と呼ばれかつお漁、

海女漁、英虞湾の真珠や牡蠣、あおさなどの養殖

漁業、また観光の町として栄えたところです。

開会式は男女一緒に、三重県営サンアリーナに

於いて行われました。男女各ブロックを勝ち抜い

た精鋭、男子女子それぞれ32チームが集まり盛大

に行われ、地元皇學館大学のよさこい部「雅（み

やび）」によるよさこい踊りで締めくくられた。

大会初日は、曇り空の中３会場では時間通りに

行われたが、１会場が前日の雨で急遽会場を移動

というハプニングがあった。開催地協会の役員の

皆様のご尽力に支えられて各会場とも白熱した試

合が展開された。２日目は雨のため順延となり３

日目に２回戦、準々決勝が行われた。大会予備日

の４日目は準決勝、決勝が行われる予定であった

が、またもや雨にたたられ、試合をすることがで

きず、中京大学、東海学園大学、東京富士大学、

日本体育大学、４校の同時入賞という形で大会は

閉会の運びとなった。

なお、大会記録の面からは、中京大学の２回戦

での二塁打を含む７連続安打８得点、17安打の14

得点は最多記録には及ばないものの見事な記録と

思われる。また、タイ記録だが、東海学園大学の

金子真衣選手は１回戦の富士大学戦で最多本塁打

１試合２本、２打席連続本塁打の記録があった。

大会講評

大会史上初の４チーム入賞は遺憾

広報記録部長：水谷 博

今回も１回戦から強豪校同士が対戦する厳しい

組合せになっていた。特に、東京都リーグ優勝の

早稲田大学と関西リーグ優勝の園田学園女子大学、

関東地区予選１位の山梨学院大学と東海地区予選

２位の中京大学の対戦はその最たるものであろう。

ブロック別に見ていくとＥブロックでは、この

緒戦に勝利して勢いに乗った中京大学が、前年度

優勝の東京国際大学も撃破して勝ち抜けた。Ｆブ

ロックでは西日本優勝の東海学園大学が各地区の

強豪チームを倒してベスト４へ勝ち上がった。そ

の戦い方には余裕すら感じられた。Ｇブロックは

東日本優勝の東京富士大学が武庫川女子大学と大

阪大谷大学の関西勢、東京都春季リーグ戦と東日

本で辛酸をなめて奮起が期待された伝統ある東京

女子体育大学を打ち破った。その戦いは決して楽

なものではなかったはずであるが、確かな実力を

有している証左であろう。Ｈブロックも死のブロ

ックであった。東京都の春の覇者である早稲田大

学を１回戦で破った園田学園女子大学が、その勢

いで勝ち抜けかと思われたがそれを阻止したのは、

50回連続出場の古豪日本体育大学であった。これ

は粘りに粘った伝統の力であろう。

準決勝戦は、東京富士大学×日本体育大学と中

京大学×東海学園大学という東京地区・東海地区

のダービー戦で、決勝戦は東西２大学の対決にな

るところであった。近年にない高いレベルでのい

ろいろな意味で興味深い試合が展開されなかった

のは、誠に遺憾であった。ただ、最後まで試合の

実施に向けてご尽力をいただいた地元役員の皆様

には記して御礼申し上げます。
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文部科学大臣杯第50回全日本大学女子ソフトボール選手権大会

29日(土) 31日(月) ９月１日(火)
１．山 梨 学 院 大 学(７) ５

14
２．中 京 大 学(38) ６

７
３．東 海 大 学(28) 10

０
４．中 国 学 園 大 学(５) ３

中京大学
５．東 京 国 際 大 学(５) ７

１
６．環太平洋大学短期大学部(18 ０

１
７．国 士 舘 大 学(21) ８

０
８．鈴 鹿 大 学(７) ５

９．富 士 大 学(11) ０
７

10．東 海 学 園 大 学(14) ３
６

11．関 東 学 園 大 学(５) １
０

12．立 命 館 大 学(14) ０
東海学園大学

13．日 本 女 子 体 育 大 学(46) ０
３

14．IPU環 太 平 洋 大 学(９) ５
０

15．金 沢 学 院 大 学(６) １
１

16．大 阪 国 際 大 学(18) ０ 準決勝と決勝は
雨天のため実施

17．日 本 福 祉 大 学(３) ０ できず４校入賞
１

18．城 西 大 学(13) １
０

19．福 岡 大 学(18) ０
３

20．東 京 女 子 体 育 大 学(50) ７
東京富士大学

21．大 阪 大 谷 大 学(８) ０
５

22．東 京 富 士 大 学(４) ３
５

23．武 庫 川 女 子 大 学(40) ７
２

24．文 教 大 学(11) ０

25．美 作 大 学(２) １
７

26．日 本 体 育 大 学(50) ８
３

27．天 理 大 学(３) １
５

28．松 本 大 学(11) ８
日本体育大学

29．奈良学園大奈良文化女子短大(２ １
２

30．東 北 福 祉 大 学(13) ０
０

31．園 田 学 園 女 子 大 学(38) ６
６

32．早 稲 田 大 学(12) １
※（ ）内は出場回数で、校名変更のあった大学は以前の名称での出場も含む。
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試合結果

▼第１日（８月29日）１回戦

山梨学院大学 ０００２３００００：５
中 京 大 学 １０００４０００1x：６

［山］板垣明星、佐藤美智、●内藤加菜－

森田 紀代美

（三)望月朱里、有吉萌々子 (二)櫻井円香

［中］山本光莉、金丸侑志帆、○森あすか－

平川穂波

(本)倉田実沙 (二)香山紗貴子、小寺真琴

【評】中京大学、延長を制し２回戦進出！

中京大学は、延長９回裏、一死満塁のチャンスに

５番今川選手がレフト前に決勝打となる安打を放

ち、サヨナラ勝利を収めた。山梨学院大学は、同

点に追いつかれた６回以降、３人目の森投手を打

ち崩せず、惜敗した。

中国学園大学 ００３００ ：３
東 海 大 学 ７０２０1x ：10

［中］●皷 志保－井上麻子

(三)原田佳美 (二)関野文子

［東］○菊地原悠－露木智加

(三)松本咲彩、院去智子 (二)弓場ひさき

松本咲香

【評】東海大学、打線爆発で勝利する！！

東海大学は、初回に打者11人で７点を挙げる猛

攻で、試合を決める。一方、中国学園大学は、３

回に打線が繋がり４本の安打で、３点を挙げるも、

その後、打線が振るわず敗戦した。

環太平洋大学短期大学 ０００００ ：０
東 京 国 際 大 学 ０３０１3x ：７

［環］●船津真帆、中村 葵、山口未悠－

宮尾由奈美

［東］○相良未来－大塚あすか

(本)池信里奈 (三)松本由佳

【評】東京国際大学が着実に得点を重ね、環太平

洋大学短期大学部を退けた！

東京国際大学は２回、７番松本の三塁打と９番

庄子の安打で３点を先制、４回に８番池信の本塁

打で加点、５回にも打線が繋がり３点を挙げ、コ

ールド勝ちを決めた。投げては相良投手が３安打

に抑え勝利した。環太平洋大学短期大学部は、大

量リードを許しながらも粘り強く戦った。５回８

番宮尾の安打と次打者のエラーでチャンスを作っ

たものの、得点に結びつけることが出来なかった。

国士舘大学 ０２０００２４：８
鈴 鹿 大 学 ００５００００：５

［国］樋口幸希、○小出帆南美－本田渚沙、

櫛田佳澄、本田渚沙

(二)依田奏緒、藤田百合子

［鈴］●三木聡美－西井春菜

(本)長尾 梓、坂 小夏 (二)木村彩乃

【評】国士舘大学、逆転で接戦を制す！

国士舘大学は、１点差で迎えた７回、４本の長

短打と２四球を連ね４点を挙げ、逆転勝利した。

一方、鈴鹿大学は、３回２本の本塁打と打線が繋

がり５点を挙げ、一度は逆転したが、２番手の小

出投手に打線が振るわず、惜しい試合を逃した。

富 士 大 学 ０００００００：０

東海学園大学 ０１１０１０ｘ：３

［富］●織田志保、下山千晶、鈴木成実－

鈴木佑美

［東］長瀬りえ、○木村麻利亜、長瀬りえ－

金子真依

(本)磯淵沙樹、金子真依② (二)磯淵沙樹

【評】東海学園大学 ３本の本塁打で２回戦へ

東海学園大学は２回、４番磯淵の左中間への本

塁打で先制、３回、５回に９番金子の２打席連続

本塁打で２点を追加し、投げては長瀬、木村両投

手が、９つの三振を奪う力投で勝利を収めた。一

方、富士大学は、散発５安打に抑えられ、三塁を

踏めずに敗れた。

立 命 館 大 学 ０００００００：０
関東学園大学 ００１０００ｘ：１

［立］●本庄 遥－日高由菜

［関］○猪井玲那－柳尾美佳

【評】関東学園大学、接戦を制して２回戦へ！
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関東学園大学は、３回一死２塁のワンチャンス

を３番柳尾の中前安打で得点し、猪井投手が７奪

三振の好投で、逃げきった。一方、立命館大学は

１回、５回と得点のチャンスを作るが、あと一本

が出ず、涙をのんだ。

日本女子体育大学 ０００００００：０
IPU･環太平洋大学 ００３１０１ｘ：５

［日］●竹松星香、眞鍋 梓、鈴木美帆－

佐々木竜子

［環］○吉井朝香、竹原由菜、山田夏生－

小嶺来未

(本)宮本真緒 (二)溝口香夏子

【評】環太平洋大学、投打がかみ合い勝利！

環太平洋大学は、３回１番有吉の内野安打を３

番鎌田の中前安打、４番溝口の左中間を抜く二塁

打と５番金江の犠牲フライで３点を先制し、勝利

を収めた。日本女子体育大学は、環太平洋大学の

３投手の好投で二塁を一度も踏めず、２安打に抑

えこまれて敗れた。

金沢学院大学 ０００００１０：１
大阪国際大学 ０００００００：０

［金］徳原 萌、西野朱音、大和 未沙、

○木梨鈴子－上之浦成美

［大］●北山柚花－齋藤 成美

【評】金沢学院大学、接戦を制し勝利する！

金沢学院大学は、６回、代打田之上選手の中前

安打を足がかりに、ワンチャンスを生かした１得

点を、４人の投手で守りきった。一方、大阪国際

大学は、初回から得点圏にランナーを進めながら、

後続を打ち取られ、あと一本が出なかった。

日本福祉大学 ０００００００：０
城 西 大 学 ００１０００ｘ：１

［日］●宇野かんな－志知真奈美

(三)天野佑香 (二)田中 唯、天野佑香

［城］○並木あかね－綿貫奈緒

(二)寺岡優花、鮎澤 愛

【評】城西大学、接戦を制し２回戦へ

城西大学は３回、二死から内野安打の走者を４

番寺岡選手の右翼越えの二塁打で先制、並木投手

が１点を守りきり完封。日本福祉大学は３本の長

打を打ち、試合を押し気味に進めながら、後続が

続かず敗れた。

東京女子体育大学 ００１０５０１：７
福 岡 大 学 ０００００００：０

［東］○秋元菜穂、西舘紗愛、萩原あゆみ－

上島紗羽、本山奈穂子、上島紗羽

(本)大平あい、長久保遼 (二)櫻岡春香②

［福］●堀本明日香、増本亜美、堀本明日香－

甲木翔子

(二)田畑まなみ

【評】東京女子体育大学、投打がかみあい勝利！

東京女子体育大学は、３回２番大平の本塁打で

先制し、５回打線が連なり、６番長久保の３ラン

で追加点を重ねる。投げては、秋元投手が５安打

に抑え、勝利を掴んだ。一方、福岡大学は初回に

無死一・二塁のチャンスを得るが、好守に阻まれ、

得点を挙げることができなかった。

大阪大谷大学 ２００００００：０
東京富士大学 ０１０００２ｘ：３

［大］●大西優季、吉崎菜々海－青木千秋

(二)増田彩芽、入谷玲生奈

［東］○江渡祐希－深沢未花

(本)荻野みなみ (二)長谷川ゆりか②、

黒澤花菜

【評】東京富士大学、接戦を制して２回戦へ

東京富士大学は、２回に６番黒澤選手の左中間

を破る二塁打を足がかりに先制し、６回には２番

長谷川、３番荻原の二塁打、本塁打で２点を加点

し、試合を決めた。大阪大谷大学は、江渡投手に

散発４安打、８三振に抑えられ、チャンスを作れ

なかった。

文 教 大 学 ０００００ ：０
武庫川女子大学 ００４３ｘ ：７

［文］●滝本瑞歩－上本羽純

(二)村松由季代

［武］○尾崎千裕、中嶋美夏絵、稲田愛子－
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横野丹音

(本)川口 藍 (三)田中つばさ、福元美紗

畠田奈実 (二)川口 藍、中村瑞穂

【評】武庫川女子大学が着実に得点を重ね、文教

大学を退けた！

武庫川女子大学は、３回１番川口選手の本塁打、

７番代打田中選手の三塁打等で４点を挙げ、４回

に３点加えて試合を決めた。一方、文教大学は２

安打、９三振に抑えられ、持ち味を出せずに終わ

ってしまった。

日本体育大学 ０００３０３２：８
美 作 大 学 ０００００１０：１

［日］岡村奈々、大村 茜、○有馬 瞳、

白井桃佳、山田 蓮－宇野有加里、

吉松梨乃

(本)吉松梨乃 (二)飯田瑞稀

［美］●平佐みくに－薮日香里

【評】日本体育大学が終盤に得点を重ねて２回戦

に進む！

日本体育大学は、４回に四球を足がかりに打線

が繋がり、３点を先制、６回７回にも加点し試合

を決めた。美作大学は、平佐投手に11三振を奪わ

れながらも、６回に１点を還したが、及ばなかっ

た。

松本大学 １３２０２ ：８
天理大学 ００１００ ：１

［松］○山下ひかり、舟木彩菜、眞島里佳－

早川涼香

(二)神戸めぐみ②

［天］●木村真悠、佐々木菜那、神野まどか－

遠藤綾乃

【評】松本大学、毎回安打で勝利！

松本大学、初回に先制し、毎回安打で追加点を

重ねる。一方、天理大学は、３回に１点を還すが、

４安打に抑えられ敗退した。

東北福祉院大学 ０００００００：０
奈良文化女子短大 ０１００００ｘ：１

［東］●永谷真衣－佐々木菜緒

(二)山田沙也加

［奈］○大塚巳那子－増田みゆき

(本)松本早紀

【評】奈良文化女子短大、１本塁打で完封勝利

奈良学園大学奈良文化女子短大は２回、４番松

本選手のレフトオーバーの本塁打で先制、この１

得点を大塚投手が３安打散発に抑えて、完封勝利

する。一方、東北福祉大学は、中盤に得点圏に進

めるが、後続が続かず敗れた。

早 稲 田 大 学 ００００１００：１
園田学園女子大学 ２０３１００ｘ：６

［早］●宮川眞子、常盤紫文、泉 花穂－

大内佳那

(二)武内有紀

［園］○原 奈々、原田 悠、市谷愛美－

二宮はな

(本)樋口菜美 (二)田中瑠莉

【評】園田学園女子大学、投打がかみあい勝利！

園田学園女子大学は、初回に先制し、３回、４

回と足を生かした攻撃で追加点を重ねた。投げて

は３人の投手で３本の安打に抑え、勝利する。一

方、早稲田大学は、５回に安打と犠牲フライで１

点を挙げるが、持ち味を出せずに終わってしまっ

た。

▼第２日（８月30日）２回戦：雨天中止

▼第３日（８月31日）２回戦

中京大学 ０１５８ ：14
東海大学 ００００ ：０

［中］○山本光莉、寺澤小百合－平川穂波

(二)長谷瑞希、今川瑞希、阿部瑚那美

［東］●菊地原悠、髙橋千夏、菊地原悠－

露木智加、渡邉真央

【評】中京大学、打線爆発で準々決勝へ！

中京大学は１点リードで向かえた３回、１番長

谷の二塁打などで一死一三塁のチャンスを作ると

４番倉田、５番今川、６番平川の３連続タイムリ

ーと８番佐藤のタイムリーで一挙に５点を奪い、

突き放した。４回にも８長短打を集中し、８点を
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挙げ、４回コールドで準々決勝にコマを進めた。

一方東海大学は、１回戦の勢いがなく打線が沈黙

し、１安打に抑えられ敗れた。

国 士 舘 大 学 ０００００００：０
東京国際大学 ０００００１ｘ：１

［国］●樋口幸希－本田渚沙

［東］○相良未来－大塚すか

【評】東京国際大学、接戦を制し準々決勝へ

東京国際大学は６回１番今崎が四球で出塁する

と盗塁、犠打で三塁まで進み、３番硲の二塁内野

安打で待望の１点を先取し、逃げ切った。国士舘

大学は安打数では上回ったがあと１本が出ず、東

京国際大学相良投手の粘り強い力投に涙をのんだ。

関東学園大学 ０００００ ：０
東海学園大学 １６００ｘ ：７

［関］●猪井玲那、磯 知里－柳尾美佳、

髙田亜李紗

［東］○長瀬りえ、塩見 瞳－金子 真依

(本)磯淵沙樹 (二)大西朱音

【評】東海学園大学、２回の集中打で５回コール

ド勝ち、準々決勝へ！！

１点リードの東海学園大学は２回下位打線が一

死満塁のチャンスを作り、１番大西が走者一掃の

左中間二塁打を放ち３点を追加、さらに二，三塁

から４番磯淵がレフトに３点本塁打を放ち、５回

コールド勝ちを決めた。投げては長瀬、塩見両投

手が関東学園打線を１安打に抑え、準々決勝に進

んだ。関東学園は序盤の大量失点が響き、挽回す

ることができなかった。

金沢学院大学 ０００００１０：１
環太平洋大学 ００１０００2x：３

［金］徳原 萌、西野朱音、山中美輝、大和未沙、

●木梨鈴子－上之浦成美

(二)中島 雅

［環］吉井朝香、竹原由菜、○山田夏生－

小嶺来未

（本)福井実咲 (三)福井実咲

(二)宮本 真緒

【評】ＩＰＵ・環太平洋大学が投手戦を制してサ

ヨナラホームランで勝利、準々決勝へ進出！

環太平洋大学は３回８番宮本が左越二塁打、９

番川渕の初球犠打で走者三塁、１番有吉の犠飛で

先取。同点の７回、一死二塁に２番福井が粘って

10球目を左越サヨナラ２点ホームランを放ち試合

を決めた。金沢は６回１番中島左中間二塁打、２

番桑原が犠打で走者三塁、４番奥村の安打で同点

に追いつくも追加点を取れずに惜敗した。金沢は

５人、環太平洋は３人の投手が好投、終盤まで緊

迫した試合であった。

城 西 大 学 １００００００：１
東京女子体育大学 ００２０１０ｘ：３

［城］●並木あかね－綿貫奈緒

［東］○秋元菜穂－上島紗羽

(本)大平あい

【評】東京女子体育大学、逆転で準々決勝進出！

１点ビハインドの東京女子体育大学は３回、１

番山田の四球を足がかりに一死満塁のチャンスを

作り、６番浜田の左前タイムリーで逆転に成功。

５回にも２番大平の右中間本塁打で追加点を挙げ、

激戦をものにした。 一方、城西大学は、初回５

番東福の三遊間を破るタイムリーで先制したが、

２回以降秋元投手に２安打で抑えられ惜しくも敗

れた。

武庫川女子大学 ０００１００１：２
東京富士大学 ２０３０００ｘ：５

［武］●尾崎千裕、稲田愛子－横野丹音

(本)川口 藍 (三)長船実幸

［東］江渡祐希、○千葉咲実－深沢未花

(本)田口美佳 (二)黒澤花菜②

【評】東京富士大学、先行逃げ切り準々決勝へ。

東京富士大学は、１回１番濱岡のバント安打を

足掛かりに５番黒澤の右中間二塁打で２点先制。

３回にも４番田口の右越本塁打、５番黒澤の左中

間二塁打などで追加点を上げた。一方、武庫川女

子大学は４回７番長船の右中間三塁打、７回１番

川口の中越本塁打などで２点を還し、安打数では
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上回るもののあと一歩及ばなかった。

松 本 大 学 ００００２２１：５
日本体育大学 ２２０００３ｘ：７

［松］山下ひかり、舟木彩菜、●杉山恭香奈－

早川涼香

(二)濱田佳歩

［日］岡村奈々、有馬 瞳、山田 蓮、

○大村 茜－ 宇野有加里、吉松梨乃、

宇野有加里、吉松梨乃、宇野有加里

(本)宇野有加里 (二)吉松梨乃

【評】日本体育大学、接戦を制し、準決勝進出！

同点に追いつかれた日体大は６回、７番菊池、

８番加藤の連続安打などで一死二、三塁のチャン

スを作り、１番宇野の右前適時打で勝ち越し、さ

らに相手失策などで２点を追加し、粘る松本大学

を振り切った。松本大学は５回、６回に２本の適

時打などで同点に追いついたが、あと一歩及ばず

涙をのんだ。

奈良文化女子短大 ０００１１００：２
園田学園女子大学 ３０１１１０ｘ：６

［奈］●大塚巳那子、森本叶恵、豊田理沙－

増田 みゆき

(三)南 早紀 (二)松本早紀

［園］○原田 悠、原 奈々－二宮はな

(本)中村光里 (三)堤加菜子

(二)中村光里

【評】園田学園女子大学、そつなく得点を重ね準

決勝へ！！

園田学園は初回１番石川の二遊間を抜く安打を

足掛かりに一死二、三塁から４番田井、５番中村

の左中間二塁打で先制。その後も着々と得点を重

ね、原田、原両投手の継投で逃げ切った。奈良学

園は４回５番増田の適時打、５回代打南の三塁打、

代打木村の左犠飛で粘りを見せたが惜しくも敗れ

た。

▼第３日（８月31日）準々決勝戦

中 京 大 学 ３０２０２００：７
東京国際大学 ００１００００：１

［中］金丸侑志帆、山本光莉、○森あすか－

平川穂波

（本)平川穂波 (三)長谷 瑞希

(二)今川瑞希、平川穂波、長谷瑞希

［東］●相良未来、池信里奈－大塚あすか

【評】中京大学、５本の長打を生かし準決勝へ

中京大学は１回、１番長谷の皮切りに５番今川

の左越二塁打、６番平川の一塁強襲二塁打など、

５本の長短打で３点を先取。３回には６番平川の

中越本塁打、５回には１番長谷の三塁打で追加点

を挙げ試合を決定づけた。東京国際大学は毎回走

者を出すものの金丸、山本、森の３投手の力投に

後続が断たれ得点できず敗退した。

東海学園大学 ０１０２０３０：６
環太平洋大学 ０００００００：０

［東］長瀬りえ、○木村麻利亜－金子真依

(本)木村麻利亜 大西朱音 (二)金子真依

［環］●吉井朝香、竹原由菜、山田夏生－

小嶺来未

【評】東海学園大学、木村投手の好投で完封勝

利！！

東海学園は２回、５番木村の中越本塁打で先制

すると、４回には９番金子の適時打、四球押し出

しで２点、６回にも金子の二塁打、１番大西の中

越２点本塁打と着々と得点を重ね、投げては木村

投手が環太平洋打線を散発４安打に抑え完封、準

決勝にコマを進めた。環太平洋は、初回と６回に

一死から出た走者を東海学園の２投手に抑えられ

て進められず、ベスト４への道が断たれた。

東京女子体育大学 ０００００００：０
東 京 富 士 大 学 ０５００００ｘ：５

［体］●秋元菜穂－上島紗羽

(二)山田静佳

［富］○江渡祐希－深沢未花

【評】東京富士大学、６連続安打で５点を先取し

準決勝へ。

東京富士大学は２回二死後、６連続安打で一挙

で５点を先制。投げては江渡投手が８奪三振の好
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投で準決勝へ駒を進めた。東京女子体大は散発４

安打と打線が振るわず好機を見い出す事もなく敗

れ去った。

日 本 体 育 大 学 ０２０００１０：３
園田学園女子大学 ０００００００：０

［日］○岡村奈々－宇野有加里

(二)松本風香、吉松梨乃

［園］●市谷愛美、原 奈々－二宮はな

（二)田中瑠莉

【評】日本体育大学、岡村投手の好投で園田学園

女子大学を制し、準々決勝へ進出！

日体大は２回５番吉松の右翼前安打で出塁後、

野手選択などで一死二、三塁とし、投手の悪送球

で２点を先

取した。６回にも５番吉松の左中間二塁打を生か

し追加点を挙げ、試合を決めた。投げては岡村投

手が巧みな投

球で完封勝利した。

園大は岡村投手に散発４安打と抑え込まれ三塁

を踏むことなく惜敗した。

▼第４日（９月１日）準決勝戦：雨天中止

▼第４日（９月１日）決勝戦：雨天中止

全日本大学(女子)選手権大会入賞校・入賞回数

大学名 優勝 ２位 ３位 入賞 大学名 優勝 ２位 ３位 入賞

日本体育大学 １８ １３ ６ １ 東海女子大学 １ １

東京女子体育大学 １５ １５ ８ 東海学園大学 １ １ １

園田学園女子大学 ６ ４ ９ 鈴鹿国際大学 １ １

東北福祉大学 ３ ２ 九州女子大学 ２

日本女子体育大学 １ ５ ８ 仙 台 大 学 ２

大阪成蹊女子短大 １ ４ ５ 東京富士大学 １ １

中 京 大 学 １ １１ １ 関西外国語大学 １

淑 徳 大 学 １ ２ 神戸親和女子大学 １

大阪大谷大学 １ ２ 龍 谷 大 学 １

中京女子大学 １ １ 愛媛女子短期大学 １

早 稲 田 大 学 １ １ 龍 谷 大 学 １

東京国際大学 １ 清 和 大 学 １

武庫川女子大学 ２ ６ 福 岡 大 学 １

大阪国際大学 ２ ２ 立 命 館 大 学 １

大阪体育大学 １ １ 環太平洋大学 １

※旧校名分を含む ※第39回の優勝は２校 ※第50回は入賞４校 ※50回連続出場校：日本体育大学・東京女子体育大学



女子大会打撃ベスト10（規定打席数７以上）

順 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 打 出 本 三 二 試

選 手 名 大 学 名 塁 塁 塁 打撃率

位 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 妨 塁 打 打 打 合

１ 2 金子 真依 東海学園 ８ ６ ５ ４ ４ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ７ ２ ０ １ 0.８３３ ３

２ 6 川口 藍 武 庫 川 ７ ６ ４ ３ ２ ０ １ ０ ０ ０ ２ ０ ５ ２ ０ １ 0.６６７ ２

３ 9 岡本 知奈 中 京 11 10 ６ １ ０ １ ０ ０ １ ２ ３ ０ ６ ０ ０ ０ 0.６００ ３

３ 6 神戸めぐみ 松 本 ７ ５ ３ ３ ０ １ １ ０ ０ １ １ ０ ４ ０ ０ ２ 0.６００ ２

５ D1 池信 里奈 東京国際 ８ ７ ４ １ ３ ０ １ ０ ０ １ ３ ０ ５ １ ０ ０ 0.５７１ ３

５ DH 澤田 萌恵 国 士 舘 ７ ７ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ４ ０ ０ ０ 0.５７１ ２

７ DP 吉松 梨乃 日本体育 10 ９ ５ ２ ２ ０ １ ０ １ ０ ２ ０ ６ １ ０ ２ 0.５５６ ３

８ DP 長谷 瑞希 中 京 11 10 ５ ６ ２ ０ １ ０ ０ ０ ３ ０ ６ ０ １ ２ 0.５００ ３

８ 5 松本 由佳 東京国際 ８ ８ ４ ２ ２ １ ０ ０ ０ ２ ２ ０ ４ ０ １ ０ 0.５００ ３

８ 3 磯淵 沙樹 東海学園 ９ ６ ３ ３ ４ １ ２ ０ ０ ０ １ ０ ５ ２ ０ １ 0.５００ ３

８ 6 吉田 彩夏 東海学園 10 10 ５ １ １ ０ ０ ０ ２ ２ ３ ０ ５ ０ ０ ０ 0.５００ ３

８ 7 福井 実咲 環太平洋 10 ８ ４ １ ２ ２ ０ ０ ０ １ ４ ０ ４ １ １ ０ 0.５００ ３

８ 8 有吉 茜 環太平洋 10 ８ ４ ２ １ １ ０ ０ １ ２ １ ０ ４ ０ ０ ０ 0.５００ ３

８ 3 菊地 咲絢 日本体育 10 ８ ４ １ ３ ２ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ４ ０ ０ ０ 0.５００ ３

８ 4 松本 風香 日本体育 12 10 ５ ４ １ ０ ２ ０ １ ２ ２ ０ ７ ０ ０ １ 0.５００ ３

８ 3 田井亜加音 園田学園 10 10 ５ １ ４ ０ ０ ０ １ １ １ ０ ５ ０ ０ ０ 0.５００ ３

女子大会投手成績ベスト10 （規定投球イニング数７以上）

順 打 打 被 失 自 被 与 与 奪 被 暴 不 投 防 勝 負 試

選 手 名 大 学 名 投球回 者 安 責 犠 四 死 三 本 正 球 御 試 試 合

位 数 数 打 点 点 打 球 球 振 打 数 投 数 率 合 合 数

１ 森 あすか 中 京 ７.2/3 31 29 ６ ０ ０ ０ １ １ ５ ０ ０ ０ 95 0.00 ２ ０ ２

１ 木村麻利亜 東海学園 12.2/3 45 41 ７ ０ ０ ２ ２ ０ 12 ０ ０ ０ 175 0.00 ２ ０ ２

１ 北山 柚花 大阪国際 ７ 27 25 ６ １ ０ ２ ０ ０ ３ ０ ０ ０ 89 0.00 ０ １ １

１ 岡村 奈々 日本体育 14 49 45 ６ ０ ０ ２ ２ ０ 13 ０ ０ １ 174 0.00 １ ０ ３

５ 江渡 祐希 東京富士 17.2/3 75 67 13 １ １ １ ５ ２ 19 ０ ０ ０ 293 0.40 ２ ０ ３

６ 原 奈々 園田学園 11.2/3 41 40 ６ １ １ １ ０ ０ ８ ０ ０ ０ 178 0.60 １ ０ ３

７ 吉井 朝香 環太平洋 10 38 34 ６ １ １ ２ １ １ 10 １ ０ ０ 159 0.70 １ １ ３

８ 並木あかね 城 西 13 56 45 12 ３ ３ ６ ４ １ ８ １ １ ０ 194 1.62 １ １ ２

９ 山本 光莉 中 京 ８.1/3 33 31 ７ ２ ２ ０ ２ ０ １ ０ ０ ０ 112 1.68 １ ０ ３

10 秋元 菜穂 東 女 体 18 70 68 16 ６ ６ ０ ０ ２ ７ ０ ０ ０ 248 2.33 ２ １ ３
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第30回東日本大学(男子)ソフトボール選手権大会

会期：平成27年８月７日(木)～８月10(月)

会場：長野県伊那市／富士塚スポーツ公園 他

８日 ９日 10日

１．日 本 体 育 大 学 ９

２．東 海 大 学 ８ ９
２

３．宮 城 教 育 大 学 ０
７

４．東 京 理 科 大 学 ５
18

５．日 本 大 学 ４ １

６．盛 岡 大 学 ０
12

７．中 央 大 学 11
３

８．文 教 大 学 33
10

９．長 野 大 学 ０ 優
３ 勝

10．早 稲 田 大 学 ４ 早稲田大学
13 日

11．城 西 大 学 ３ 本
４ 体

12．福 島 大 学 10 育
１ 大

13．立 教 大 学 ９ 学（

14．山 梨 学 院 大 学 ０ ２
21 年

15．国 士 舘 大 学 ７ 連
12 続

16．仙 台 大 学 ３ 13
１ 回

17．慶 應 義 塾 大 学 ６ 目）

18．東 京 国 際 大 学 ７ ８
０

19．桜 美 林 大 学 ０ ２

20．関 東 学 園 大 学 10
４

21．信 州 大 学 ０ 国士舘大学

22．東 京 学 芸 大 学 ２ ３
７

23．高 崎 経 済 大 学 11
５

24．学 習 院 大 学 ４ 国際武道大学
０

25．日 本 大 学 工 学 部 １ ６

26．国 際 武 道 大 学 １
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▼１回戦

東 海 大 学１２２１２ ：８
宮城教育大学０００００ ：０
○高橋宏光－御手洗昂季

●福岡星弥－菊池公明

日 本 大 学０００００４０：４
東京理科大学０３００１０1x：５
●草野心平－芝 貴臣

○石崎一輝－関根洋佑

文 教 大 学９７14３ ： 33
長 野 大 学００００ ：０
○高田慶太、武藤光佑－高橋一真、倉持大輝

●高橋英起､関森博之 ､秋山優輝－寺沢 涼､秋山優輝

城 西 大 学０１１０１００：３
早 稲 田 大 学１００１００2x：４
●宮原 兼－飯田敏弘

豊田誉彦、○吉田尚央－大嶋 翼

立 教 大 学３１３００１１：９
福 島 大 学３０１２１１２： 10
高野竜一、佐々木涼輔、●中井玄太－後藤清紀､高野竜一

○高橋瞭太－小原広夢

国 士 舘 大 学 ：７
山梨学院大学 （棄権） ：０

慶應義塾大学１０１０００４：６
仙 台 大 学２０００１００：３
○石井陽一郎－中野颯大

●西 浩史、松田和成－土居史宙

東京国際大学 ：７
桜 美 林 大 学 （棄権） ：０

高崎経済大学５３１０２ ： 11
東京学芸大学１１０００ ：２
○赤坂拓郎－橋野一哉

●藤井 峻、福岡真司－池田岳史

学 習 院 大 学０００２２００：４
日本大学工学部０００００１０：１
○山下義朗、石井泰介－田沼俊哉

●藤井 峻、福岡真司－込山健太郎

▼男子２回戦

東 海 大 学００１０１０ ：２
日本体育大学４０１１１2x ：９
●佐藤拓矢、高橋宏允－御手洗昂季

○河野拓郎、児玉聡太－山内直人

東京理科大学11３０４ ： 18
盛 岡 大 学００００ ：０
○大江雄登、小山純平－関根洋佑、小松 誠

●高橋紳太郞、中川 卓－上野桐真

文 教 大 学３０２１０４０： 10
中 央 大 学００２１８０ｘ： 11
●高田慶太－野口達樹

○川村卓未、宮川晋之輔－井原奨之

早 稲 田 大 学６４００３ ：13
福 島 大 学００１００ ：１
○豊田誉彦、杖子量哉－大嶋 翼、山本修平、林 友暉

●北原優希、高橋瞭太－小原広夢

国 士 舘 大 学２４15０ ： 21
慶應義塾大学１０００ ：１
○高木 光、星野嵩幸－服部裕介

●石井陽一郎－中野颯大

関東学園大学２５０３ ： 10
東京国際大学００００ ：０
○井草裕太郎－松浦義明

●塚田英典－桑原拓也

信 州 大 学００００００ ：０
高崎経済大学００１０４2x ：７
●筆脇伸紘－大日向桂作

○多胡和輝－橋野一哉

学 習 院 大 学０００００００：０
国際武道大学００００１０ｘ：１
●山下義朗－田沼俊哉

○滝口悠真－大曽根教雄

▼男子３回戦

日本体育大学０２５２０ ：９
東京理科大学００１００ ：１
○山城人志、開 康司、杉山希高－山内直人

●石崎一輝－関根陽佑

中 央 大 学０００１１１００：３
早 稲 田 大 学０１０１１００1x：４
●川村卓未－井原奨之

松木俊皓、○吉田尚央－大嶋 翼

関東学園大学０１０１ ：２
国士舘大学 ４４１3x ： 12
●高橋尚貴、井草裕太郎－松浦義明

○池田空生－服部裕介

国際武道大学４００２０００：６
高崎経済大学００００３００：３
滝口悠真、○大池 渉－大曽根教雄

●赤坂拓郎－橋野一哉

▼男子準決勝戦

日本体育大学００１１０３２：７
早 稲 田 大 学００２０００１：３
○河野拓郎－山内直人

●松木俊皓、吉田尚央、豊田誉彦－大嶋 翼

国際武道大学００１０３０１：５
国 士 舘 大 学００４２１１ｘ：８
●滝口悠真、大池 渉－大曽根教雄

○高木 光、星野嵩幸－服部祐介

▼男子決勝戦

日本体育大学２０８００２ ： 12
国 士 舘 大 学００３０１０ ：４
○河野拓郎、山城人志－山内直人

●池田空生、星野嵩幸－服部祐介
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第30回東日本大学(女子)ソフトボール選手権大会

会期：平成27年８月７日(木)～10日(月)

会場：長野県伊那市／伊那市営球場 他

８日 ９日 10日

１．日 本 体 育 大 学 ４

２．順 天 堂 大 学 ２ ６
３

３．金 沢 学 院 大 学 12 日本体育大学
０

４．日 本 女 子 体 育 大 学 ２
12

５．東 海 大 学 ４ ２

６．東 京 学 芸 大 学 ３ 山梨学院
０

７．国 士 舘 大 学 ６
０

８．城 西 国 際 大 学 ８ 優
勝

９．富 士 林 大 学 ８ １
３ 東

10．学 習 院 大 学 ０ 13 京
富

11．山 梨 学 院 大 学 ６ 士
大

12．関 東 学 園 大 学 ２ 学（

13．早 稲 田 大 学 11 ２ 初
７

）

14．淑 徳 大 学 ２ 早稲田大学
１

15．桜 美 林 大 学 ０
２

16．松 本 大 学 10 １

17．城 西 大 学 ３
４

18．中 央 大 学 １

19．東 京 国 際 大 学 ２ １
11

20．東 京 女 子 体 育 大 学 １
２

21．東 北 福 祉 大 学 ８
１

22．清 和 大 学 １ ２

23．東 京 富 士 大 学 ９
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▼１回戦

金沢学院大学０８０４ ： 12
順 天 堂 大 学 ０００２ ：２
徳原 萌､○大和未沙 ､高岡理沙 ､羽生千明－上之浦成美

●大倉紗良、郡司優花－岩松遙希、樋口栞

日本女子体育大学００００１０１：２
東 海 大 学１０１０２０ｘ：４
●真鍋 梓、鈴木美帆－佐々木竜子

○菊地原悠－露木智加

学 習 院 大 学０００００ ：０
富 士 大 学２３３０ｘ ：８
●藤代祐美香、飯島莉那－石井愉美子

○鈴木成実、矢内亜衣－鈴木佑美、千葉 薫

早 稲 田 大 学００３２０６ ：11
淑 徳 大 学０２００００ ：２
○泉 花穂、常盤紫文－大内佳那、加藤千陽

●安齊美琴、奥原美央－菊池優理愛

松 本 大 学４３０３ ： 10
桜 美 林 大 学００００ ：０
○山下ひかり、杉山恭香、眞島里佳－早川涼香

●渡邉あすか－杉山翔美

東京女子体育大学１０００００００：１
東京国際大学１００００００1x：２
●秋元菜穂－上島紗羽

○相良未来－大塚あすか

清 和 大 学００１００ ：１
東北福祉大学０２１５ｘ ：８
●古屋英恵－松本美紀

○伊藤綾香－佐々木菜緒

▼２回戦

金沢学院大学１００２０００：３
日本体育大学１０１０００2x：４
木梨鈴子、山中美輝、●大和未沙－上之浦成美

岡村奈々、○大村 茜－宇野有加里、吉松梨乃

東 海 大 学０００４０８ ： 12
東京学芸大学００３０００ ：３
高橋千夏、○菊地原悠－露木智加

●萩原紀恵、岩瀬仁美－田邊 栞

国 士 舘 大 学０００５０１０：６
城西国際大学３３００２０ｘ：８
小出帆南美､●菅野奈々 ､樋口幸希－櫛田佳澄､本田渚沙

○近部知奈美､熊谷朱音－粟生千裕

山梨学院大学００３０１０２：６
富 士 大 学３００００００：３
清水琴乃、○板垣明星－森田紀代美

下山千晶、●草苅里菜－鈴木佑美

早 稲 田 大 学０２０１０２２：７
関東学園大学００１１０００：２

○宮川眞子､常盤紫文－大内佳那

●猪井玲那、金子夏実、磯 知里－高田亜李紗

城 西 大 学１１０００１０：３
松 本 大 学０００１０１０：２
○並木あかね－綿貫奈緒

●杉山恭香、山下ひかり－早川涼香

中 央 大 学０００１ ：１
東京国際大学４５１1x ： 11
●杉田遙奈－伊藤真由

相良未来、○池信里奈－大塚あすか、佐藤梨菜

東北福祉大学１００００ ：１
東京富士大学４１０４ｘ ：９
●永谷真衣、工藤 遥、伊藤綾香－佐々木菜緒

江渡祐希、○千葉咲実－深沢未花

▼女子３回戦

日本体育大学２００００２２：６
東 海 大 学００００２００：２
岡村奈々､白井桃佳、西村安紀子､鈴木杏佳 ､○大村 茜－

吉松梨乃

菊地原悠、今村沙希、●高橋千夏、矢作実緒－露木智加

城西国際大学００００ ：０
山梨学院大学４６３ｘ ： 13
●近部知奈美、熊谷朱音－粟生千裕

○清水琴乃－森田紀代美

早 稲 田 大 学１００００００１：２
城 西 大 学１０００００００：１
○泉 花穂、常盤紫文－大内佳那

●並木あかね－綿貫奈緒

東京国際大学００１００００：１
東京富士大学００００１０1x：２
●相良未来－大塚あすか

○江渡祐希－深沢未花

▼女子準決勝戦

山梨学院大学０００００００１：１
日本体育大学００００００００：０
○清水琴乃－森田紀代美

●岡村奈々－吉松梨乃

早 稲 田 大 学０００１０００：１
東京富士大学００００００2x：２
●宮川眞子－大内佳那

千葉咲実、○江渡祐希－深沢未花

▼女子決勝戦

山梨学院大学０００００００：０
東京富士大学０００１３０ｘ：４
●清水琴乃、板垣明星－森田紀代美

○江渡裕希－深沢未花
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第47回西日本大学(男子)ソフトボール選手権大会

会期：平成27年８月７日(金)～10日(月)

会場：京都府京都部市／横大路運動公園 他

８月８日 ８月９日 ８月10日

１．環 太 平 洋 大 学 18
７

２．大 阪 経 済 大 学 ０
７

３．九 州 共 立 大 学 11
０

４．広 島 経 済 大 学 12
４

５．南 山 大 学 ４
６

６．神 戸 学 院 大 学 11
０

７．徳 島 大 学 ０
０

８．沖 縄 国 際 大 学 ７
３

９．京 都 大 学 12
０

10．長 崎 国 際 大 学 11
４

11．中 京 学 院 大 学 ３
７

12．四 天 王 寺 大 学 ２
１

13．大 阪 体 育 大 学 ７
５

14．熊 本 学 園 大 学 ９
９

15．広 島 工 業 大 学 ０
６ 優勝

16．中 京 大 学 11
関西大学

17．京 都 産 業 大 学 ４
７ (40年ぶり３回目)

18．高 知 工 科 大 学 ０
２

19．福 岡 大 学 ８
４

20．日 本 福 祉 大 学 １
０

21．常 葉 大 学 ４
３

22．名 桜 大 学 １
３

23．同 志 社 大 学 10
１

24．広 島 大 学 ３

25．大 阪 教 育 大 学 ３ ６
２

26．愛 知 大 学 ４
０

27．羽 州 産 業 大 学 10
４

28．高 知 大 学 １

29．関 西 大 学 ７ ５
14

30．岡 山 大 学 ０
７

31．琉 球 大 学 ０
２

32．立 命 館 大 学 18
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第47回西日本大学(女子)ソフトボール選手権大会

会期：平成27年８月７日(金)～10日(月)

会場：京都府京都市／伏見桃山城運動公園

８月８日 ８月９日 ８月10日

１．園 田 学 園 女 子 大 学 ８
９

２．至 学 館 大 学 27
０

３．四 国 大 学 ０
７

４．神 戸 親 和 女 子 大 学 ３
０

５．日 本 福 祉 大 学 １ ０

６．I P U ・ 環 太平洋大学 １
２

７．武 庫 川 女 子 大 学 ５

８．天 理 大 学 26 １
１

９．美 作 大 学 １
１

10．奈良学園大奈良文化女子短大 ３
５

11．鈴 鹿 大 学 ２ ４

12．福 岡 大 学 １ 優勝
東海学園大学

13．鳥 取 短 期 大 学 ０ (８年ぶり２回目)

14．東 海 学 園 大 学 ７ １
７

15．太 成 学 院 大 学 ０
２

16．立 命 館 大 学 ６
３

17．岐 阜 経 済 大 学 ０ ０

18．大 阪 大 谷 大 学 ２
５

19．九 州 共 立 大 学 １

20．大 阪 国 際 大 学 ３ ２
５

21．環太平洋大学短期大学部 ０
０

22．同 志 社 大 学 ５
１

23．中 国 学 園 大 学 １ ８

24．中 京 大 学 ４



第14回大学(女子)ソフトボール東海オープン大会結果

会期：平成27年３月17・18・20日

会場：愛知県安城市総合運動公園ソフトボール場

予選リーグ戦（第１・２日）

Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ 松 本 同志社 山学Ｂ 順位 Ｃｸﾞﾙｰﾌﾟ 福 岡 青 山 至学館 順位

● ○ ○ ○
松 本 ２位 福 岡 １位

２－７ ２－１ ５－１ ７－０

○ ○ ● ○
同 志 社 １位 大阪青山 ２位

７－２ ３－２ １－５ 10－２

● ● ● ●
山梨学院Ｂ ３位 至 学 館 ３位

１－２ ２－３ ０－７ ２－10

Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ 東 学 関 学 常 葉 順位 Ｄｸﾞﾙｰﾌﾟ 山学Ａ 日 福 中 院 順位

● ○ ○ ○
東海学園 ２位 山梨学院Ａ １位

２－４ ３－２ ５－１ 10－０

○ ○ ● ○
関東学園 １位 日本福祉 ２位

４－２ ８－４ １－５ ５－４

● ● ● ●
常 葉 ３位 中京学院 ３位

２－３ ４－８ ０－10 ４－５

順位決定戦（第２・３日）

１～４位決定戦 ５～８位決定戦 ９～12位決定戦

２ ０

５ ４ ２ ３ ６ ５ １ ３ ６ ２ ５ １

同

（

関 福

（

日

（

松

（

東 大

（

日 山

（

常 中

（

至

（

志優 東 岡３ 本２ 本 ５海 阪４ 本 梨 ８葉 京７ 学６

社勝 学 位 福位 位学 青位 福 学 位 学位 館位）

園

）

祉

） ）

園 山

）

祉 院

）

院

） ）

Ｂ

３ １

４ ６ ６ 10

※順位決定戦棄権チーム：山梨学院大学Ａ・Ｂ、松本大学、関東学園大学
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第14回大学(男子)ソフトボール東海オープン大会結果

会期：平成27年３月24・25日

会場：愛知県安城市総合運動公園ソフトボール場

予選リーグ戦（第１日）

Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ 中 院 関 学 常 葉 順位 Ｃｸﾞﾙｰﾌﾟ 中 央 同志社 中 京 順位

○ ○ △ ● ２位
中京学院 １位 中 央

11－１ ８－２ ６－６ １－２ 4.31

● ● △ ● ３位
関東学園 ３位 同 志 社

１－11 １－11 ６－６ １－４ 5.38

● ○ ○ ○
常 葉 ２位 中 京 １位

２－８ 11－１ ２－１ ４－１

※２～３位は失点率による。

Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ 関 西 広 島 愛 知 順位 Ｄｸﾞﾙｰﾌﾟ 日 体 京 都 聖 徳 順位

○ ● ２位 ○ ○
関 西 日本体育 １位

４－１ ２－３ 2.15 ３－０ ７－０

● ○ １位 ● ●
広 島 京 都 ３位

１－４ ７－０ 2.00 ０－３ ５－６

○ ● ３位 ● ○
愛 知 岐阜聖徳 ２位

３－２ ０－７ 5.94 ０－７ ６－５

順位は失点率による。

順位決定戦（第２日）

１～４位決定戦 ５～８位決定戦 ９～12位決定戦

11 １ 12 １ ２ ９

５ ０ 10 ７ ２ ０ ７ 11 ０ ７ 10 ３

中

（ （

広 中

（ （

日 常

（ （

関 中

（ （

岐 関

（ （

愛 同

（ （

京

京優 ４島 京２ ３本 葉５ ７西 央８ ６阜 東12 10知 志９ 11都

学勝 位大 大位 位体 大位 位大 大位 位聖 学位 位大 社位 位大

院

） ） ） ）

育

） ） ） ）

徳 園

） ）

大

） ）

大 大 大

５ ６ ２ １ 10 11



第16回 千葉オープン・チャレンジカップ・ソフトボールフェスティバル

会期：平成27年３月24日(火)・25日(水)

会場：千葉県野田市／東京理科大学ソフトボール場

【予選Ａブロック】 【決勝第Ⅰブロック】

東 北 大 学 ２ インドネシアＡ 12

10 ８

インドネシアＡ 21 東京理科大学 ４

インドネシアＡ インドネシアＡ

文 教 大 学 ５ 文 教 大 学 ３

１ １

国士舘大学 ３ 学習院大学 ４

３位決定戦 ３位決定戦

東 北 大 学 ０ 文 教 大 学 ３

国士舘大学 16 東京学芸大学 ６

【予選Ｂブロック】 【決勝第Ⅱブロック】

東京学芸大学 15 千 葉 大 学 10

４ ４

茨 城 大 学 ４ 東京理科大学 12

東京学芸大学 国士舘大学

東京理科大学 ３ インドネシアＢ ３

抽選 ３ ７

インドネシアＢ ３ 国士舘大学 ５

３位決定戦 ３位決定戦

インドネシアＢ 14 インドネシアＢ ６

茨 城 大 学 ７ 千 葉 大 学 ２

【予選Ｃブロック】 【決勝第Ⅲブロック】

千 葉 大 学 ８ 東 北 大 学 ２

２ ９

専 修 大 学 ７ 専 修 大 学 12

学習院大学 茨城大学

都留文科大学 ２ 都留文科大学 ３

７ 12

学習院大学 14 茨 城 大 学 17

３位決定戦 ３位決定戦

専 修 大 学 11 都留文科大学 10

都留文科大学 １ 東 北 大 学 ８
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第16回 「峠のまち」Matsuida Cup 男・女大学ソフトボール強化大会

会期：平成27年４月18日(土)～19日(日)

会場：群馬県安中市／五料運動場・坂本スポーツ広場・久芳スポーツ広場

横川LEAG 都留文 山 梨 千 葉 東海 順 碓氷LEAG 関 学 千 葉 東 海 信 州 順

● ● ○ ● ● ●
都留文科 ４ 信 州 ４

２－10 ２－12 ９－１ ４－13 ３－10 ８－14

○ ● ● ○ ● ●
山梨学院 ３ 高崎経済 ３

10－２ ２－10 ６－12 13－４ ２－５ ４－15

○ ○ ● ○ ○ ○
千 葉 ２ 関東学園 １

12－２ 10－６ ０－８ 10－３ ５－２ ６－０

● ○ ○ ○ ○ ●
東 海 １ 城 西 ２

１－９ 12－６ ８－０ 14－８ 15－４ ０－６

※１～２位、３～４位は大会規定による。
順位決定戦

◇１～２位：東 海 大 学３－０関東学園大学 ◇３～４位：千 葉 大 学８－11城西大学

◆５～６位：山梨学院大学13－７高崎経済大学 ◆７～８位：都留文科大学１－３信州大学

【女子】

ＢLEAG 新島Ａ 松 本 東 福 関 東 順 ＤLEAG 新島Ｂ 城 西 富 士 東 海 順

新島学園 ● ● ● 新島学園 ● ● ●
４ ４

短期大Ａ ５－12 ０－10 １－12 短期大Ｂ ０－10 １－９ ４－９

○ １ △ ○ ● ●
松 本 ３ 城 西 ３

12－５ ３－４ ６－６ 10－０ １－８ ４－５

○ ○ △ ○ ○ ○
東北福祉 １ 富 士 １

10－０ ４－３ ６－６ ９－１ ８－１ ２－１

○ △ △ ○ ○ ●
関東学園 ２ 東 海 ２

12－１ ６－６ ６－６ ９－４ ５－４ １－２

順位決定戦

◇１～２位：東北福祉大学２－６富 士 大 学 ◇３～４位：関東学園大学８－１東 海 大 学

◆５～６位：松 本 大 学11－３城 西 大 学 ◆７～８位：新島短期大Ａ３－１新島短期大Ｂ

【最終結果】（男子／女子）

優 勝：東 海 大 学／富 士 大 学 第５位：山梨学院大学／松 本 大 学

準優勝：関東学園大学／東北福祉大学 第６位：高崎経済大学／城 西 大 学

第３位：城 西 大 学／関東学園大学 第７位：信 州 大 学／新島短期大Ａ

第４位：千 葉 大 学／東 海 大 学 第８位：都留文科大学／新島短期大Ｂ
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第12回 北信越大学オープンソフトボール大会

会期：平成27年７月11日(土)・12日(日)

会場：富山県富山市／岩瀬スポーツ公園ソフトボール広場

【男子】

１．兵 庫 教 育 大 学 ２

２．長 野 大 学 ２ ６

７

３．富 山 大 学 Ａ 12 14

４．金 沢 大 学 １ 15

５．日 本 福 祉 大 学 12

優勝 日本福祉大学

６．高 崎 経 済 大 学 10

８

７．富 山 大 学 Ｂ １

２

８．愛 知 学 院 大 学 13

５

９．福 井 県 立 大 学 １ ６

10．信 州 大 学 ４

敗者戦：福井県立大学18－２長野大学、金沢大学13－３富山大学Ｂ、兵庫教育大学11－４信州大学

【女子】

１．東 海 学 園 大 学 ４

２．盛岡大学・岩手大学 １ ４

０

３．金 沢 学 院 大 学 12 ３

４．東 海 大 学 １

０

５．関 西 大 学 ０

優勝 松本大学

６．松 本 大 学 ５

７

７．兵 庫 教 育 大 学 ２

５

８．日 本 福 祉 大 学 ３

０

９．富山大学・信州大学 ３ １

10．東 海 大 学 ７

敗者戦：日本福祉大学８－０盛岡大学・岩手大学、関西大学12－０兵庫教育大学、

金沢学院大学16－０富山大学・信州大学
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第７回 HAKUBA CUP 大学女子ソフトボール大会

会期：平成27年８月18日(火)～20日(木)

会場：長野県白馬村／村営北部グラウンド他

●第１日（１次予選トーナメント） ●第２日（２次予選トーナメント）

【白馬】 【岩岳】

東京国際大学 ７ 金沢学院大学 ９
２ １

４ 関 西 大 学 ２ ０ 至 学 館 大 学 １
金沢学院 金沢学院

金沢学院大学 10 ７ 大阪青山大学 ０
５ ０

０ 国際武道大学 １ 奈良文化短大 ５

【杓子】 【八方】

東京富士大学 ２ 東京富士大学 14
２ ７

２ 清 和 大 学 ０ ６ 国際武道大学 １
東京富士 東京富士

３ 岐阜経済大学 ０ 東 海 大 学 ２
０ 抽選 １

奈良文化短大 ５ ０ 日本福祉大学 ２

【鑓】 【五竜】

２ 大阪青山大学 ２ 山梨学院大学 ３
３ ３

山梨学院大学 ３ １ 清 和 大 学 １
山梨学院 山梨学院

１ 新島学園短大 ３ ５ 関 西 大 学 ３
２ １

日本福祉大学 ７ 大阪国際大学 10

【乗鞍】 【栂池】

大阪国際大学 ４ 松 本 大 学 ７
２ １

０ 至 学 館 大 学 １ ３ 新島学園短大 ０
松本 東京国際

８ 東 海 大 学 ４ ７ 岐阜経済大学 ０
９ ２

松 本 大 学 ５ 東京国際大学 ５

●第３日（決勝トーナメント）

１～４位決定戦 ５～８位決定戦 ９～12位決定戦 13～16位決定戦

８ １ １ ６ ８ ２ ８ １

２ ７ ４ ３ ４ １ ７ ２ ４ ２ ３ ２ ９ １ １ ４

金 東 山 東 東 大 松 奈 関 岐 大 国 日 新 至 清

沢 京 梨 京 海 阪 本 良 西 阜 阪 際 本 島 学 和

学 富 学 国 大 国 大 文 大 経 青 武 福 学 館 大

院 士 院 際 学 際 学 化 学 済 山 道 祉 園 大 学

大 大 大 大 大 短 大 大 大 大 短 学

学 学 学 学 学 大 学 学 学 学 大

５ ３ ３ ２ 15 ２ １ ２

●大会結果 優勝：東京富士大学、２位：山梨学院大学、３位：金沢学院大学、４位：東京国際大学

●最優秀選手賞：黒澤 花菜（東京富士大学）
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第14回大学女子学生ソフトボール大会in八幡浜

会期：平成27年８月22日(土)・23日(日)

会場：愛媛県八幡浜市／王子の森公園グラウンド

■予選リーグ戦

予選Ａ 親 和 龍 谷 美 作 青 山 順 予選Ｂ 環 短 園 田 美 作 順

○ ○ 環太平洋 ● ●
神戸親和 ＊ １ ３

３－２ ６－０ 大学短大 ０－７ １－２

● ● ○ ○
龍 谷 ＊ ４ 園田学園 １

２－３ ３－６ ７－０ ７－２

○ ● ○ ●
美 作 ＊ ２ 日本文理 ２

６－３ ０－４ ２－１ ２－７

● ○
大阪青山 ＊ ３

０－６ ４－０ ※２～３位は得失点差による。

予選Ｃ 大 体 環 太 同志社 順 予選Ｄ 淑 徳 国 際 共 立 順

● ● ○ ●
大阪体育 ３ 淑 徳 ２

０－３ ０－10 ４－１ ２－10

○ ○ ● ●
環太平洋 １ 大阪国際 ３

３－０ ４－０ １－４ ０－２

○ ● ○ ○
同 志 社 ２ 九州共立 １

10－０ ０－４ 10－２ ２－０

■決勝トーナメント

１．神戸親和女子大学 ８
３

２．淑 徳 大 学 ３
０

３．園田学園女子大学 ９
７

４．同 志 社 大 学 ２
優勝 IPU環太平洋大学

５．環 太 平 洋 大 学 ７
11 （６年ぶり2回目）

６．日 本 文 理 大 学 ０
２

７．九 州 共 立 大 学 ２
０

８．美 作 大 学 １

■エキストラマッチ

１．大 阪 青 山 大 学 10

２．環太平洋大学短大 ４ ５
３

３．大 阪 国 際 大 学 ３ 大阪青山大学

４．大 阪 体 育 大 学 １
１

５．龍 谷 大 学 ８

65

ウインドミル№19



第46回 関東大学男女ソフトボール選手権大会

会期：平成27年11月14日(土)～16日(月)

会場：茨城県石岡市／総合運動公園 他

【女子】

１ 東 京 富 士 大 学 15

２ 学 習 院 大 学 10 ２
０

３ 順 天 堂 大 学 ６
３

４ 淑 徳 大 学 ９
２

５ 東 海 大 学 ５
０

６ 城 西 国 際 大 学 18
４

７ 慶 應 義 塾 大 学 ３ ３

８ 日本女子体育大学 ２

９ 国 士 舘 大 学 ３ ９
９

10 山 梨 学 院 大 学 ５
０

11 関 東 学 園 大 学 15
８

12 埼 玉 大 学 ０ ２

13 筑 波 大 学 ０ 優勝：東京富士大学
（３年連続３回目）

14 東 京 学 芸 大 学 ０

15 早 稲 田 大 学 ７ １
３

16 千 葉 大 学 ０
２

17 茨 城 大 学 ０
11

18 東 京 国 際 大 学 14 ２

19 明 治 大 学 ０
０

20 桜 美 林 大 学 ０

21 東京女子体育大学 14 ９
15

22 国 際 武 道 大 学 ０
１

23 清 和 大 学 ４
６

24 城 西 大 学 ５ １

24 日 本 体 育 大 学 ５
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【男子】

１ 日 本 体 育 大 学 14

２ 桜 美 林 大 学 ０ ５

２

３ 筑 波 大 学 10

２

４ 慶 應 義 塾 大 学 10

１

５ 埼 玉 大 学 11

０

６ 国 際 武 道 大 学 ７

５

７ 関 東 学 園 大 学 11 ０

８ 中 央 大 学 ６

９ 専 修 大 学 12 １

０

10 都 留 文 科 大 学 ７

６

11 東 海 大 学 11

０

12 学 習 院 大 学 ３ ６

13 早 稲 田 大 学 ９

優勝：国士舘大学

14 東 京 学 芸 大 学 11 （２年ぶり12回目）

15 東 京 大 学 10 １

８

16 千 葉 大 学 12

２

17 東 京 国 際 大 学 ２

６

18 国 士 舘 大 学 ９

11

19 東 京 理 科 大 学 10

０

20 高 崎 経 済 大 学 ２

３

21 文 教 大 学 ９

７

22 立 教 大 学 ０

０

23 日 本 大 学 ９

８

24 茨 城 大 学 ２

１

25 日大生物資源科学部 22

１

26 山 梨 学 院 大 学 23 ２

27 城 西 大 学 10
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藤原初男杯第７回全国大学・実業団対抗ソフトボール選抜大会

会期：平成27年11月21日(土)・22日(日)

会場：愛知県豊田市／豊田市運動公園ソフトボール場・多目的広場

Ａグループ トヨタ 東 富 大 谷 中 京 理 化 城 西 園 田 東 学 勝 分 敗 順

○ ○ ○ ○ 優
ト ヨ タ ４ ０ ０

１－０ ４－０ ９－１ ３－０ 勝

● ● ○ ○
東京富士 ２ ０ ２ -

０－１ ３－４ ７－３ ２－０

● ● ○ ●
大阪大谷 １ ０ ３ -

０－４ ２－３ ３－２ ０－３

○ ○ △ ●
中 京 ２ １ １ -

４－３ ３－２ ３－３ ２－12

● ● ● ●
東海理化 ０ ０ ４ -

３－７ ２－３ ０－３ ０－８

● △ ○ ●
城 西 １ １ ２ -

１－９ ３－３ ３－０ ０－６

● ○ ○ △
園 田 ２ １ １ -

０－３ 12－２ ８－０ ０－０

● ○ ○ △
東海学園 ２ １ １ -

０－２ ３－０ ６－０ ０－０

Ｂグループ 織 機 東 福 ＩＰＵ 日 福 DENSO 富 士 国 際 岐 経 勝 分 敗 順

○ ○ ○ ○ ２
豊田織機 ４ ０ ０

10－４ ３－０ ４－０ ９－０ 位

● ○ ● ○
東北福祉 ２ ０ ２ -

４－10 ４－０ ３－４ ７－１

● ○ ○ ○
環太平洋 ３ ０ １ -

０－３ ４－０ ７－６ ３－２

● ● ○ ●
日本福祉 １ ０ ３ -

０－４ ０－４ ４－０ ０－４

○ ● ○ ○
デンソー ３ ０ １ -

４－３ ６－７ ７－０ ４－０

○ ● ● ○
富 士 ２ ０ ２ -

４－０ ０－４ ０－７ ７－６

● ○ ● △
大阪国際 １ １ ２ -

０－９ ４－０ ０－４ ４－４

● ● ● △
岐阜経済 ０ １ ３ -

１－７ ２－３ ６－７ ４－４

優勝：トヨタ自動車（４勝０敗失点率0.25） 準優勝：豊田自動織機（４勝０敗失点率1.00）
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第61回全日本総合男子選手権大会

会期：平成27年９月26日(土)～28日(月)

会場：鹿児島県県南九州市／知覧平和公園 他

１．Ｎ ｅ ｏ 長 崎 (長 崎） ５
６

２．Ｓｌａｐ-ｕｐ ＦＵＫＵＩ (福 井) １
３

３．ジ ェ イ テ ク ト (徳 島） ０
５

４．未 来 都 Ｈ Ｃ (大 阪） ７
１

５．丸山物産ソフトボールクラブ (鹿児島） 11
１

６．豊 浦 Ｚ (山 口） ７
５

７．高 崎 市 役 所 (群 馬） ８
８

８．豊 田 自 動 織 機 (愛 知） ２
６

９．愛 媛 ウ エ ス ト (愛 媛） １
１

10 日 新 製 鋼 (広 島） ５
６

11．有 家 ク ラ ブ (長 崎） ５
３

12．岐 阜 エ コ デ ン Ｓ Ｃ (岐 阜） 10
０

（

13．大 阪 桃 次 郎 (大 阪） ７
９ ７

14．みやぎソフトボールクラブ (宮 城） １
５ 高 年

15．ウ エ ダ バ ッ フ ァ ロ ー (広 島） ４
７ 崎 ぶ

16．ホンダエンジニアリング (栃 木） ７
市 り

17．平 林 金 属 男 子 Ｓ Ｂ Ｃ (岡 山） 10
４ 役 ２

18．浜 松 市 役 所 (静 岡） ２
８ 所 回

19．水 流 ク ラ ブ (長 崎) ９
１ 目

20．国 際 武 道 大 学 (千 葉） ３
２

）

21．デ ン ソ ー (愛 知） ２
３

22．金沢教員ソフトボールクラブ (石 川） ４
１

23．Ｓ ・ Ｔ オ ー ル 大 分 (大 分） ６
１

24．大 阪 グ ロ ー バ ル (大 阪) ７
４

25．旭 化 成 (宮 崎) ８
３

26．取 手 イ ン デ ィ ア ン ズ (茨 城） ４
１

27．京 都 ク ラ ブ (京 都） ６
２

28．環 太 平 洋 大 学 (岡 山） ７
３

29．福吉工業ソフトボールクラブ (鹿児島） ８
１

30．川 岡 体 協 (香 川） ３
０

31．岩手ソフトボールクラブ (岩 手） １
９

32．ト ヨ タ 自 動 車 ㈱ (愛知） ７
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第67回全日本総合女子選手権大会

会期：平成27年９月19日(土)～21日(月)

会場：岩手県花巻市／石鳥谷ふれあい運動公園 他

１．ト ヨ タ 自 動 車 (愛 知） 15
６

２．Ｍ Ｓ Ｈ 医 療 専 門 学 校 (広 島) ０
４

３．東 海 学 園 大 学 (愛 知） ０
３

４．東 京 富 士 大 学 (東 京） ６
０

５．ビックカメラ女子ソフト高崎 (群 馬） ６
７

６．日 本 精 工 (滋 賀） ０
３

７．ＮＥＣプラットフォームズ (静 岡） １
１

８．大和電気工業株式会社 (長 野） ６
７

９．盛 岡 大 学 (岩 手) ０
０

10 福 岡 大 学 (福 岡） 14
５

11．豊 田 自 動 織 機 (愛 知） ４
６

12．山 梨 学 院 大 学 (山 梨） ０
５

（

13．ペ ヤ ン グ Ｃ (群 馬） ２
０ 15

14．Ｙ Ｋ Ｋ (富 山） ３ 豊
３ 年

15．Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ (栃 木） ７ 田
６ ぶ

16．富 士 大 学 (岩 手） ０ 自
り

17．太 陽 誘 電 (群 馬） 10 動
２ ４

18．ド リ ー ム ☆ ワ ー ル ド (静 岡） ０ 織
２ 回

19．シ オ ノ ギ 製 薬 (兵 庫) ２ 機
０ 目

20．花 王 コ ス メ 小 田 原 (神奈川） ０
１

）

21．伊 予 銀 行 (愛 媛） １
２

22．武 庫 川 女 子 大 学 (兵 庫） ０
３

23．日 立 (神奈川） ３
４

24．環太平洋大学短期大学部 (愛媛) ０
０

25．デ ン ソ ー (愛 知) ７
７

26．東 北 福 祉 大 学 (宮 城） ０
１

27．戸 田 中 央 総 合 病 院 (埼 玉） ３
０

28．ＩＰＵ・環太平洋大学 (岡 山） ４
７

29．関 東 学 園 大 学 (群 馬） ０
２

30．大垣ミナモソフトボールクラブ (岐 阜） ８
０

31．日 本 文 理 大 学 (大 分） ０
10

32．ＳＧホールディンググループ (京 都 ７



【北海道東北地区】

平成27年度北海道・東北地区大学ソフトボール春季大会（男子）

会期：平成27年４月25日(土)・26日(日)、５月５日(土)・６日(日)

会場：宮城県柴田町／阿武隈川運動場、岩手県花巻市／石鳥谷ふれあい運動公園

チーム 北海道 弘 前 盛 岡 東 北 宮 教 仙 台 福 島 日大工 勝 分 負 順

○ ○ ● ●
北 海 道 ＊ ＊ ＊ ２ ０ ２ ８

13－４ 13－０ ５－６ ２－10

● ● ● ● ● ●
弘 前 ＊ ０ ０ ６ ７

７－19 ６－15 ４－15 ０－９ ７－８ ６－15

● ○ ○ ● △ ○
盛 岡 ＊ １ １ ５ ４

４－13 19－７ ８－３ ２－６ 13－13 17－５

● ○ ● ○ ○ ○
東 北 ＊ ４ ０ ２ ３

０－13 15－６ ３－８ 13－12 ６－４ 15－６

○ ○ ● ● ○ ○
宮城教育 ＊ ４ ０ ２ ２

６－５ 15－４ 12－13 ３－14 12－６ 12－10

○ ○ ○ ○ ○ ○
仙 台 ＊ ６ ０ ０ １

10－２ ９－０ ６－２ 14－３ ８－５ 10－１

△ ● ● ● ● ○
福 島 ＊ １ １ ４ ５

13－13 ４－６ ４－６ ６－12 ５－８ 18－１

○ ● ● ● ● ●
日大工学 ＊ １ ０ ５ ６

15－６ ５－７ ６－15 10－12 １－10 １－18

※シードの関係で６試合以上を対象に順位付けする。

※勝率が同じ場合は、総得点の多い順、総失点の少ない順で順位をつける。

平成27年度北海道・東北地区大学ソフトボール春季大会（女子）

会期：平成27年５月３日(日)・４日(月)

会場：岩手県八幡平市／松尾総合運動公園多目的運動広場

予選リーグ戦

予選Ａ 東北福祉 宮城教育 弘 前 順位 予選Ｂ 富 士 盛岡岩手 仙 台 順位

東北福祉 ○９－０ ○22－３ １ 富 士 ○20－０ ○８－０ １

宮城教育 ○13－１ ○９－８ ２ 盛岡岩手 ○13－１ ●２－９ ３

弘 前 ●３－22 ●８－９ ３ 仙 台 ●０－８ ○９－２ ２
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決勝トーナメント

東北福祉大学 ９

仙 台 大 学 ７ ２
０

５ 弘 前 大 学 ０
優勝 東北福祉大学

宮城教育大学 13
１ ２位：富士大学

９ 盛岡岩手大学 ８ １ ３位：仙台大学・宮城教育大学
５位：盛岡岩手大学

富 士 大 学 24 ６位：弘前大学
※盛岡岩手大学は盛岡大学と岩手大学の合同チーム

第36回北海道・東北地区大学ソフトボール選手権大会

兼、第50回全日本大学ソフトボール選手権大会北海道・東北地区予選会

会期：平成27年５月16日(土)・17日(日)

会場：山形県鶴岡市／櫛引総合運動公園(男子)、庄内町／八幡スポーツ公園ソフトボール場(女子)

【男子】 【女子】 富

１．仙 台 大 学 ８ １．東北福祉大学 ９ 士

大

２．東 北 大 学 ４ １ ２．仙 台 大 学 ８ １学

１ ２

（

３．福 島 大 学 11 ３．北 翔 大 学 ０ ４

年

４．弘 前 大 学 ０ ４．富 士 大 学 22 ぶ

11 17 り

５．北 海 道 大 学 ５ ５．宮城教育大学 ０ ３５

回

６．盛 岡 大 学 ９ ６．弘 前 大 学 ０ 目

０

）

７．宮 城 教 育 大 学 13 ※女子インカレ出場は、富士大学(６年連続11回目)、

東北福祉大学(13年連続13回目)、

８．日本大学工学部 18

15

９．北 翔 大 学 ３

※雨天の影響により決勝戦を実施せず。

※男子インカレ出場は、北海道大学(２年連続３回目)と日本大学工学部(12年ぶり19回目）
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平成27年度北海道・東北地区大学ソフトボール秋季大会（男子）

会期：平成27年10月17日(土)・18日(日)

会場：岩手県八幡平市／八幡平市松尾総合運動公園 多目的広場

予選リーグ戦

Ａブロック 日大工学 弘 前 宮城教育 順位 Ｂフロック 北 海 道 盛 岡 東 北 順位

日大工学 ○19－９ ●３－16 ２ 北 海 道 ○16－４ ○17－４ １

弘 前 ●９－19 ●６－16 ３ 盛 岡 ●４－16 ●４－11 ３

宮城教育 ○16－３ ○16－６ １ 東 北 ●４－17 ○11－４ ２

Ｃブロック 順位決定戦

Ｃブロック 仙 台 福 島 北 翔 順位 仙 台 ２ 北 翔 ５
７ 16

仙 台 ○９－８ ○16－３ １ 北 海 道 20 盛 岡 ８

福 島 ●８－９ ○21－１ ２ 宮城教育 ９ 弘 前 ３

北 翔 ●３－16 ●１－21 ３ 福 島 ７
10

東 北 ８

日大工学 ９
最終成績

１位：宮城教育大学 ２位：北海道大学 ３位：仙台大学 ４位：東北大学 ５位：日本大学工学部

６位：福島大学 ７位：盛岡大学 ８位弘前大学 ９位：北翔大学

平成27年度北海道・東北地区大学ソフトボール秋季大会（女子）

会期：平成27年10月24日(土)・25日(日)

会場：八幡平市松尾総合運動公園 多目的運動広場

予選リーグ戦

予選Ａ 弘 前 岩手盛岡 東北福祉 順位 予選Ｂ 富 士 宮城教育 仙 台 順位

弘 前 ○９－５ ●18－４ ２ 富 士 ○13－０ ○14－０ １

岩手盛岡 ●５－９ ●０－９ ３ 宮城教育 ●０－13 ○４－１ ２

東北福祉 ○18－４ ○９－０ １ 仙 台 ●０－14 ●１－４ ３

順位決定戦 東北福祉大学 ５－０ 富士大学、 弘前大学 ３－15 宮城教育大学、

岩手盛岡大学 １－15 仙台大学

最終成績 １位：東北福祉大学 ２位：富士大学２位 ３位：宮城教育大学 ４位：弘前大学

５位：仙台大学 ６位：岩手盛岡大学 ※岩手盛岡は盛岡大学と岩手大学の合同チーム
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【関東地区】 第10回関東学生男子ソフトボール春季リーグ戦

会期：平成27年５月２日(土)・３日(日)・４日(月)

会場：埼玉県坂戸市／坂戸市民総合運動公園野球場、毛呂山町／西戸グラウンド

Ⅰ部リーグ

チーム 城 西 国際武道 東 海 東京理科 千 葉 高崎経済 勝 分 敗 順 位

城 西 ○３－０ ○２－１ ○３－２ ○10－３ ○22－１ ５ ０ ０ 優勝

国際武道 ●０－３ ○２－０ ○11－１ ●６－10 ○16－６ ３ ０ ２ ２位

東 海 ●１－２ ●０－２ ○９－５ ○６－４ ○８－４ ３ ０ ２ ３位

東京理科 ●２－３ ●１－11 ●５－９ △４－４ ○12－11 １ １ ３ ５位

千 葉 ●３－10 ○10－６ ●４－６ △４－４ ●２－４ １ １ ３ ４位

高崎経済 ●１－22 ●６－16 ●４－８ ●11－12 ○４－２ １ ０ ４ ６位

※勝ち点同数の順位はリーグ戦規定に基づき決定。

Ⅱ部リーグ

チーム 関東学園 山梨学院 渡橋国際 埼 玉 都留文科 文 教 勝 分 敗 順 位

関東学園 ○４－１ ○11－１ ○15－１ ○11－１ ○13－８ ５ ０ ０ １位

山梨学院 ●１－４ ○12－７ ○16－６ ○９－２ ●３－11 ３ ０ ２ ３位

東京国際 ●１－11 ●７－12 ●８－９ ○７－４ ●２－19 １ ０ ４ ５位

埼 玉 ●１－15 ●６－16 ○９－８ △５－５ ●４－23 １ １ ３ ４位

都留文科 ●１－11 ●２－９ ●４－７ △５－５ ●９－11 ０ １ ４ ６位

文 教 ●８－13 ○11－３ ○19－２ ○23－４ ○11－９ ４ ０ １ ２位

Ⅲ部リーグ

チーム 茨 城 日大生資 日大生産 筑 波 中央学院 勝 分 敗 順 位

茨 城 ○11－３ ○25－２ ●５－15 ○19－５ ３ ０ １ ２位

日大生資 ●３－11 ○16－５ △10－10 ○17－８ ２ １ １ ３位

日大生産 ●２－25 ●５－16 ●14－16 ●８－13 ０ ０ ４ ５位

筑 波 ○15－５ △10－10 ○16－14 ○34－３ ３ １ ０ １位

中央学院 ●５－19 ●８－17 ○13－８ ●３－34 １ ０ ３ ４位

Ⅰ部Ⅱ部入替戦 高崎経済大学(Ⅰ部６位) ６－５ 関東学園大学(Ⅱ部１位) ※高崎経済大学はⅠ部残留

Ⅱ部Ⅲ部入替戦 都留文科大学(Ⅱ部６位) ５－22 筑波大学(Ⅲ部１位) ※筑波大学はⅡ部昇格
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第10回 関東学生女子ソフトボール春季リーグ戦

会期：平成27年５月２日(土)・３日(日)・４日(月)

会場：埼玉県毛呂山町／大類ソフトボールパーク、鶴ヶ島市／運動公園

Ⅰ部リーグ

チーム 山梨学院 城 西 城 西 関東学園 淑 徳 東 海 勝 分 敗 順 位

山梨学院 ○４－１ ●５－６ ○２－０ ○11－０ ○７－０ ４ ０ １ 優勝

東京国際 ●１－４ ○６－２ ●４－６ ○６－０ ○９－２ ３ ０ ２ ２位

城 西 ○６－５ ●２－６ ○４－０ ○15－６ ●４－９ ３ ０ ２ ３位

関東学園 ●０－２ ○６－４ ●０－４ ○７－０ ○７－０ ３ ０ ２ ４位

淑 徳 ●０－11 ●０－６ ●６－15 ●０－７ ●１－３ ０ ０ ５ ６位

東 海 ●０－７ ●２－９ ○９－４ ●０－７ ○３－１ ２ ０ ３ ５位

※勝ち点同数の順位はリーグ戦規定に基づき決定。
Ⅱ部リーグ

チーム 新島学園 清 和 国際武道 城西国際 文 教 順 天 堂 勝 分 敗 順 位

新島学園 ●３－４ ○11－３ ○19－７ ●０－１ ●０－１ ２ ０ ３ ５位

清 和 ○４－３ ●７－10 ●２－３ ○13－５ ○４－２ ３ ０ ２ ３位

国際武道 ●３－11 ○10－７ ○７－６ ○８－１ △４－４ ３ １ １ １位

城西国際 ●７－19 ○３－２ ●６－７ ○７－２ ○７－３ ３ ０ ２ ２位

文 教 ○１－０ ●５－13 ●１－８ ●２－７ ○11－０ ２ ０ ３ ４位

順 天 堂 ○１－０ ●２－４ △４－４ ●３－７ ●０－11 １ １ ３ ６位

※勝ち点同数の順位はリーグ戦規定に基づき決定。

Ⅲ部リーグ

チーム 千 葉 筑 波 茨 城 埼 玉 白 鷗 勝 分 敗 順 位

千 葉 ○11－９ ○10－９ ○８－７ ●０－４ ３ ０ １ ３位

筑 波 ●９－11 ○10－３ ○10－０ ○４－３ ３ ０ １ ２位

茨 城 ●９－10 ●３－10 ●５－９ ●４－15 ０ ０ ４ ５位

埼 玉 ●７－８ ●０－10 ○９－５ ●５－13 １ ０ ３ ４位

白 鷗 ○４－０ ●３－４ ○15－４ ○13－５ ３ ０ １ １位

※勝ち点同数の順位はリーグ戦規定に基づき決定。

Ⅰ部Ⅱ部入替戦 淑 徳 大 学(Ⅰ部６位) ７－０ 国際武道大学(Ⅱ部１位) ※淑 徳 大 学はⅠ部残留

Ⅱ部Ⅲ部入替戦 順天堂大学(Ⅱ部６位) 10－１ 白 鷗 大 学(Ⅲ部１位) ※順天堂大学はⅡ部残留
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第23回関東学生ソフトボール選手権大会

兼 第50回全日本大学ソフトボール選手権大会関東地区予選会

会期：平成27年５月23日(土)・24日(日)

会場：千葉県千葉市／稲毛海浜公園球技場、他

●男子の部
９ ８ 東 海 大 学

１ 城 西 大 学 ９ 16
城 １ ９ 埼 玉 大 学

２ 東京国際大学 ２ ５ 西 １
０ 大 13 10 茨 城 大 学

３ 筑 波 大 学 10 学 ４
７ ４ 11 11 都留文科大学

４ 高崎経済大学 15
６ １ 12 東京理科大学

５ 中央学院大学 ０ ０
４ ２ ４ 13 関東学園大学

６ 文 教 大 学 ５
４ 14 国際武道大学

７ 千 葉 大 学 ３ ５
インカレ出場権獲得校

城西大学（４年ぶり４回目の優勝、３年連続21回目）、国際武道大学（16年連続22回目）

高崎経済大学（２年連続29目）、東海大学（４年連続41回目）、

●女子の部

１ 山 梨 学 院 大 学 ８

２ 筑 波 大 学 ０ 13
０

３ 新島学園短期大学 ８

４ 東 海 大 学 ６ ５

５ 白 鷗 大 学 ２ ２
５ ６

６ 清 和 大 学 ９

７ 関 東 学 園 大 学 １
優勝 山梨学院

８ 城 西 大 学 ９
(２年ぶり４回目)

９ 国 際 武 道 大 学 16
２ ３

10 千 葉 大 学 ０
０

11 淑 徳 大 学 10
１ ２

12 順 天 堂 大 学 ２

13 城 西 国 際 大 学 ４
０

14 文 教 大 学 10 ６

15 東 京 国 際 大 学 11
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○敗者復活第５代表決定戦

新島学園短期大学 ０
関東学園大学

関 東 学 園 大 学 ２

○敗者復活第６代表決定戦

国 際 武 道 大 学 １

清 和 大 学 ０ ２
４

淑 徳 大 学 １ 文教大学

文 教 大 学 ３

インカレ出場権獲得校

山梨学院大学（７年連続７回目）、東京国際大学（５年連続５回目）、城 西 大 学（13年連続13回目）、

東 海 大 学（３年連続28回目）、関東学園大学（４年連続５回目）、文 教 大 学（21年ぶり10回目）

第15回 関東学生男子ソフトボール秋季リーグ戦

会期：27年10月10日(土)・11日(日)・12日(月)

会場：群馬県藤岡市／烏川緑地グラウンド

Ⅰ部リーグ

チーム 城 西 国際武道 東 海 千 葉 東京理科 高崎経済 勝 分 敗 順 位

城 西 △０－０ ○６－１ ○９－２ ○６－３ △２－２ ３ ０ ２ ２位

国際武道 △０－０ ○７－６ ○６－４ ○９－２ ○４－３ ４ １ ０ 優勝

東 海 ●１－６ ●６－７ ●０－９ ○10－０ ○６－５ ２ ０ ３ ３位

千 葉 ●２－９ ●４－６ ○９－０ ●１－６ ●４－11 １ ０ ４ ６位

東京理科 ●３－６ ●２－９ ●０－10 ○６－１ ○９－５ ２ ０ ３ ４位

高崎経済 △２－２ ●３－４ ●５－６ ○11－４ ●５－９ １ １ ３ ５位

Ⅱ部リーグ

チーム 関東学園 文 教 山梨学院 埼 玉 東京国際 筑 波 勝 分 敗 順 位

関東学園 ○６－０ ○33－１ ○20－１ ○９－２ ○18－１ ５ ０ ０ １位

文 教 ●０－６ ○８－３ ○14－８ ○14－６ ○７－０ ４ ０ １ ２位

山梨学院 ●１－33 ●３－８ ○14－11 ●０－８ ●４－23 １ ０ ４ ５位

埼 玉 ●１－20 ●８－14 ●11－14 ●５－11 △３－３ ０ １ ４ ６位

東京国際 ●２－９ ●６－14 ○８－０ ○11－５ ○13－11 ３ ０ ２ ３位

筑 波 ●１－18 ●０－７ ○23－４ △３－３ ●11－13 １ １ ３ ４位
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Ⅲ部リーグ

チーム 都留文科 茨 城 日大生資 中央学院 日大生産 勝 分 敗 順 位

都留文科 ●１－15 ○９－６ ○18－６ ○12－４ １ ０ ３ ２位

茨 城 ○15－１ ○15－10 ○18－０ ○７－５ ４ ０ ０ １位

日大生資 ●６－９ ●10－15 ○22－４ ○13－10 ２ ０ ２ ３位

中央学院 ●６－18 ●０－18 ●４－22 ●７－21 ０ ０ ４ ５位

日大生産 ●４－12 ●５－７ ●10－13 ○21－７ １ ０ ３ ４位

入替戦

Ⅰ部～Ⅱ部 千 葉 大 学(Ⅰ部６位) ５－９ 関東学園大学(Ⅱ部１位) ※関東学園大学はⅠ部昇格

Ⅱ部～Ⅲ部 茨 城 大 学(Ⅱ部６位) 13－12 茨 城 大 学(Ⅲ部１位) ※埼玉大学はⅡ部残留

第15回 関東学生女子ソフトボール秋季リーグ戦

会期：平成27年10月10日(土)・11日(日)・12日(月)

会場：毛呂山町／大類ソフトボールパーク・駒形公園ソフトボール場 他

Ⅰ部リーグ

チーム 山梨学院 東京国際 城 西 関東学園 東 海 淑 徳 勝 分 敗 順 位

山梨学院 ○７－０ ○９－３ ○６－２ ●５－７ ○８－０ ４ ０ １ 優勝

東京国際 ●０－７ ●０－５ ○７－３ ○９－５ ○３－０ ３ ０ ２ ３位

城 西 ●３－９ ○５－０ ○５－４ ○10－０ ●１－２ ３ ０ ２ ２位

関東学園 ●２－６ ●３－７ ●４－５ ○５－３ ○１－０ ２ ０ ３ ４位

東 海 ○７－５ ●５－９ ●０－10 ●３－５ ○13－４ ２ ０ ３ ５位

淑 徳 ●０－８ ●０－３ ○２－１ ●０－１ ●４－13 １ ０ ４ ６位

※２位と３位、４位と５位の順位はリーグ戦規定による。
Ⅱ部リーグ

チーム 国際武道 城西国際 清 和 文 教 新島学園 順 天 堂 勝 分 敗 順 位

国際武道 ●０－９ ●２－６ ○８－１ ●２－３ ○４－３ ２ ０ ３ ５位

城西国際 ○９－０ ●１－４ ●１－３ ○８－０ ○10－３ ３ ０ ２ ３位

清 和 ○６－２ ○４－１ ○５－０ ○３－０ ○５－３ ５ ０ ０ １位

文 教 ●１－８ ○３－１ ●０－５ ○３－２ ○25－３ ３ ０ ２ ２位

新島学園 ○３－２ ●０－８ ●０－３ ●２－３ ○８－４ ２ ０ ３ ４位

順 天 堂 ●３－４ ●３－10 ●３－５ ●３－25 ●４－８ ０ ０ ５ ６位

※２位と３位、４位と５位の順位はリーグ戦規定による。
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Ⅲ部リーグ

チーム 白 鷗 筑 波 千 葉 埼 玉 茨 城 日大生物 勝 分 敗 順 位

白 鷗 ●７－９ ●６－12 ○８－０ ○18－５ ○22－０ ３ ０ ２ ３位

筑 波 ○９－７ ●９－10 ○８－２ ○８－１ ○16－９ ４ ０ １ ２位

千 葉 ○12－６ ○10－９ △９－９ ○12－10 ○21－６ ４ １ ０ １位

埼 玉 ●０－８ ●２－３ △９－９ ●４－７ ●14－15 ０ １ ４ ６位

茨 城 ●５－18 ●１－８ ●10－12 ○７－４ ○25－１ ２ ０ ３ ４位

日大生物 ●０－23 ●９－16 ●６－21 ○15－14 ●１－25 １ ０ ４ ５位

入替戦 10月17日 鶴ヶ島市／運動公園メイングラウンド

Ⅰ部Ⅱ部入替戦 淑 徳 大 学(Ⅰ部６位) ３－２ 清和大学(Ⅱ部１位) ※淑徳大学はⅠ部残留

Ⅱ部Ⅲ部入替戦 順天堂大学(Ⅱ部６位) 13－６ 千葉大学(Ⅲ部１位) ※順天堂大学はⅡ部残留

【北信越地区】

第21回北信越地区大学男子・女子ソフトボール選手権大会

（兼、文部科学大臣杯第50回全日本大学ソフトボール選手権大会予選会）

会 期：平成27年５月16日(土)・17日(日)

会 場：新潟県上越市／少年野球場・高田公園ソフトボール場

【男子】

１．福井県立大学 22

２．富 山 大 学 15 11
24

３．長 野 大 学 ０
優勝 信州大学（インカレ出場権獲得、２年ぶり10回目）

４．福 井 大 学 １
９

５．信 州 大 学 11 13

６．金 沢 大 学 ７

【女子】

女子 松 本 金沢学位 金 沢 信 州 勝 分 敗 順 位

松 本 ○３－０ ○12－０ ○11－０ ３ ０ ０ 優勝

金沢学院 ●０－３ ○21－２ ○10－０ ２ ０ １ ２位

金 沢 ●０－12 ●２－21 △８－８ ０ １ ２ ３位

信 州 ●０－11 ●０－10 △８－８ ０ １ ２ ４位

※３～４位は失点率による。 ※インカレ出場権獲得校：松本大学（10年連続10回目）、金沢学院大学（６年連続６回目）
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第22回 北信越大学男女新人ソフトボール選手権大会

会期：平成27年10月10日(土)・11日(日)

会場：石川県白山市／グリーンパーク（サン・スポーツランド）

【男子】

チーム 金 沢 富 山 福井県 長 野 信 州 勝 分 敗 失点率 順位

金 沢 雨天中止 ○13－12 ●５－13 ●０－20 雨
天

富 山 雨天中止 ●９－17 ○21－４ 雨天中止 中
止

福井県立 ●12－13 ○17－９ ○９－２ 雨天中止
順

長 野 ●13－20 ●４－21 雨天中止 ●１－９ 位
な

信 州 ○20－０ 雨天中止 雨天中止 ○９－１ し

【女子】

女子 金 沢 金沢学院 信 州 松 本 勝 分 敗 順 位

金 沢 ●０－37 ●０－16 ●０－17 ０ ０ ３ ４位

金沢学院 ○37－０ ○８－０ △４－４ ２ １ ０ 優勝

信 州 ○16－０ ●０－８ ●５－９ １ ０ ２ ３位

松 本 ○17－０ △４－４ ○９－５ ２ １ ０ ２位
※１～２位は失点率による。

【東京地区】 平成27年度 第47回東京都大学ソフトボール春季リーグ戦

会期：平成27年４月11日～５月10日

会場：国士舘大学・早稲田大学 他

男子１部

チーム 日本体育 早 稲 田 国 士 舘 中 央 学 習 院 東京学芸 勝 分 敗 順 位

日本体育 ○３－２ ●１－６ ○11－１ ○10－０ ○14－０ ４ ０ １ ２位

早 稲 田 ●２－３ ●４－10 ○８－０ ○10－０ ○15－０ ３ ０ ２ ３位

国 士 舘 ○６－１ ○10－４ ●３－10 ○12－１ ○12－１ ４ ０ １ 優勝

中 央 ●１－11 ●０－８ ○10－３ ○５－４ ●４－５ ２ ０ ３ ５位

学 習 院 ●０－10 ●０－10 ●１－12 ●４－５ ●６－７ ０ ０ ５ ６位

東京学芸 ●０－14 ●０－15 ●１－12 ○５－４ ○７－６ ２ ０ ３ ５位
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男子２部

チーム 明 治 日 本 専 修 東京都市 桜 美 林 慶應義塾 勝 分 敗 順 位

明 治 ●０－７ ○８－６ ○９－０ ●９－12 ○８－６ ３ ０ ２ ２位

日 本 ○７－０ ○８－０ ○12－１ ○５－０ ○７－３ ５ ０ ０ １位

専 修 ●６－８ ●０－８ ○11－５ ○11－１ ○１－０ ３ ０ ２ ３位

東京都市 ●０－９ ●１－12 ●５－11 ●５－10 ●０－７ ０ ０ ５ ６位

桜 美 林 ○12－９ ●０－５ ●１－11 ○10－５ ●２－３ ２ ０ ３ ５位

慶應義塾 ●６－８ ●３－７ ●０－１ ○７－０ ○３－２ ２ ０ ３ ４位

男子３部 Ａセレクション

チーム 成 蹊 帝 京 明 星 東京農業 大東文化 勝 分 敗 順 位

成 蹊 ●４－５ ●５－７ ○14－13 ○７－５ ２ ０ ２ ３位

帝 京 ○５－４ ●２－３ ○７－２ ●４－８ ２ ０ ２ ２位

明 星 ○７－５ ○３－２ ○７－６ ○11－１ ４ ０ ０ １位

東京農業 ●13－14 ●２－７ ●６－７ ○９－４ １ ０ ３ ４位

大東文化 ●５－７ ○８－４ ●１－11 ●４－９ １ ０ ３ ５位

男子３部 Ｂセレクション

チーム 東 京 立 教 文教湘南 東 洋 勝 分 敗 順 位

東 京 ○12－４ ○12－９ ●３－13 ２ ０ １ ２位

立 教 ●４－12 △６－６ ●５－６ ０ １ ２ ３位

文教湘南 ●９－12 △６－６ ●４－11 ０ １ ２ ４位

東 洋 ○13－３ ○６－５ ○11－４ ３ ０ ０ １位

男子３部ＡＢセレクション優勝決定戦 明星大学 ５－２ 東洋大学

男子入れ替え戦

１部－２部 学習院大学（６位）２－８ 日本大学（１位） ※日本大学は１部昇格

２部－３部 東京都市大学（６位）15－10 東洋大学（１位） ※東京都市大学は２部残留
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女子１部

チーム 日本体育 東京富士 早 稲 田 東 女 体 国 士 舘 日 女 体 勝 分 敗 順 位

日本体育 ○４－３ ●２－６ ○２－１ ●４－５ ○７－３ ３ ０ ２ ２位

東京富士 ●３－４ ●３－４ ○２－０ ○５－０ ●５－６ ２ ０ ３ ３位

早 稲 田 ○６－２ ○４－３ ○６－０ ○５－３ ○４－０ ５ ０ ０ 優勝

東 女 体 ●１－２ ●０－２ ●０－６ ○６－０ ○７－０ ２ ０ ３ ４位

国 士 舘 ○５－４ ●０－５ ●３－５ ●０－６ ○12－５ ２ ０ ３ ５位

日 女 体 ●３－７ ○６－５ ●０－４ ●０－７ ●５－12 １ ０ ４ ６位

女子２部

チーム 東京学芸 中 央 学 習 院 桜 美 林 慶應義塾 専 修 勝 分 敗 順 位

東京学芸 ●７－９ ●８－９ ○15－０ ○15－０ ○15－０ ３ ０ ２ ３位

中 央 ○９－７ ○６－４ ●５－６ △５－５ ○14－１ ３ １ １ ２位

学 習 院 ○９－８ ●４－６ ○４－３ ○９－４ ○７－５ ４ ０ １ １位

桜 美 林 ●０－15 ○６－５ ●３－４ ●２－３ ●２－７ １ ０ ４ ６位

慶應義塾 ●０－15 △５－５ ●４－９ ○３－２ ○６－５ ２ １ ２ ４位

専 修 ●０－15 ●１－14 ●５－７ ○７－２ ●５－６ １ ０ ４ ５位

女子３部

チーム 日 本 文教湘南 成 蹊 明 治 東 洋 実践女子 勝 分 敗 順 位

日 本 ○９－２ ○11－３ △５－５ ○６－３ ○17－２ ４ １ ０ １位

文教湘南 ●２－９ ●１－11 ●６－14 ●６－７ ●７－９ ０ ０ ５ ６位

成 蹊 ●３－11 ○11－１ ○17－７ ●５－７ ○６－５ ３ ０ ２ ３位

明 治 △５－５ ○14－６ ●７－17 ●４－12 ○16－６ ２ １ ２ ４位

東 洋 ●３－６ ○７－６ ○16－６ ○12－４ ○15－５ ４ ０ １ ２位

実践女子 ●２－17 ○９－７ ●５－６ ●６－16 ●５－15 １ ０ ４ ５位

＊勝敗が同じ場合の順位決定は、各リーグ戦とも失点率による。

女子入れ替え戦

１部－２部 日本女子体育大学（６位）７－１ 学習院大学（１位） ※日本女子体育大学は１部残留

２部－３部 桜 美 林 大 学（６位）３－０ 日 本 大 学（１位）※桜美林大学は２部残留
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全日本大学選手権大会東京都第２次予選

男子 女子
１．東京学芸大学 10 １．国士舘大学 10

４ ７
２．明 治 大 学 ７ ２．専 修 大 学 ０

東京学芸 国士舘大
３．専 修 大 学 12 ３．東京学芸大学 ６

２ ０
１．慶應義塾大学 ４ ４．中 央 大 学 ５

５．中 央 大 学 22 ５．日女体大学 ９
12 ５

６．東 洋 大 学 ０ ６．日 本 大 学 １
中央大学 日女体大

７．学習院大学 ４ ７．慶應義塾大学 ４
10 ４

８．日 本 大 学 14 ８．学習院大学 15

第50回全日本大学選手権大会の東京地区代表校

男子：国士舘大学(50年連続50回目)、早稲田大学(50年連続50回目)、日本体育大学(50年連続50回目)、

中央大学(４年連続26回目)、東京学芸大学(２年連続７回目)

女子：日本体育大学(50年連続50回目)、東京富士大学(４年連続４回目)、

東京女子体育大学(50年連続50回目)、早稲田大学(11年連続12回目)、国士舘大学(５年連続21回目)、

日本女子体育大学(３年連続46回目)

平成27年度 第47回東京都大学ソフトボール秋季リーグ戦

会期：平成27年９月26日～10月５日

会場：国士舘大学・早稲田大学・東京富士大学 他

男子１部

チーム 国 士 舘 日本体育 早 稲 田 東京学芸 中 央 日 本 勝 分 敗 順 位

国 士 舘 ○５－３ ○11－１ ○８－０ ○３－２ ○５－０ ５ ０ ０ 優勝

日本体育 ●３－５ ○７－４ ○11－１ ○７－０ ○６－０ ４ ０ １ ２位

早 稲 田 ●１－11 ●４－７ ○11－１ ●４－８ ○10－２ ２ ０ ３ ４位

東京学芸 ●０－８ ●１－11 ●１－11 ●３－10 ●２－５ ０ ０ ５ ６位

中 央 ●２－３ ●０－７ ○８－４ ○10－３ ○３－１ ３ ０ ２ ３位

日 本 ●０－５ ●０－６ ●２－10 ○５－２ ●１－３ １ ０ ４ ５位
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男子２部

チーム 学 習 院 明 治 専 修 慶應義塾 桜 美 林 東京都市 勝 分 敗 順 位

学 習 院 ●１－４ ●０－９ ●６－７ ○12－２ ○８－２ ２ ０ ３ ４位

明 治 ○４－１ ●５－７ △６－６ ○７－５ ○17－１ ３ １ １ ３位

専 修 ○９－０ ○７－５ ●２－９ ○15－４ ○11－７ ４ ０ １ ２位

慶應義塾 ○７－６ △６－６ ○９－２ ○12－８ ○10－５ ４ １ ０ １位

桜 美 林 ●２－12 ●５－７ ●４－15 ●８－12 ○２－１ １ ０ ４ ５位

東京都市 ●２－８ ●１－17 ●７－11 ●５－10 ●１－２ ０ ０ ５ ６位

男子３部 Ａセレクション

チーム 明 星 東 京 成 蹊 文 教 大東文化 勝 分 敗 順 位

明 星 ●５－７ ●３－５ ●５－６ △６－６ ０ １ ３ ４位

東 京 ○７－５ ○10－０ ●９－10 ○10－３ ３ ０ １ １位

成 蹊 ○５－３ ●０－10 ○８－７ ○７－２ ３ ０ １ ２位

文 教 ○６－５ ○10－９ ●７－８ ○13－12 ３ ０ １ ３位

大東文化 △６－６ ●３－10 ●２－７ ●12－13 ０ １ ３ ５位

男子３部 Ｂセレクション

チーム 東 洋 帝 京 立 教 東京農業 勝 分 敗 順 位

東 洋 △９－９ ○13－10 ●６－８ １ １ １ ３位

帝 京 △９－９ ●４－12 ●１－８ ０ １ ２ ４位

立 教 ●10－13 ○12－４ ○12－７ ２ ０ １ １位

東京農業 ○８－６ ○８－１ ●７－12 ２ ０ １ ２位

男子３部ＡＢセレクション優勝決定戦 東京大学 11－４ 立教大学

男子入れ替え戦

１部－２部 東京学芸大学(６位) ７－３ 慶應義塾大学(１位) ※東京学芸大学は１部残留

２部－３部 東京都市大学(６位) ３－７ 東京大学(１位) ※東京大学は２部昇格
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女子１部

チーム 早 稲 田 日本体育 東京富士 東 女 体 国 士 舘 日 女 体 勝 分 敗 順 位

早 稲 田 ○１－０ ○３－２ ●２－３ ○２－１ ●０－１ ３ ０ ２ ２位

日本体育 ●０－１ ○２－０ ○３－２ ○７－１ ○５－０ ４ ０ １ １位

東京富士 ●２－３ ●０－２ ○６－２ ○８－１ ○１－０ ３ ０ ２ ３位

東 女 体 ○３－２ ●２－３ ●２－６ ○８－５ ○６－１ ３ ０ ２ ４位

国 士 舘 ●１－２ ●１－７ ●１－８ ●５－８ ○４－２ １ ０ ４ ５位

日 女 体 ○１－０ ●０－５ ●０－１ ●１－６ ●２－４ １ ０ ４ ６位

女子２部

チーム 学 習 院 中 央 東京学芸 慶應義塾 専 修 桜 美 林 勝 分 敗 順 位

学 習 院 ○11－４ ○６－３ ○10－０ ○12－６ ○７－５ ５ ０ ０ １位

中 央 ●４－11 ●５－６ ○10－０ ●５－６ ○４－３ ２ ０ ３ ３位

東京学芸 ●３－６ ○６－５ ○６－４ ○10－３ ○12－２ ４ ０ １ ２位

慶應義塾 ●０－10 ●０－10 ●４－６ △１－１ ○６－２ １ １ ３ ５位

専 修 ●６－12 ○６－５ ●３－10 △１－１ △３－３ １ ２ ２ ４位

桜 美 林 ●５－７ ●３－４ ●２－12 ●２－６ △３－３ ０ １ ４ ６位

女子３部

チーム 日 本 東 洋 成 蹊 明 治 実践女子 文 教 勝 分 敗 順 位

日 本 ○７－６ ○13－１ ○16－６ ○24－３ ●６－９ ４ ０ １ ２位

東 洋 ●６－７ ○12－２ ○16－３ ○９－１ ○18－２ ４ ０ １ １位

成 蹊 ●６－16 ●２－12 ●１－13 ○15－13 ●５－８ １ ０ ４ ５位

明 治 ●６－16 ●３－16 ○13－１ ○12－３ ●12－13 ２ ０ ３ ４位

実践女子 ●３－24 ●１－９ ●13－15 ●３－12 ●１－13 ０ ０ ５ ６位

文 教 ○９－６ ●２－18 ○８－５ ○13－12 ○13－１ ３ ０ １ ３位

＊勝敗が同じ場合の順位決定は、各リーグ戦とも失点率による。

女子入れ替え戦

１部－２部 日本女子体育大学(６位) ６－３ 慶應義塾大学(１位) ※日本女子体育大学は１部残留

２部－３部 桜 美 林 大 学(６位) ７－０ 東 洋 大 学(１位) ※桜美林大学は２部残留
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中京テレビ杯

平成27年度春季第76回 東海地区大学(男子)ソフトボールリーグ戦

－兼、第50回全日本大学ソフトボール選手権大会一次予選－

－兼、第47回西日本大学ソフトボール選手権大会予選－

会期：平成27年５月５・６・９・10日

会場：愛知県刈谷市／亀城公園運動場・双葉グラウンド

一部リーグ戦

チーム 中京学院 常 葉 中 京 愛 知 岐阜聖徳 愛知学院 勝 敗 失点率 順

中京学院 ○４－０ ●３－５ ○16－４ ○10－０ ○11－４ ４ １ - ２

常 葉 ●０－４ ●１－４ ●２－５ ○８－１ ○９－７ ２ ３ 5.60 ３

中 京 ○５－３ ○４－１ ○８－４ ○12－０ ○18－０ ５ ０ - １

愛 知 ●４－16 ○５－２ ●４－８ ○８－７ ●９－10 ２ ３ 6.50 ４

岐阜聖徳 ●０－10 ●１－８ ●０－12 ●７－８ ●５－12 ０ ５ - ６

愛知学院 ●４－11 ●７－９ ●０－18 ○10－９ ○12－５ ２ ３ 7.88 ５

※３～５位は当該チーム間の失点率による。

二部リーグ戦

チーム 南 山 中 部 日本福祉 名 城 静 岡 名 古 屋 愛知教育 名古屋商科

南 山 ○８－１ ●６－８ ○９－６ ○13－５ ○10－３ ○４－２ ○11－10

中 部 ●１－８ ●０－７ ●５－９ ○９－５ ○８－１ ○８－０ ○10－９

日本福祉 ○８－６ ○７－０ ○18－１ ○15－０ ○14－７ ○10－３ ○13－３

名 城 ●６－９ ○９－５ ●１－８ ○９－３ ○11－１ ●６－11 ○10－２

静 岡 ●５－13 ●５－９ ●０－15 ●３－９ ○７－４ ○14－11 ○12－８

名 古 屋 ●３－10 ●１－８ ●７－14 ●１－11 ●４－７ ●10－11 ○21－20

愛知教育 ●２－４ ●０－８ ●３－13 ○11－６ ●11－14 ○11－10 ○３－０

名古屋商科 ●10－11 ●９－10 ●３－13 ●２－10 ●８－12 ●20－21 ●０－３

２部最終成績

１位 日本福祉大学 （７勝０分０敗）

２位 南 山 大 学 （６勝０分１敗）

３位 名 城 大 学 （４勝０分３敗）

４位 中 部 大 学 （４勝０分３敗）

５位 静 岡 大 学 （３勝０分４敗）

６位 愛知教育大学 （３勝０分４敗）

７位 名 古 屋 大 学 （１勝０分６敗）

８位 名古屋商科大学 （０勝０分７敗）

※３～４位、５～６位は、当該チーム間の失点率による。

一部×二部入れ替え戦

愛知学院大学(５位)13－20南山大学(２位)

※愛知学院大学二部降格、南山大学一部昇格

岐阜聖徳学園大学(６位)３－18日本福祉大学(１位)

※岐阜聖徳学園大学二部降格、日本福祉大学一部昇格
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代表

第12回東海地域大学ソフトボール選手権大会（第

50回インカレ最終予選）：

中京大学・中京学院大学・常葉大学・愛知大学

日本福祉大学・南山大学・愛知学院大学・

岐阜聖徳学園大学

第47回西日本大学ソフトボール選手権大会：

中京大学・中京学院大学・常葉大学・愛知大学

日本福祉大学・南山大学

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：鈴木 友也(中京大学)

一 部 首 位 打 者 賞：藤原 雄歩(中京学院大学)

記録５割８分８厘

一 部 打 点 賞：藤原 雄歩(中京学院大学)

記録１０

本 塁 打 点 賞：福島 直弥(愛知学院大学)

記録３

盗 塁 賞：該当者なし

一部最優秀防御率賞：花岡 大輝(中京大学)

記録１.９１

二 部 優 秀 選 手 賞：井上 力 (日本福祉大学)

ベストマネジメント賞：古本 知大(愛知教育大学)

ベストマーケティング賞：髙塚 千晴(常葉大学)

ベストスコアラー賞：高須富美子(中部大学)

ベ ス ト ナ テ ン

投 手 古橋 和也 (中京大学 ２年)

捕 手 佐藤 拳士（常葉大学 ４年）

一 塁 手：鈴木 友也（中京大学 ４年）

二 塁 手：藤原 雄歩（中京学院大学４年）

三 塁 手：荒木 大 （常葉大学 ３年）

遊 撃 手：佐野 俊介（中京大学 ４年）

外 野 手：古川 寛雄（中京大学 ４年）

外 野 手：金城 春紀（中京学院大学２年）

外 野 手：庄司 佳弘（常葉大学 ３年）

ＤＰＦＰ：西里 博樹（中京学院大学４年）

講評

春のリーグ戦は、風に悩まされながらも好天に

恵まれて予定通りの日程で終了することができま

した。主管いただきました刈谷市連盟をはじめと

して開催にご尽力いただきました関係機関の皆さ

まに、まずもって御礼申し上げます。特に、今季

は東海学園大学の人数不足による棄権で、２部が

８チームのリーグ戦となり、運営スタッフのみな

らず、２試合連続や試合直前の運営担当などがあ

ってチームの皆さんにも大変なご協力を賜りまし

た。初めてのことでありましたが、無事終了でき

ましたことに対して感謝申し上げます。

さて、今季注目されたのは、昨年秋のリーグ戦

で圧倒的な力を見せつけて復活を果たした中京学

院大学に対して、投手を中心とした堅い守りの常

葉大学と攻守のバランスが取れた中京大学がどこ

まで食い下がられるかにありました。初日は順当

に上位チームが勝ちを収めましたが、２日目に常

葉大学が２敗を喫して脱落し、第３日には中京大

学が中京学院大学のミスの乗じて接戦を制して優

位に立ち、そのまま押し切って優勝を勝ち取りま

した。終わってみれば、常葉大学・愛知大学・愛

知学院大学が２勝３敗で並び３チームの失点率に

よる争いになった混戦のリーグ戦でありました。

なお、常葉大学は５試合で無失策、守備率10割を

達成したことは特記されます。

また二部は、初めての８チームによる総当たり

のリーグ戦でありましたが、２日までは見事なほ

ど秋の上位チームが勝ち進み、３日目からは点差

の小さい星のつぶし合いが始まりました。その中

から抜け出したのは、他を圧する打力で秋に惜し

くも一部復帰を逸した日本福祉大学でした。これ

に続いたのは、唯一日本福祉大学と接戦を演じた

南山大学でした。下位チームでは、全敗で最下位

ながら上位チームに１点差負けが３試合もあった

名古屋商科大学の戦いが注目されました。これに

象徴されるように、投手力の差が一部と二部の違

いであり、地獄の二部を抜け出すためには何より

もまず投手力を中心とした守備力の強化が望まれ

ます。なお、今季から学生主体のリーグ戦運営が

始りましたが、課題は山積するものの、その自覚

とリーグ戦活性化の努力に期待します。（東海学

連事務局長 水谷 博）



中京テレビ杯 平成27年度春季第65回 東海地区大学(女子)ソフトボールリーグ戦

－兼、第50回全日本大学ソフトボール選手権大会一次予選－

－兼、第47回西日本大学ソフトボール選手権大会予選－

会期：平成27年４月25・26・29日、５月３・４・５・６日

会場：愛知県東海市／新宝緑地運動公園、豊田市／運動公園ソフトボール場

一部リーグ戦結果

チーム 中 京 日本福祉 東海学園 鈴 鹿 常 葉 中京学院 勝 敗 失点率 順

○２－１ ○２－０ ○２－１ ○６－１ ○17－４ ２
中 京 ９ １ 1.75

○18－３ ●１－３ ○９－２ ○１－０ ○４－１ 位

●１－２ ●０－10 ●１－２ ○８－０ ○11－１ ４
日本福祉 ４ ６ -

●３－18 ●２－10 ●０－３ ○７－３ ○７－０ 位

●１－２ ○10－０ ○４－２ ○12－０ ○６－０ 優
９ １ 1.01

東海学園 ○３－１ ○10－２ ○６－０ ○10－３ ○17－１ 勝

●１－２ ○２－１ ●２－４ ○５－４ ○３－１ ３
鈴 鹿 ６ ４ -

●２－９ ○３－０ ●０－６ ○２－０ ○９－２ 位

●１－６ ●０－８ ●０－12 ●４－５ ○８－５ ６
常 葉 １ ９ 6.46

●０－１ ●３－７ ●３－10 ●０－２ ●７－８ 位

●４－17 ●１－11 ●０－６ ●１－３ ●５－８ ５
中京学院 １ ９ 5.50

●１－４ ●０－７ ●１－17 ●２－９ ○８－７ 位

※優勝～２位、５～６位は当該チーム間の失点率による。

二部リーグ戦結果

チーム 岐阜経済 至 学 館 岐阜聖徳 愛知教育 名 古 屋 静 岡 勝 分 敗 順位

岐阜経済 ○９－６ ○15－０ ○８－１ ○９－０ ○19－０ ５ ０ ０ １

至 学 館 ●６－９ ○７－２ ○７－４ ○９－１ ○12－５ ４ ０ １ ２

岐阜聖徳 ●０－15 ●２－７ ○９－２ ○19－１ ○10－２ ３ ０ ２ ３

愛知教育 ●１－８ ●４－７ ●２－９ ○10－５ ○８－１ ２ ０ ３ ４

名 古 屋 ●０－９ ●１－９ ●１－19 ●５－10 ○10－５ １ ０ ４ ５

静 岡 ●０－19 ●５－12 ●２－10 ●１－８ ●５－10 ０ ０ ４ ６

一部×二部入れ替え戦

中京学院大学(５位)２－４至学館大学(２位)

※至学館大学一部昇格、中京学院大学二部降格

常葉大学(６位)２－９岐阜経済大学(１位)

※岐阜経済大学一部昇格、常葉大学二部降格

代表

第12回東海地域大学選手権大会（第50回インカレ

最終予選）：

東海学園大学・中京大学・鈴鹿大学・

日本福祉大学・岐阜経済大学・至学館大学

中京学院大学・常葉大学

第47回西日本大学ソフトボール選手権大会：

東海学園大学・中京大学・鈴鹿大学・
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日本福祉大学・岐阜経済大学・至学館大学

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：木村麻利亜(東海学園大学)

一 部 首 位 打 者 賞：吉田 彩夏(東海学園大学)

記録５割３分３厘

一 部 打 点 賞：倉田 実沙(中京大学)

記録１１

本 塁 打 点 賞：該当者なし

盗 塁 賞：倉田 実沙(中京大学)

記録９

一部最優秀防御率賞：長瀬 りえ(東海学園大学)

記録０．２４

二 部 優 秀 選 手 賞：水谷八重乃(岐阜経済大学)

Ｍ Ｉ Ｐ 賞：浦田 栞里(日本福祉大学)

ベストマネジメント賞：稲生 真純(中京学院大学)

ベストマーケッティング賞：佐藤 皐 (東海学園大学)

ベストスコアラー賞：宮城 志帆(常葉大学)

ベ ス ト テ ン

投 手：木村麻利亜（東海学園大学)

捕 手 平川 穂波（中京大学）

一 塁 手：香山紗貴子（中京大学）

二 塁 手：戸村 美紅（東海学園大学）

三 塁 手：木村 彩乃（鈴鹿大学）

遊 撃 手：松田 愛実（中京大学）

外 野 手：吉田 彩夏（東海学園大学）

外 野 手：飯塚 実沙（東海学園大学）

外 野 手：倉田 実沙（中京大学）

ＤＰＦＰ：長谷 瑞希（中京大学）

講評

今春季女子リーグ戦も一部１次リーグが４月25

・26・29日の三日間、愛知県東海市新宝緑地公園

で15試合、一部２次・二部リーグと入れ替え戦が

５月３～６日の四日間、同県豊田市運動公園にお

いての全32試合が行われた。多大なるご協力とご

尽力をいただいた両協会に感謝申し上げます。

今リーグ戦は９勝１敗で東海学園大と中京大が

並ぶ接戦となった。当該チーム同士の失点率、得

点率も同率で、順位を決したのは対全チームの失

点率となった。その結果、東海学園大が３季ぶり

12回目の優勝を飾った。特に東海学園大の二枚看

板、先発・木村麻利亜、抑え・長瀬りえの“３年

生投手コンビ”は見事な継投をみせた。打撃では

新人の吉田彩夏が0.533で首位打者を獲得し、新

旧投打の力が噛み合った優勝であった。準優勝の

中京大は、打点賞（記録12）、盗塁賞（記録９）

に輝いた倉田美沙を筆頭にベストテンに５人選ば

れたが、要所でミスが見られ４季連続優勝を果た

すことはできなかった。特に投手陣を柱とした、

守備力の強化が必要となるだろう。全日本インカ

レの出場権を獲得した３位には、６勝４敗で鈴鹿

大が入った。持ち前の打撃力を上位２チームの勝

利に結びつけることができなかったが、全10試合

に先発した大黒柱の三木聡美が踏ん張り、下位チ

ームに取りこぼすことはなかった。前季創部初の

準優勝を果たした日本福祉大は力を発揮できず、

第４位と継続した強さを示すことはできなかっ

た。下位２チームも上位同様、１勝９敗で並び、

失点率対決となった。最終的には、最終戦を制し

た中京学院大が５位、常葉大が６位となった。

二部では、持ち前の攻撃力を発揮した岐阜経済

大が５戦全勝で優勝を決めた。２位には、悲願の

一部昇格を目指している古豪の至学館大が入り、

入れ替え戦に望みをつなげた。入れ替え戦では、

一部５位の中京学院大に二部２位の至学館大が挑

んだ。４対２の接戦を制した至学館大が悲願の昇

格を果たした。一部６位の常葉大と二部１位の岐

阜経済大の試合では、２点ビハインドの５回裏、

岐阜経済大が一挙８点を挙げ、５回コールドで一

部昇格を果たした。

前季リーグ戦は「競争の激化」が話題となっ

たが、今リーグ戦は残念ながら、上位２チーム

を脅かすチームが現れず、内容的にみても二極

化を示す内容であった。５月23・24日に開催され

るインカレ最終予選で、上位を脅かすチームが現

れることを願いたい。

最後に、今季から冠スポンサーとなっていただ

いた中京テレビ放送㈱様から、ご協賛のみなら

ず、取材活動、閉会式でのプレゼンターなど並々

ならぬご尽力をいただきましたことに対し厚く感

謝申し上げます。（理事長 二瓶 雄樹)



第12回東海地域大学男女ソフトボール選手権大会

－兼、第50回全日本大学(男・女)ソフトボール選手権大会東海地区最終予選会－

会期：平成27年度５月23日(土)、24日(日)

会場：三重県鈴鹿市／鈴鹿川河川緑地公園（男子）

三重県亀山市／関Ｂ＆Ｇ海洋センター（女子）

●男子大会結果
1.中 京 大 学(予選１位) 10

2.日 本 福 祉 大 学(予選５位) ５ ５
９

3.岐阜聖徳学園大学(予選８位) ２ １

（（

２
4.愛 知 大 学(予選４位) ２ 中年

京連
5.常 葉 大 学(予選３位) 10 大続

学５
6.南 山 大 学(予選６位) ２ ４ 回

０ 目
7.愛 知 学 院 大 学(予選８位) 10 ４

）

8.中 京 学 院 大 学(予選２位) 13

日本福祉大学 ２
３位

常 葉 大 学 12

●インカレ出場権獲得校

中京大学(８年連続45回目)、中京学院大学(11回連続12回目)

常葉大学(３年連続18回目)、日本福祉大学(６年ぶり４回目)

●女子大会結果
1.東 海 学 園 大 学(予選１位) ７

2.岐 阜 経 済 大 学(予選５位) ２
２

3.常 葉 大 学(予選８位) ５ ３
10

（

4.至 学 館 大 学(予選６位) ３ 東３
３ ０ 海年

5.中 京 学 院 大 学(予選７位) ７ 学ぶ
園り

6.日 本 福 祉 大 学(予選４位) ０ 大３
学回

7.鈴 鹿 大 学(予選３位) ３ 目
１

）

8.中 京 大 学(予選２位) ５

日本福祉大学 １ ３位
３

鈴 鹿 大 学

●女子インカレ出場権獲得校

東海学園大学(８年連続14回目)、中京大学(31年連続40回目)

鈴鹿大学(７年連続７回目)、日本福祉大学(２年ぶり３回目)
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中京テレビ杯

平成27年度秋季第77回 東海地区大学(男子)ソフトボールリーグ戦

会期：平成27年10月３・４・17・18日

会場：岐阜県岐阜市／まきがね公園西グラウンド・多目的運動広場

一部リーグ戦

チーム 中 京 中京学院 常 葉 愛 知 日本福祉 南 山 勝 分 敗 順 位

中 京 ●３－４ ○８－０ ○８－６ ○６－０ ○11－１ ４ ０ １ ２位

中京学院 ○４－３ ○６－０ ●２－３ ○13－４ ○５－４ ４ ０ １ 優勝

常 葉 ●０－８ ●０－６ ○１－０ ●１－４ ○７－２ ２ ０ ３ ４位

愛 知 ●６－８ ○３－０ ●０－１ ●１－５ ○６－５ ２ ０ ３ ５位

日本福祉 ●０－６ ●４－13 ○４－１ ○５－１ ○12－５ ３ ０ ２ ３位

南 山 ●１－11 ●４－５ ●２－７ ●５－６ ●５－12 ０ ０ ５ ６位

※優勝～２位、４～５位は直接対戦の結果による。

二部リーグ戦

予選Ａｇ 愛知学院 中 部 静 岡 名 商 東海学園 勝 分 敗 順位

愛知学院 ○13－５ ○11－４ ○13－１ ○18－６ ４ ０ ０ １位

中 部 ●５－13 ●９－14 ○12－４ ○18－11 ２ ０ ２ ３位

静 岡 ●４－11 ○14－９ ○14－４ ○８－３ ３ ０ １ ２位

名古屋商 ●１－13 ●４－12 ●４－14 ●６－13 ０ ０ ４ ５位

東海学園 ●６－18 ●11－18 ●３－８ ○13－６ １ ０ ３ ４位

予選Ｂｇ 岐阜聖徳 名 城 愛知教育 名 古 屋 勝 分 敗 順位

岐阜聖徳 ●４－７ ○13－８ ○17－３ ２ ０ １ ２位

名 城 ○７－４ ○12－９ ○６－２ ３ ０ ０ １位

愛知教育 ●８－13 ●９－12 ○10－９ １ ０ ２ ３位

名 古 屋 ●３－17 ●２－６ ●９－10 ０ ０ ３ ４位

順位決定予備戦

岐阜聖徳学園大学(予選Ｂ２位) 15－４ 静 岡 大 学(予選Ｂ２位)

中 部 大 学(予選Ｂ３位) 10－８ 愛知教育大学(予選Ａ３位)

名 古 屋 大 学(予選Ｂ４位) 16－15 東海学園大学(予選Ａ４位)

順位決定戦

１ 位 決 定 戦：愛知学院大学(予選Ａ１位) 12－７ 名 城 大 学(予選Ｂ１位)
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２・３位決定戦：名 城 大 学(１位決定戦敗者) ８－７ 岐阜聖徳学園大学(予備戦勝者)

４・５位決定戦：中 部 大 学(予備戦勝者) 14－11 静 岡 大 学(予備戦敗者)

６・７位決定戦：名 古 屋 大 学(予備戦勝者) ８－７ 愛知教育大学(予備戦敗者)

８・９位決定戦：東海学園大学(予備戦敗者) 14－11 名古屋商科大学(予選Ａ５位)

一・二部入れ替え戦

愛知大学(一部５位) 12－２ 名城大学(二部２位) ※両大とも原部に残留

南山大学(一部６位) ６－７ 愛知学院大学(二部１位) ※愛知学院大は一部昇格、南山大は二部降格

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：金城 春紀(中京学院大学)

一 部 首 位 打 者 賞：井上 明 (日本福祉大学)

記録：６割０分０厘

一 部 打 点 賞：井上 明 (日本福祉大学)

記録：７

一 部 打 点 賞：鈴木 常聖(中京学院大学)

記録：７

本 塁 打 賞：該当者なし

盗 塁 賞：該当者なし

一部最優秀防御率賞：比嘉 竜哉(中京学院大学)

記録：２.２３

二 部 優 秀 選 手 賞：吉川 大貴(愛知学院大学)

ベストマネジメント賞：木村 晃拓(南山大学)

ベストマーケティング賞：石澤 大翼(名古屋大学)

ベストスコアラー賞：鈴木 満琴(愛知大学)

一 部 ベ ス ト テ ン

投 手：関口 幸輝（中京大学）

捕 手：水本 健太（中京大学）

一 塁 手：松村 駿 （日本福祉大学）

二 塁 手：高橋 拓海（中京学院大学）

三 塁 手：鈴木 聖常（中京学院大学）

遊 撃 手：田中 琢也（中京学院大学）

外 野 手：金城 春紀（中京学院大学）

外 野 手：生田 宗範（中京大学）

外 野 手：太田 敦也（南山大学）

ＤＰＦＰ：宮城 太亮（日本福祉大学）

二部ベストプレイヤー

愛 知 学 院 大 学：鈴木 誠士

名 城 大 学：横井 友祐

岐阜聖徳学園大学：都築 寛範

中 部 大 学：岩澤 健吾

静 岡 大 学：三由康太郎

名 古 屋 大 学：今井 健太

愛 知 教 育 大 学：長野 晃大

東 海 学 園 大 学：青島 佑馬

名古屋商科大学：高橋 航平

講評 本リーグ戦は、2009年以来12季ぶり２

回目の岐阜県での開催であった。開催にあたって

は岐阜県協会をはじめとして、恵那市協会・中津

川市協会・陶都協会など多数の皆様の献身的なご

尽力をいただき、昨年噴火のあった霊峰御嶽山を

仰いでのリーグ戦となった。幸い４日間とも好天

に恵まれてさわやかな秋の青空の下で予定通りに

開催でき、関係各位に御礼申し上げます。

一部リーグ戦は、中京大と中京学院大の２強に

対して他の４チームがどのような戦いを挑むのか

が注目されたが、初日に中京学院大が愛知大に逆

転負けを喫するという波乱の展開で始まった。し

かし、その後２強は順当な勝ちを収めて最終日を

迎えた。３点を先行する中京学院大に対して中京

大は１点差まで追い上げたが、最終回に逆転の走

者を置いてあと１打が出ず、優勝は２季ぶり12回

目の中京学院大、２位は中京大となった。

二部はいつものように10点前後で勝利をを争う

乱打戦が多く、その中で愛知学院大が一歩抜け出

て二部優勝と一部復帰を果たした。全体的には本

塁打が多かったが、これは外野フェンスが71ｍで

あったというよりは、投手力の弱さにあることを

認識してまずは、投手力を中心とする守備力の強

化を望みたい。(事務局長 水谷 博)



中京テレビ杯

平成27年度秋季第66回東海地区大学(女子)ソフトボールリーグ戦

会期：平成27年９月28・29日、10月３・４日

会場：愛知県高浜市／碧海グラウンド・流作グラウンド

一部リーグ戦

チーム 東海学園 中 京 鈴 鹿 日本福祉 岐阜経済 至 学 館 勝 分 敗 順 位

東海学園 ○９－７ ○３－０ ○５－４ ○５－０ ○11－０ ５ ０ ０ 優勝

中 京 ●７－９ ●３－４ ○７－１ ○18－２ ○７－０ ３ ０ ２ ３位

鈴 鹿 ●０－３ ○３－４ ○５－２ ○５－２ ○４－０ ４ ０ １ ２位

日本福祉 ●４－５ ●１－７ ●２－５ ○３－０ ○６－０ ２ ０ ３ ４位

岐阜経済 ●０－５ ●２－18 ●２－５ ●０－３ ○７－０ １ ０ ４ ５位

至 学 館 ●０－11 ●０－７ ●０－４ ●０－６ ●０－７ ０ ０ ５ ６位

二部リーグ戦

チーム 中京学院 常 葉 岐阜聖徳 愛知教育 名 古 屋 静 岡 勝 分 敗 順 位

中京学院 ○４－０ ●０－２ ○９－２ ○３－２ ○10－０ ４ ０ １ １位

常 葉 ●０－４ ○４－２ ○15－９ ○10－０ ○６－３ ４ ０ １ ３位

岐阜聖徳 ○２－０ ●２－４ ○３－２ ○７－０ ○19－１ ４ ０ １ ２位

愛知教育 ●２－９ ●９－15 ●２－３ ○２－０ △７－７ １ １ ３ ４位

名 古 屋 ●２－３ ●０－10 ●０－７ ●０－２ ●５－６ ０ ０ ５ ６位

静 岡 ●０－10 ●３－６ ●１－19 △７－７ ○６－５ １ １ ３ ５位

※１位～３位は当該チーム間、４～５位は全試合の失点率による。

一・二部入れ替え戦

岐阜経済大学(一部５位)10－０岐阜聖徳学園大学(二部２位) ※岐経大は一部残留、岐聖大も二部残留

至学館大学(一部６位)２－６中京学院大学(二部１位) ※中院大は一部昇格、至学館大は二部降格

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：飯塚 紗耶（東海学園大)

一 部 首 位 打 者 賞：川地 亜妃奈 (中京大)

記録７割０分０厘

一 部 打 点 賞：今川 瑞希 (中京大)

記録７

本 塁 打 点 賞：該当者なし

盗 塁 賞：該当者なし

一部最優秀防御率賞：長瀬 りえ（東海学園大)

記録１.２７

二 部 優 秀 選 手 賞：林 奈央子（中京学院大)

Ｍ Ｉ Ｐ 賞：高橋 利那 （鈴鹿大）

ベストマネジメント賞：新藤かおり (日本福祉大)

ベストマーケティング賞：菅沼 彌月 (東海学園大)

一 部 ベ ス ト １ ０：

投 手 三木 聡美（鈴鹿大学４年）
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捕 手 棚町 佳奈（東海学園大学１年）

一 塁 手 須川有里加（日本福祉大学２年）

二 塁 手 松田 愛実（中京大学３年）

三 塁 手 今川 瑞希（中京大学２年）

遊 撃 手 吉田 彩夏（東海学園大学１年）

外 野 手 浦口 菜々（東海学園大学３年）

外 野 手 森光 眞子（鈴鹿大学３年）

外 野 手 天野 佑香（日本福祉大学３年）

ＤＰＦＰ 川地亜妃奈（中京大学３年）

二部ベストプレイヤー賞：

中 京 学 院 大 学：中村 凪沙

岐阜聖徳学園大学：堀部紗菜実

常 葉 大 学：堀田 留夏

愛 知 教 育 大 学：山口 弘美

静 岡 大 学：古郡美希奈

名 古 屋 大 学：今井 瞳

講評

９月26・27日、10月３・４日の四日間好天に恵

まれ、愛知県高浜市連盟の皆様のご尽力により、

滞りなく全日程が終了したことに感謝申し上げま

す。また最終日には、中京テレビ様のご尽力によ

り、リーグ初のインターネット中継が行われまし

た。今後、このような環境に見合う、素晴らしい

試合が展開できるよう、リーグ全体として選手、

チームのレベルアップ並びに選手教育に邁進して

参ります。

今回のリーグ戦では、第50回全日本インカレで

ベスト４に残った東海学園大、中京大の二校が先

導していくリーグ戦の展開が予想された。しか

し、二日目その様相が一変する。中京大対鈴鹿大

戦において、鈴鹿大が先制、それに中京大が追い

付く展開繰り広げられた。最後は鈴鹿大が突き放

して勝利を収め、「二強リーグ戦」の展望を打破

した。三日目、全勝対決となった鈴鹿大対東海学

園大戦でも、鈴鹿大は強力打線で女王相手に食い

下がった。しかし、東海学園大の長瀬りえ(♯18)

の前に完封負けを喫し、地力の差を見せつけられ

た。最終日、鈴鹿大対日本福祉大戦では、２点を

追う最終回裏、鈴鹿大が木村綾乃(♯７)のサヨナ

ラスリーランを含む一挙５点を挙げサヨナラ勝

利、準優勝に華を添えた。最終戦の中京大対東海

学園大戦では、３回までに６点差をつけてリード

していた東海学園大に対し、中京大が３回に２

点、４回に３点を返し、接戦へと持ち込んだ。さ

らに追加点を２点を挙げられて２点差まで迫られ

最終回、一打逆転のピンチを迎えた東海学園大だ

ったが、エース木村麻利亜(♯11)が後続を断ち、

全勝優勝を決めた。しかし、試合内容は、「二強

対決」らしからぬもので、荒れた試合展開であっ

た。この結果、東海学園大が二期連続12回目の優

勝、準優勝には鈴鹿大、以下、中京大、日本福祉

大、岐阜経済大、至学館大の順であった。

二部では、一敗で中京学院大、岐阜聖徳学園

大、常葉大の３チームが並び、当該チーム間の失

点率により中京学院大、岐阜聖徳学園大の二校が

入れ替え戦へとコマを進めた。入れ替え戦では、

中京学院大が至学館大に競り勝ち、一部昇格。岐

阜聖徳学園大は、岐阜経済大に力及ばず、創部初

の一部昇格はならなかった。また、下位では静岡

大が健闘して最下位を久々に脱して４位愛知教育

大、５位静岡大、６位名古屋大の順で決した。

中京テレビ最優秀選手賞には、優勝した東海学

園大から外野手の飯塚沙耶(♯７)が選ばれた。攻

守ともに安定した活躍を見せ、５戦全勝に貢献し

た。しかし、要所でミスが見られただけに今後の

成長に期待したい。ミズノ最優秀防御率は東海学

園大の長瀬りえ（防御率1.24）が二期連続二回目

の受賞、ルイスビルスラッガージャパン首位打者

賞には中京大の川地亜妃奈(♯13)が打率0.700で

初受賞した。また、二部優秀選手賞には、一部昇

格の立役者となった中京学院大学の 林奈央子(♯

21)が選ばれた。

来年、第51回全日本インカレ鹿児島県大会で

は、学連創設50周年記念大会と称し、出場チーム

が増枠される（予定）。本リーグからも多くのチ

ームを排出できるチャンスであり、来季の本リー

グ戦では「競争力の激化」と「リーグ全体の底上

げ」をより一層図っていかなければならない。

（理事長 二瓶雄樹）



【近畿地区】

平成26年度 第46回春季関西学生ソフトボールリーグ戦（男子）

会期：平成27年４月11日〜５月24日

会場：大阪府吹田市／万博公園スポーツ広場

１部リーグ戦

チーム 関 西 立 命 館 京都産業 同 志 社 神戸学院 大阪体育 勝 分 敗 順 位

関 西 ○12－２ ○５－１ ○７－０ ○１－０ ○３－１ ５ ０ ０ １位

立 命 館 ●２－12 ○７－２ ○10－４ △４－４ ○14－０ ３ １ １ ２位

京都産業 ●１－５ ●２－７ ○１－０ △３－３ ○９－３ ２ １ ２ ３位

同 志 社 ●０－７ ●４－10 ●０－１ ○４－２ ○８－０ ２ ０ ３ ４位

神戸学院 ●０－１ △４－４ △３－３ ●２－４ ○１－０ １ ２ ２ ５位

大阪体育 ●１－３ ●４－14 ●３－９ ●０－８ ●０－１ ０ ０ ５ ６位

☆関西大学は２季連続17回目の優勝！ 大阪体育大学は２部に自動降格

２部リーグ戦

Ａ 大阪教育 京 都 大阪産業 大阪府立 京都学園 勝 分 敗 点 順 位

大阪教育 ○６－５ ○７－１ ○３－０ ○11－１ ４ ０ ０ 12 １位

京 都 ●５－６ ○４－０ ○５－４ ○５－０ ３ ０ １ ９ ２位

大阪産業 ●１－７ ●０－４ ○４－１ ○６－４ ２ ０ ２ ６ ３位

大阪府立 ●０－３ ●４－５ ●１－４ ○６－５ １ ０ ３ ３ ４位

京都学園 ●１－11 ●０－５ ●４－６ ○５－６ ０ ０ ４ ０ ５位

Ｂ 四天王寺 大阪経済 兵庫教育 大 阪 龍 谷 勝 分 敗 点 順 位

四天王寺 ○８－３ ○５－０ ●２－３ ○４－１ ３ ０ １ ９ １位

大阪経済 ●３－８ ○７－１ ○11－１ ○４－１ ３ ０ １ ９ ２位

兵庫教育 ●０－５ ●１－７ ○７－４ ○６－５ ２ ０ ２ ６ ３位

大 阪 ○３－２ ●１－11 ●４－７ ○11－８ ２ ０ ２ ６ ４位

龍 谷 ●１－４ ●１－４ ●５－６ ●８－11 ０ ０ ４ ０ ５位

※１～２位及び３～４位は当該チーム間勝ち点規定により決定

◎２部ブロック決勝 大阪教育大学６－４四天王寺大学 ☆大阪教育大学は１部に自動昇格

◎２部最下位決定戦 京都学園大学３－８龍谷大学 ★龍谷大学は３部に自動降格
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３部リーグ戦

Ａ 関西学院 兵庫県立 大阪市立 摂 南 流通科学 勝 分 敗 点 順 位

関西学院 ○18－10 ●４－５ ○７－０ ○12－11 ３ ０ １ ９ １位

兵庫県立 ●10－18 ○10－９ ○11－１ ○５－１ ３ ０ １ ９ ２位

大阪市立 ○５－４ ●４－10 ○11－２ ●３－６ ２ ０ ２ ６ ３位

摂 南 ●０－７ ●１－11 ●２－11 ○15－８ １ ０ ３ ３ ４位

流通科学 ●11－12 ●１－５ ○６－３ ●８－15 １ ０ ３ ３ ５位

※１～２位及び４～５位は当該チーム間勝ち点規定により決定

Ｂ 甲 南 近 畿 大阪経法 奈良教育 勝 分 敗 点 順 位

甲 南 ○６－４ ○11－９ ○18－３ ３ ０ ０ ９ １位

近 畿 ●４－６ ○11－７ ○16－２ ２ ０ １ ６ ２位

大阪経法 ●９－11 ●７－11 ○16－４ １ ０ ２ ３ ３位

奈良教育 ●３－18 ●２－16 ●４－16 ０ ０ ３ ０ ４位

Ｃ 佛 教 神 戸 大阪工業 和 歌 山 勝 分 敗 点 順 位

佛 教 ○６－２ ○９－５ ○３－０ ３ ０ ０ ９ １位

神 戸 ●２－６ ○３－０ ○10－０ ２ ０ １ ６ ２位

大阪工業 ●５－９ ●０－３ ○９－３ １ ０ ２ ３ ３位

和 歌 山 ●０－３ ●０－10 ●３－９ ０ ０ ３ ０ ４位

◎３部ブロック決勝 関西学院大学３－８甲南大学 甲南大学２－２佛教大学

佛教大学10－11関西学院大学 ☆関西学院大学は２部に自動昇格

◎入れ替え戦

１部・２部 四天王寺大学５－４神戸学院大学 ☆四天王寺大は１部昇格、神戸学院大は２部降格

２部・３部 龍谷大学４－５甲南大学 ☆甲南大は２部昇格、龍谷大は３部降格

◇西日本インカレ出場チーム（リーグ戦結果の上位10大学）

関西大学、立命館大学、京都産業大学、同志社大学、神戸学院大学、大阪体育大学、

大阪教育大学、四天王寺大学、京都大学、大阪経済

◇全日本インカレ出場チーム（１部１・２位、及びインカレ予選により決定）

関西大学、立命館大学、京都産業大学、神戸学院大学、大阪体育大学、四天王寺大学､大阪経済大学

【総評】 昨年夏の全日本インカレで３位と

なり、その勢いのまま秋季リーグを制した関西大

学。今季もリーグの中心となるであろうと思われ

ていたが、戦前の予想通り、１部は関西大学の全

勝優勝となった。何よりも２年生ながらエースに

君臨する松田投手の安定感は抜群で、夏の西日
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本、全日本インカレでの活躍も大いに期待される

内容であった。一方で、残念な結果に終わったの

が、神戸学院大学であった。僅差のゲームばかり

ながらも１勝しかできず５位。２部との入れ替え

戦でも四天王寺大学に破れ、屈辱の２部落ちとな

った。

また、２部は橋本投手を中心に総合力に勝る大

阪教育大学が全勝で優勝し、その後のブロック決

勝にも勝利して、１部昇格を果たした。３部で加

盟してから４季での１部昇格は近年では記憶にな

い程の速さである。１部でも新たな風を巻き起こ

してほしい。もう一つのブロック優勝チーム・四

天王寺大学も１部最昇格を果たした。ここ数年、

１部と２部を行ったり来たりの四天王寺である

が、来季こそは１部に残留をしてほしい。その一

方で、多くのメンバーを驚かせたのが、龍谷大学

の不振であった。ブロックで最下位、３部との入

れ替え戦でも敗退。伝統、そして実績のあるチー

ムだけにまた２部で活躍してほしい。

最後に、３部は関西学院大学、甲南大学、佛教

大学がブロックを制し、ブロック決勝リーグを行

った。僅差であったが、勢いのあった関西学院、

そして入れ替え戦に勝利した甲南大学が２部昇格

を果たした。

今季の結果を踏まえて、秋は１部と２部、２部

と３部とも２チームが入れ替わる。多くのチーム

が新チームで臨む秋季であるが、昇格／降格した

どちらにおいても、奮起を期待したい。（理事長

森田啓之）

平成27年度第47回春季関西学生ソフトボールリーグ戦（女子）

会期：平成27年４月12・18・19・26・29・５月３日

会場：園田学園女子大学・武庫川女子大学・四天王寺大学・摂南大学

１部リーグ戦成績

チーム 園田学園 大阪国際 大阪大谷 武 庫 川 天 理 奈良文化 立 命 館 太成学院

園田学園 ○８－１ ○７－０ ○４－１ ○４－０ ○５－０ ○３－１ ○７－０

大阪国際 ●１－８ ○２－１ ○１－０ ○３－２ ●１－４ ○５－１ ●０－１

大阪大谷 ●０－７ ●１－２ ○６－４ ○４－２ ●３－４ ○２－０ ○６－３

武 庫 川 ●１－４ ●０－１ ●４－６ ○１－０ ○５－０ ●４－５ ○５－１

天 理 ●０－４ ●２－３ ●２－４ ●０－１ ○４－１ ○４－３ ○６－３

奈良文化 ●０－５ ○４－３ ○４－３ ●０－５ ●１－４ ○２－１ ●５－６

立 命 館 ●１－３ ●１－５ ●０－２ ○５－４ ●３－４ ●１－２ ○６－２

太成学院 ●０－７ ○１－０ ●３－６ ●１－５ ●３－６ ○６－５ ●２－６

※２～４位、５～６位は、当該チーム間の直接対戦の勝敗による。

１部最終成績

優勝 園田学園女子大学 （７勝０分０敗） ２位 大 阪 国 際 大 学 （４勝０分３敗）

３位 大 阪 大 谷 大 学 （４勝０分３敗） ４位 武 庫 川 女 子 大 学 （３勝０分４敗）
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５位 天 理 大 学 （３勝０分４敗） ６位 奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 （３勝０分４敗）

７位 立 命 館 大 学 （２勝０分５敗） ８位 太 成 学 院 大 学 （２勝０分５敗）

１部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 石川 恭子 園田学園女子大学 0.55

２位 長船 実幸 武庫川女子大学 0.533

３位 田中 瑠莉 園田学園女子大学 0.5

４位 二宮 はな 園田学園女子大学 0.47

４位 田井亜加音 園田学園女子大学 0.47

４位 川口 藍 武庫川女子大学 0.47

７位 児島 優 園田学園女子大学 0.438

８位 熊谷 彩夏 奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 0.411

９位 中井 万智 大阪大谷大学 0.4

10位 中西 美帆 立命館大学 0.391

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 原田 悠 園田学園女子大学 0.66

２位 尾崎 千裕 武庫川女子大学 0.75

３位 本庄 遥 立命館大学 0.99

４位 北山 柚花 大阪国際大学 1.53

５位 森本 叶恵 奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 1.82

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

園田学園女子大学 石川 恭子 遊撃手

大阪国際大学 北山 柚花 投 手

大阪大谷大学 中井 万智 左翼手

武庫川女子大学 川口 藍 遊撃手

天理大学 佐藤 倫 一塁手

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 森本 叶恵 投 手

立命館大学 中西 美帆 一塁手

太成学院大学 清水 藍子 内野手

ホームラン賞：佐藤 倫 天理大学 記録 ３

盗塁賞：田中 瑠莉 園田学園女子大学 記録５

２部リーグ戦対戦成績

チーム 神戸親和 同 志 社 関西大学 大阪体育 龍 谷 大阪青山 勝 分 敗 順 位

神戸親和 ○３－０ ○９－０ ○３－２ ○９－２ ○５－２ ５ ０ ０ １位

同 志 社 ●０－３ ○４－２ ○６－１ ●４－６ ○８－２ ３ ０ ２ ２位

関西大学 ●０－９ ●２－４ ○７－３ ○７－３ ○９－１ ３ ０ ２ ３位

大阪体育 ●２－３ ●１－６ ●３－７ ○５－３ ○７－０ ２ ０ ３ ４位

龍 谷 ●２－９ ○６－４ ●３－７ ●３－５ ○６－４ ２ ０ ３ ５位

大阪青山 ●２－５ ●２－８ ●１－９ ●０－７ ●４－６ ０ ０ ５ ６位

２部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 稲岡 桃香 同志社大学 0.625

２位 寺井 美咲 同志社大学 0.571

３位 井上 典子 大阪体育大学 0.462

３位 寺西 穂香 龍谷大学 0.462

３位 中尾 萌 神戸親和女子大学 0.462

６位 日浦 安奈 神戸親和女子大学 0.444

７位 梅本 貴美 龍谷大学 0.429

７位 服部 泉 龍谷大学 0.429

９位 小嶋那奈美 神戸親和大学 0.4
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10位 重富めぐみ 同志社大学 0.357

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 浜西千那美 神戸親和女子大学 1.35

２位 尾崎 彩香 同志社大学 2.06

３位 伊戸 渚 龍谷大学 3

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

神戸親和女子大学 浜西千那美 投 手

同志社大学 松下 奈央 捕 手

関西大学 宮原 那奈 投 手

大阪体育大学 砂山 奈菜 遊撃手

龍谷大学 梅本 貴美 中堅手

大阪青山大学 阿部 優衣 右翼手

ホームラン賞：中尾 萌 神戸親和女子大学

松下 奈央 同志社大学

記録２

盗塁賞：日浦 安奈 神戸親和女子大学 記録３

３部対戦成績表

チーム び わ こ 兵庫教育 佛 教 京都女子 大阪教育 四天王寺 摂 南 大阪府立

び わ こ ○４－２ ○15－０ ○11－０ ○16－０ ○14－０

兵庫教育 ●２－４ ○12－４ ○12－２ ○７－０ ○７－０

佛 教 ●０－15 ●４－12 ○16－０ ○９－５ ○７－０

京都女子 ●０－11 ●０－16 ●１－12 ○10－３ ○14－13 ○７－０

大阪教育 ●２－17 ●５－９ ○12－２ ○25－４ ○７－０

四天王寺 ●０－17 ●３－10 ●４－25 ○７－０ ○11－１

摂 南 ●０－14 ●０－７ ●13－14 ●０－７ ○７－０

大阪府立 ●０－７ ●０－７ ●０－７ ●０－７ ●１－11 ０－７

３部最終成績

優勝 びわこ成蹊スポーツ大学 （５勝０分０敗） ２位 兵庫教育大学 （４勝０分１敗）

３位 佛教大学 （３勝０分２敗） ４位 京都女子大学 （３勝０分３敗）

５位 大阪教育大学 （３勝０分２敗） ６位 四天王寺大学 （２勝０分３敗）

７位 摂南大学 （１勝０分４敗） ８位 大阪府立大学 （０勝０分６敗）

３部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 由川茅成実 びわこ成蹊スポーツ大学 0.764

２位 横山 千裕 びわこ成蹊スポーツ大学 0.600

２位 香川 彩香 摂南大学 0.600

４位 靏見 怜加 京都女子大学 0.545

５位 結城 千紘 大阪教育大学 0.533

６位 高重 由麻 びわこ成蹊スポーツ大学 0.592

６位 中村 祐奈 大阪教育大学 0.592

８位 清水 美里 摂南大学 0.500

９位 横井 春菜 兵庫教育大学 0.461

９位 岡田 千夏 兵庫教育大学 0.461



100

平成 27年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 岡田 華奈 びわこ成蹊スポーツ大学 0.00

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

びわこ成蹊スポーツ大学 岡田 華奈 投 手

兵庫教育大学 岡田 千夏 二塁手

佛教大学 小林 稚波 外野手

京都女子大学 滝井 七海 投 手

大阪教育大学 結城 千紘 三塁手

四天王寺大学 杉本 裕加 中堅手

大阪府立大学 尾上 文菜 内野手

盗塁賞：横井 春菜 兵庫教育大学 記録６

平成27年度 第47回秋季関西学生ソフトボールリーグ戦（男子）

会期：平成27年９月５日〜10月25日

会場：大阪府吹田市／万博公園スポーツ広場

１部リーグ戦

チーム 関 西 立 命 館 同 志 社 大阪教育 京都産業 四天王寺 勝 分 敗 順 位

関 西 ○２－１ ○３－２ ○３－０ ○４－１ ○７－３ ５ ０ ０ １位

立 命 館 ●１－２ ○５－４ ○８－１ ○８－４ ○３－１ ４ ０ １ ２位

同 志 社 ●２－３ ●４－５ ○15－６ ○８－３ ○９－２ ３ ０ ２ ３位

大阪教育 ●０－３ ●１－８ ●６－15 ○５－４ ○11－５ ２ ０ ３ ４位

京都産業 ●１－４ ●４－８ ●３－８ ●４－５ △１－１ ０ １ ４ ５位

四天王寺 ●３－７ ●１－３ ●２－９ ●５－11 △１－１ ０ １ ４ ６位

☆関西大学は３季連続18度目の優勝！ 四天王寺大学は２部に自動降格 ※５～６位は得点差規定により決定

２部リーグ戦

Ａ 神戸学院 大阪経済 大阪府立 大 阪 関西学院 勝 分 敗 点 順 位

神戸学院 ○５－３ ○３－１ ●４－６ ○12－３ ３ ０ １ ９ １位

大阪経済 ●３－５ ●３－５ ○13－２ ○12－２ ２ ０ ２ ６ ２位

大阪府立 ●１－３ ○３－０ ○11－４ ●５－９ ２ ０ ２ ６ ３位

大 阪 ○６－４ ●２－13 ●４－11 ○11－10 ２ ０ ２ ６ ４位

関西学院 ●３－12 ●２－12 ○９－５ ●10－11 １ ０ ３ ３ ５位

※２～４位は当該チーム間勝ち点規定により決定
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Ｂ 兵庫教育 大阪体育 京 都 大阪産業 甲 南 勝 分 敗 点 順 位

兵庫教育 ○３－２ ●３－７ ○６－１ ○３－２ ３ ０ １ ９ １位

大阪体育 ●２－３ ○７－３ ○11－７ ○３－０ ３ ０ １ ９ ２位

京 都 ○７－３ ●３－７ ○14－４ △６－６ ２ １ １ ７ ３位

大阪産業 ●１－６ ●７－11 ●４－14 ○６－０ １ ０ ３ ３ ４位

甲 南 ●２－３ ●０－３ △６－６ ●０－６ ０ １ ３ １ ５位

※１～２位は当該チーム間勝ち点規定により決定

◎２部ブロック決勝 神戸学院大学６－２兵庫教育大学 ☆神戸学院大学は１部に自動昇格

◎２部最下位決定戦 関西学院大学８－４甲南大学 ★湖南大学は３部に自動降格

３部リーグ戦

Ａ 佛 教 大阪工業 神 戸 奈良教育 近 畿 勝 分 敗 点 順 位

佛 教 ○10－４ ○６－５ ●３－７ ○11－１ ３ ０ １ ９ １位

大阪工業 ●４－10 ○８－１ ○13－10 ○14－３ ３ ０ １ ９ ２位

神 戸 ●５－６ ●１－８ ○３－１ ○14－３ ２ ０ ２ ６ ３位

奈良教育 ○７－３ ●10－13 ●１－３ ○８－３ ２ ０ ２ ６ ４位

近 畿 ●１－11 ●４－９ ●３－14 ●３－８ ０ ０ ４ ０ ５位

※１～２位及び３～４は当該チーム間勝ち点規定により決定

Ｂ 摂 南 和 歌 山 兵庫県立 京都学園 勝 分 敗 点 順 位

摂 南 ○８－７ ●２－10 ○13－０ ２ ０ １ ６ １位

和 歌 山 ●７－８ ○５－１ ○12－９ ２ ０ １ ６ ２位

兵庫県立 ○10－２ ●１－５ △９－９ １ １ １ ４ ３位

京都学園 ●０－13 ●９－12 △９－９ ０ １ ２ １ ４位

※１～２位は当該チーム間勝ち点規定により決定

Ｃ 龍 谷 大阪経法 大阪市立 流通科学 勝 分 敗 点 順 位

龍 谷 ○15－１ ○11－６ ○７－０ ３ ０ ０ ９ １位

大阪経法 ●１－15 ○16－１ ○17－11 ２ ０ １ ６ ２位

大阪市立 ●６－11 ●１－16 ○20－８ １ ０ ２ ３ ３位

流通科学 ●０－７ ●11－17 ●８－20 ０ ０ ３ ０ ４位
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◎３部ブロック決勝 佛教大学９－９摂南大学 龍谷大学10－０摂南大学

龍谷大学５－２佛教大学 ☆龍谷大学は２部に自動昇格

◎入れ替え戦

１部・２部 京都産業大学10－０兵庫教育大学 ☆両者とも原部に残留

２部・３部 関西学院大学０－12佛教大学 ☆佛教大学は２部昇格、関西学院大学は３部降格

【総評】 今季の１部は、優勝争いはもちろん

であるが、近年の最速スピードで１部昇格を果た

した大阪教育大学がどこまで１部で戦えるかにも

注目が集まった。さて、優勝は戦前の予想通り、

２季連続優勝の関西大学と、全日本インカレで大

活躍した（雨天により４チーム同時入賞）立命館

大学で争われた。直接対決は２−１というロース

コアであったが、関西大学が逃げ切り、３季連続

の優勝となった。また、昇格組の大阪教育大学は

２勝を挙げて４位となり、１部残留を果たした。

国公立大学は安定して新入生が入ってこないた

め、来年度のチーム編成は大変であろうが、是非

とも力を付けていってほしいものである。

２部では、Ａブロックでまさかの１敗を喫した

ものの神戸学院大学が何とか１位で通過した。一

方、Ｂブロックでは大阪体育大学との直接対決で

勝利した兵庫教育大学が久しぶりの１位となり、

ブロック決勝に進んだ。ただ、元１部の神戸学院

大学の壁は厚く、続く京都産業大学との入れ替え

戦でも、力の差を痛感することとなった。

一方、３部はＡ・Ｂブロックとも接戦となった

が、大阪工業大学を下した佛教大学、和歌山大学

を僅差で振り切った摂南大学がブロック決勝戦に

それぞれコマを進めた。残るＣブロックは、降格

してきた龍谷大学がやはり３部では安定した強さ

で全勝。ブロック決勝でも２勝し、全勝で２部へ

の返り咲きを果たした。もう１枠は得失点差で摂

南大学を上回った佛教大学が入れ替え戦でも大勝

して、２部昇格となった。

最後になるが、来年度から大阪協会関係者のご

尽力で、長年にわたって関西学生ソフトボールリ

ーグ戦を開催してきた吹田市（万博公園スポーツ

広場）から主会場を泉南市に移すこととなった。

これまで多方面にわたってお世話になってきた関

係各位にお礼を申し上げるとともに、来年度以降

も変わらぬご指導とご鞭撻をいただきたい。（理

事長 森田啓之）
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平成27年度第47回秋季関西学生ソフトボールリーグ戦（女子）

会期：平成27年９月12・13・20・23・27日、10月４・11日

会場：園田学園女子大学・武庫川女子大学・大阪大谷大学・四天王寺大学・摂南大学

１部リーグ戦成績

チーム 園田学園 武 庫 川 立 命 館 大阪大谷 大阪国際 奈良文化 太成学院 神戸親和

園田学園 ○３－１ ○４－３ ○４－１ ○３－２ ○６－０ ○５－０ ○４－２

武 庫 川 ●１－３ ○１－０ ○７－４ ○１－０ △２－２ ●０－１ ○３－２

立 命 館 ●３－４ ●０－１ ○１－０ ●０－３ ○３－２ ○６－０ ○６－１

大阪大谷 ●１－４ ●４－７ ●０－１ ○１－０ ○６－５ ○６－３ ●１－３

大阪国際 ●２－３ ●０－１ ○３－０ ●０－１ ●４－８ ○３－２ ○６－３

奈良文化 ●０－６ △２－２ ●２－３ ●５－６ ○８－４ ○６－３ ●１－３

太成学院 ●０－５ ○１－０ ●０－６ ●３－６ ●２－３ ●３－６ ○３－２

神戸親和 ●２－４ ●２－３ ●１－６ ○３－１ ●３－６ ○３－１ ●２－３

※４～５位は当該チームの直接対戦の勝敗、７～８位は当該チームの対戦成績・勝ち点による。

１部最終成績

優勝 園田学園女子大学 （７勝０分０敗） ２位 武庫川女子大学 （４勝１分２敗）

３位 立命館大学 （４勝０分３敗） ４位 大阪大谷大学 （３勝０分４敗）

５位 大 阪 国 際 大 学 （３勝０分４敗） ６位 奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 (２勝１分４敗）

７位 太成学院大学 （２勝０分５敗） ８位 神戸親和女子大学 （２勝０分５敗）

１部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 青木 千秋 大阪大谷大学 0.5

２位 早川みずき 太成学院大学 0.454

３位 仁科 芽惟 大阪大谷大学 0.434

４位 北山 柚花 大阪国際大学 0.411

４位 田井亜加音 園田学園女子大学 0.411

６位 磯貝 保乃 奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 0.389

７位 前田 佳穂 大阪国際大学 0.375

８位 中尾 萌 神戸親和女子大学 0.375

９位 佐藤 優衣 太成学院大学 0.368

10位 西畑 安美 奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 0.353

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 原 奈々 園田学園女子大学 0.309

１位 太田 春香 神戸親和女子大学 0.309

３位 尾崎 千裕 武庫川女子大学 0.875

４位 本庄 遥 立命館大学 1.333

５位 吉田 裕姫 太成学院大学 1.83

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

園田学園女子大学 原 奈々 投手

武庫川女子大学 明楽佳那子 三塁手

立命館大学 本庄 遥 投手

大阪大谷大学 中井 万智 左翼手
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大阪国際大学 北山 柚花 投手

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 船山 優果 中堅手

太成学院大学 吉田 優姫 投手

神戸親和女子大学 太田 春香 投手

盗塁賞： 堤加菜子 園田学園女子大学 記録４

ホームラン賞：中井 万智 大阪大谷大学

中尾 萌 神戸親和女子大学

記録２

２部リーグ戦対戦成績

チーム 龍 谷 天 理 関 西 同 志 社 大阪体育 大阪青山 勝 分 敗 順 位

龍 谷 ○２－０ ○４－２ ○４－０ ○３－２ ○３－２ ５ ０ ０ １位

天 理 ●０－２ ○４－３ ○３－１ ○８－１ ○３－１ ４ ０ １ ２位

関 西 ●２－４ ●３－４ ○９－１ ○11－５ ○５－０ ３ ０ ２ ３位

同 志 社 ●０－４ ●１－３ ●１－９ ○９－６ ○４－０ ２ ０ ３ ４位

大阪体育 ●２－３ ●１－８ ●５－11 ●６－９ ○１－０ １ ０ ４ ５位

大阪青山 ●２－３ ●１－３ ●０－５ ●０－４ ●０－１ ０ ０ ５ ６位

２部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 奥 実里 龍谷大学 0.5

１位 嶋本 鈴佳 天理大学 0.5

３位 金谷 愛美 同志社大学 0.475

４位 藤山 侑加 天理大学 0.462

５位 平木 琴美 関西大学 0.444

５位 安平 泉 関西大学 0.444

５位 江口 実里 関西大学 0.444

８位 山元麻莉絵 関西大学 0.429

８位 寺西 穂香 龍谷大学 0.429

10位 服部 泉 龍谷大学 0.412

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 中島智奈都 大阪青山大学 0

２位 神野まどか 天理大学 1

３位 平木 琴美 関西大学 1.496

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

龍谷大学 井戸 渚 投 手

天理大学 佐藤 倫 一塁手

関西大学 田中 紗季 二塁手

同志社大学 金谷 愛美 三塁手

大阪体育大学 砂山 奈菜 遊撃手

大阪青山大学 中島智奈都 投 手

盗塁賞：松下 奈央 同志社大学

金谷 愛美 同志社大学 記録２

ホームラン賞：佐藤 倫 天理大学 記録２



３部対戦成績表

チーム 兵庫教育 大阪教育 び わ こ 京都女子 佛 教 大阪産業 四天王寺 摂 南 大阪府立

兵庫教育 ○９－０ ○３－２ ●７－９ ○３－１ ○６－０ ○12－１

●０－９ ○17－７ ●13－16 ●10－11 ○12－５ ○13－１ ○16－１
大阪教育

○13－５

び わ こ ●２－３ ○10－１ ○20－０ ○15－０ ○17－０
成 蹊 ○１－０

●７－17 ●１－10 ○15－８ ○12－11
京都女子

●０－１

佛 教 ○９－７ ○16－13 ●８－15 ○17－１ ○15－10

●１－13 ○11－10 ●０－20 ●１－17 ○15－５ ○17－１
大阪産業

○10－０ 棄 権

●０－16 ●５－12 ●０－15 ●５－15 ●４－14 ○11－３
四天王寺

●10－０ ●０－７

●１－13 ●11－12 ●10－１ ●１－17 ○14－４ ○０－７
摂 南

●５－13 ○７－０

大阪府立 ●１－12 ●１－16 ●０－17 棄 権 ●３－11 ●７－０

※順位は総合的な勝敗ではなく、予選リーグ、部別リーグ、順位戦において決定をした。

３部最終成績

優勝 兵庫教育大学(５勝１敗)、２位 大阪教育大学(５勝３敗)、３位 びわこ成蹊スポーツ大学(５勝１敗)

４位 京都女子大学(２勝３敗)、５位 佛教大学 (４勝１敗)、６位 大阪産業大学 (４勝３敗)

７位 四天王寺大学(１勝７敗)、８位 摂南大学 (３勝５敗)、９位 大阪府立大学 (０勝５敗)

３部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打率

１位 藤岡明日香 兵庫教育大学 0.714

２位 吉峯加奈恵 大阪教育大学 0.65

３位 中村 祐奈 大阪教育大学 0.571

４位 清水 美里 摂南大学 0.563

５位 香川 彩香 摂南大学 0.556

６位 高橋 侑花 佛教大学 0.55

７位 高橋奈都美 京都女子大学 0.533

８位 小口 咲希 びわこ成蹊スポーツ大学 0.53

９位 結城 千紘 大阪教育大学 0.526

10位 瀧井 七海 京都女子大学 0.5

10位 藤田 美咲 佛教大学 0.5

10位 佐藤絵里香 佛教大学 0.5

10位 西沢 梨奈 佛教大学 0.5

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 由川芽成実 びわこ成蹊スポーツ大学 0.474

２位 中村 裕奈 大阪教育大学 3.75

３位 立岡 由衣 佛教大学 9

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

兵庫教育大学 尾松 真衣 投 手

びわこ成蹊スポーツ大学 由川芽成実 投 手

佛教大学 西沢 梨奈 外野手

摂南大学 香川 彩香 捕 手

大阪府立大学 中村 涼 内野手

大阪産業大学 嶋田 愛 内野手

四天王寺大学 岡崎 知花 外野手

京都女子大学 山口奈都美 二塁手

盗塁賞：吉峯加奈恵 大阪教育大学 記録６

ホームラン賞：香川 彩香 摂南大学 記録３
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【中国地区】

第50回全日本大学・第47回西日本大学ソフトボール選手権大会中国地区予選会

会期：平成27年５月16日(土)・17日(日)

会場：岡山県久米郡美咲町／中央運動公園（男子）

岡山県久米郡久米南町／町民運動公園（女子）

男子Ａゾーン 男子Ｂゾーン

広島経済大学 ２ 広島国際学院大学 ０
４

鳥 取 大 学 ２ ６ 広 島 大 学 ９
５ 岡 広

岡 山 大 学 18 山 広 島 工 業 大 学 12 島
大 16 大

近畿大学工学部 ０ 広 島 修 道 大 学 ９ ３
３

環 太 平 洋 大 学 24 岡 山 理 科 大 学 ６

全日本大学選手権大会第三代表決定戦 西日本大学選手権大会第５代表決定戦
（Ａ・Ｂゾーン決勝戦敗退チーム) （Ａ・Ｂゾーン準決勝戦敗退チーム)

広島工業大学 ４ 広 島 経 済 大 学 11
環太平洋大 21

環太平洋大学 ９ 近 畿 大 学 ４
広島経済大

広島国際学院大学 17
５

岡 山 理 科 大 学 14

全日本大学選手権大会出場権獲得大学：岡山大学(２年ぶり９回目)・広島大学(２年連続15回目)・

環太平洋大学(９年連続９回目)

西日本大学選手権大会出場権獲得大学：岡山大学・広島大学・環太平洋大学・広島工業大学・

広島経済大学

女子

IPU環太平洋大学 12 鳥 取 短 期 大 学 10
10 環 ２ 中

広 島 大 学 ２ 太 鳥 取 大 学 １ 国
平 学

美 作 大 学 18 洋 中 国 学 園 大 学 ８ 園
１ 大 15 大

広 島 大 学 ２ 学 安 田 女 子 大 学 １ 学

全日本大学選手権大会第３代表決定戦

美 作 大 学 ６
美作大学

鳥 取 短 期 大 学 １

全日本大学選手権大会出場権獲得大学：環太平洋大学(９年連続９回目)・

中国学園大学(３年ぶり５回目)・美作大学(２年連続２回目)

西日本大学選手権大会出場権獲得大学：環太平洋大学・中国学園大学・美作大学・鳥取短期大学
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第15回 中国地区大学ソフトボール選手権大会

会期：平成27年11月14日・15日

会場：広島市／広島修道大学ソフトボール場ＡＢ・野球場

【男子】
岡 山 大 学 17 13 環 太 平 洋 大 学

環太平 ３
岡 山 理 科 大 学 ０ ９ 洋大学 ０ 広島国際学院大学

１ ０ 11
鳥 取 大 学 ７ ０ 近畿大学工学部

２
広 島 修 道 大 学 １ ０ ７ 広 島 経 済 大 学

０
広 島 工 業 大 学 ２ 10 広 島 大 学

【女子】
環太平 １ 鳥 取 大 学

環 太 平 洋 大 学 15 洋大学 １
４ ２ 14 安 田 女 子 大 学

広 島 修 道 大 学 ３
０ ６ 美 作 大 学

広 島 大 学 ４ 14
１ 中 国 学 園 大 学

【四国地区】 平成27年度四国地区大学男子ソフトボール春季大会

会期：平成27年４月18日(土)・19日(日)

会場：徳島県徳島市／吉野川右岸グラウンド

予選Ａ 徳 島 松 山 高 知 愛 媛 順 予選Ｂ 香 川 高 工 四 国 順

○ ○ ● ○
徳 島 ＊ １ 香 川 ２

７－５ ６－０ ２－10 12－３

● ○ ○ ○
松 山 ＊ ２ 高知工科 １

５－７ 10－０ 10－２ 12－３

● ○ ● ●
高 知 ＊ ３ 四 国 ３

０－６ ２－０ ３－12 ３－12

● ●
愛 媛 ＊ ４

０－10 ０－２
※２～３位は得失点差による。

決勝トーナメント

徳 島 大 学 ９ ０ ６ ０ 松 山 大 学

香 川 大 学 ３ 17 高知工科大学（優勝）
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第50回全日本大学(男･女)ソフトボール選手権大会四国予選会

－兼、第47回西日本大学ソフトボール選手権大会四国予選会－

会期：平成27年５月23日(土)・24日(日)

会場：徳島県徳島市／吉野川北岸グランド

【男子】

四 国 大 学 ４ ３位決定戦：徳島大学４－３松山大学
４

松 山 大 学 ８ 全日本大学選手権出場権獲得校：
１ 高知工科大学（２年ぶり３回目）

香 川 大 学 ２ 高知大学（６年ぶり14回目）
６

高 知 大 学 ７ 高知工 西日本大学選手権出場権獲得校：
科大学 高知工科大学・高知大学・徳島大学

高知工科大学 13
２

愛 媛 大 学 ８ 12

徳 島 大 学 10

【女子】

環太平洋大学短期大学部 15－０ 四国大学

全日本大学選手権出場権獲得校：環太平洋大学短期大学部(18年連続18回目)

西日本大学選手権出場権獲得校：環太平洋大学短期大学部

平成27年度四国地区大学(男・女)ソフトボール秋季大会

会期：平成27年10月10日(土)・11日(日)

会場：香川県坂出市／総社グラウンド

【男子予選リーグ戦】

予選Ａ 徳 島 香 川 高 知 愛 媛 順 予選Ｂ 松 山 高 工 四 国 順

● ● ● ○
徳 島 ＊ ４ 松 山 ２

２－９ ２－９ １－８ 17－９

○ ○ ○ ○
香 川 ＊ １ 高知工科 １

９－２ ９－８ ８－１ 19－１

● ○ ● ●
高 知 ＊ ２ 四 国 ３

８－９ 23－０ ９－17 １－19

○ ●
愛 媛 ＊ ３

９－２ ０－23
※２～３位は得失点差による。
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【男子順位決定戦】

１～４位 香 川 高 知 高 工 松 山 順 ５～７位 愛 媛 徳 島 四 国 順

○ ○ ● ●
香 川 ＊ ４ 愛 媛 ７

２－１ 16－９ ２－11 ９－10

● ● ○ ○
高 知 ＊ １ 徳 島 ５

２－７ ６－９ 11－２ 14－３

● ○ ○ ●
高知工科 ＊ ２ 四 国 ６

１－２ ７－２ 10－９ ３－14

● ○
松 山 ＊ ３

９－16 ９－６
※２～３位は得失点差による。

【女子】

チーム 香 川 四 国 ＩＰＵ 順

○ ●
香 川 ２

36－２ ０－20

● ●
四 国 ３

２－36 ０－37

○ ○
IPU短大 １

20－０ 37－０

機関誌ウインドミルの原稿並びに研究企画などの募集

来年度以降も、内容をいっそう充実・発展させていくために、どしどし原稿を

お願いします。論説、提言から研究報告、あるいは情報の提供に至るまで、多様

なものを期待しています。とともに、こんな研究内容や企画をしてほしい！とい

うようなものがあれば、併せて連絡をくださいますようお願いします。特に学生

の皆さんから。なお、毎年11月末日が原稿の〆切となりますが、随時受付ており

ますので、下記までお問い合わせください。

森 田 啓 之

〒673-1494 兵庫県加東郡社町下久米９４２－１ 兵庫教育大学

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：（０７９５)４４－２２２７

E-mail:hmorita@hyogo-u.ac.jp
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【九州地区】第33回九州地区大学（男子・女子）ソフトボール春季大会

（兼、第49回全日本大学(男子・女子)ソフトボール選手権大会予選会）

会期：平成27年５月16日(土・17日(日)

会場：鹿児島県南九州市知覧町／平和公園多目的球場 他

【男子】
１．福 岡 大 学 10

６
２．佐 賀 大 学 ４

４
３．九 州 大 学 ８

０
４．名 桜 大 学 10

４
５．鹿 児 島 国 際 大 学 ２

８
６．琉 球 大 学 ４

０
７．崇 城 学 部 ０

９
８．九 州 産 業 大 学 11

優勝 福岡大学
９．沖 縄 国 際 大 学 ７ (３年ぶり14回目)

８
10．長 崎 県 立 大 学 ６

１
11．九 州 共 立 大 学 13

４
12．第 一 工 業 大 学 12

３
13．長 崎 国 際 大 学 13

０
14．宮 崎 大 学 10

10
15．大 分 大 学 医 学 部 １

２
16．熊 本 学 園 大 学 30

※第50回全日本大学(男子)選手権大会出場権獲得校：福岡大学(３年ぶり40回目)・

熊本学園大学(２年連続20回目)・九州産業大学(３年連続12回目)・沖縄国際大学(３年連続21回目)

※第47回西日本大学(男子)選手権大会出場権獲得校：福岡大学・熊本学園大学・九州産業大学・

沖縄国際大学・琉球大学・第一工業大学・九州共立大学・長崎国際大学

【女子】
１．九 州 共 立 大 学 ６

１
２．日 本 文 理 大 学 ４

３．名 桜 大 学 ０ 優勝 福岡大学
７ (３年ぶり14回目)

４．福 岡 大 学 ７ ２

５．熊 本 学 園 大 学 ０
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※第50回全日本大学(女子)選手権大会出場権獲得校：福岡大学(２年連続18回目)

※第47回西日本大学(女子)選手権大会出場権獲得校：福岡大学・九州共立大学

第15回九州地区大学男子ソフトボール秋季大会

会期：平成27年11月７日(土)～８日(日)

会場：熊本県阿蘇市／農村公園あぴか

【男子】
１．福 岡 大 学 ９

４
２．九 州 大 学 １

13
３．崇 城 大 学 ９

２
４．九 州 共 立 大 学 14

６
５．長 崎 国 際 大 学 ５

15
６．第 一 工 業 大 学 ８

３
７．大 分 大 学 11

０
８．沖 縄 国 際 大 学 ７

優勝 福岡大学
９．九 州 産 業 大 学 ６

９
10．宮 崎 大 学 ３

３
11．佐 賀 大 学 ９

０
12．名 桜 大 学 ８

０
13．鹿 児 島 国 際 大 学 ８

２
14．福 岡 工 業 大 学 ０

２
15．長 崎 県 立 大 学 １

９
15．熊 本 学 園 大 学 14

【女子】
１．九 州 共 立 大 学 ０

３
２．日 本 文 理 大 学 ４

３．名 桜 大 学 ５ 優勝 九州共立大学
０

４．熊 本 学 園 大 学 ９ １

５．福 岡 大 学 ５
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【調査研究部会】

投 稿 規 程

平成11年７月30日交付

１．投稿資格

原稿を投稿できる者は、全日本大学ソフトボー

ル連盟に登録された者（理事、監督、コーチ、選

手等）に限る。調査・研究委員会が特に必要と認

めた者については、この限りではない。

２．投稿内容

内容はソフトボールに関したものとし、巻頭

言、提言、総説、論文（含．抄録）、実践研究、

事例報告、卒・修論、その他などとする。原稿

は、原則として一編につき本誌４ページ以内（巻

頭言、提言の場合は１ページ以内）とするが、調

査・研究委員会が必要と認めた場合はこの限りで

はない。なお、未刊行のものが望ましいが、既刊

のものであってもよい。

３．投稿原稿の審査

原則として投稿されたものはすべて受理・採択

する。

なお、書式等に問題がある場合は、調査・研究

委員会名で修正を求める場合がある。

４．原稿の提出

原稿は所定の執筆要項に準拠して作成し、総

説、論文などの別を指定して、調査・研究委員会

へ書留郵便で送付する。投稿の締め切りは特に設

けないが、毎年11月30日で区切るものとする。

執 筆 要 項

原稿の執筆にあたっては、以下の事項を厳守さ

れたい。

投稿原稿をそのままオフセット印刷するので、

原稿を作成する場合は、Ａ４版縦置き横書き、本

文は全角22字×40行の２段組（上下余白20mm・左

右余白20mm・段間10mm）、文字サイズは10ポイン

ト・和文フォントは明朝体を基本とする。ワープ

ロソフトは、「Word」もしくは「一太郎」とし

（「Excel」は認められない。)、C D - Rなどのメ

ディアとともに提出すること。

【広報記録部会】

訃 報

本連盟理事、東日本大学連盟副会長、関東大学連盟会長などをを歴任された岡田万嗣先生（元、山

梨学院大学）は2015年６月に突然ご逝去されました。心からご冥福をお祈りいたします。 合掌

全日本大学ソフトボール連盟表彰

全日本大学ソフトボール連盟は、2015年８月28日の第50回文部科学大臣杯全日本大学ソフトボール選

手権大会開会式において、本年度の優秀選手表彰を行いました。表彰者は以下の通りです。

☆第３回東アジアカップ（2014年６月）優勝選手17名（詳細はウインドミル№18 pp.26～43）

☆インカレ３連覇を成し遂げた早稲田大学(男子)

☆インカレ50回連続出場を達成した国士舘大学(男子)・日本体育大学(男子)・早稲田大学(男子)・
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日本体育大学(女子)・東京女子体育大学

また、矢澤久史東海地区前常任理事（東海学院大学）・丸山克俊前関東地区理事（東京理科大学）・

山本英弘前東海地区理事（朝日大学）に対し、永年にわたり連盟の役員として運営にご尽力を賜りまし

たので、2015年３月28日の総合役員会において「功労表彰」を贈呈しました。ここに記してお知らせい

たします。※所属大学は在任時

第13回全国国公立大学〈男・女〉ソフトボールオープン大会出場チーム募集!!

第15回大学ソフトボール東海オープン男女出場チームの募集

上記２大会の出場申込は、学連ＨＰ http://www001.upp.so-net.ne.jp/ajc-softball/ 上からのE-

mailのみで受け付けています。「募集要項」・「大会要項」を熟読してから申込をお願いいたします。

申込mailに対して数日以内にその受信連絡がない場合は、別のPCから再度送信してください。

ネットとＳＮＳ活用のお願い

全日本大学ソフトボール連盟公式ＨＰ

http://www001.upp.so-net.ne.jp/ajc-softball/

全日本大学ソフトボール

連盟インカレTwitter

全日本大学ソフトボール連盟公式Facebook

大会の開催をはじめとして学連の運営には多額の資

金が必要です。すべてを登録費だけで賄うことはでき

ません。現在でも企業や団体から各種のご支援をいた

だいていますが、いっそうのご協力を仰がなければな

りません。そのための強力なツールがＨＰやFaceboo

k、Twitterです。ＨＰへのアクセス数、Facebookの

「いいね！」の数、Twitterのフォロワーの数が多け

れば多いほどその訴求力は強くなります。学連公式Fa

cebookの「いいね!」は1000をやっと超えたところで

す。一桁二桁足りません。是非、ご協力をお願いいた

します。また、各地区においても公式Facebookや公式Twitterの開設をお願いいたします。なお、

東海地区は中京テレビがら協賛を得ることができ、中京テレビ公式チャンネルYou Tubeにリーグ戦

の試合がアップされています。東京都学連でもジェイネットＴＶが動画を流しています。これらの

視聴回数はまだ少ないのでこれを上げることも重要です。ネットの活用とご協力をお願いします。
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平成26・27年度

全日本大学ソフトボール連盟役員

職 名 氏 名 所 属 氏 名 所 属

会 長 一 谷 宣 宏 園田学園女子大学 －

中 野 元 熊本学園大学 丸 山 悟 日本福祉大学

副 会 長

小 嶋 高 良 八戸工業大学 －

坂 井 正 郎 国士舘大学名誉教授 角 田 真一郎 早稲田大学名誉教授

水 野 信 義 ＷＳＭ教育研究所 斎 藤 滋 雄 学習院大学名誉教授

顧 問 大 内 敬 哉 中京大学名誉教授 中 野 紀 明 国士舘大学名誉教授

末 井 健 作 兵庫県立大学名誉教授 武 藤 政 幸 城西大学名誉教授

吉 野 みねこ 東京女子体育大学名誉教授 －

理 事 長 高 橋 伸 次 高崎経済大学 －

副理事長 岩 間 英 明 松本大学 久保田 豊 司 大阪国際大学

森 田 啓 之 兵庫教育大学（事務局長）hmorita@hyogo-u.ac.jp

大 塚 健 樹 盛岡大学 清 水 正 山梨学院大学

常任理事 筒 井 崇 護 日本体育大学 二 瓶 雄 樹 中京大学

逢 坂 秀 樹 鳥取短期大学 宮 尾 直 海 愛媛女子短期大学

濱 貴 一 熊本学園大学 －

舟 山 健 一 東北福祉大学 高 橋 和 美 富士大学

大 塚 隆 東海大学 長 澤 俊 恵 城西大学

三 科 真 澄 東京国際大学 高 橋 光 平 城西国際大学

理 事

森 田 一 雄 金沢学院大学 藤 原 徹 東京富士大学

高 橋 流 星 日本体育大学 川 﨑 千 明 岐阜経済大学

大 矢 隆 二 常葉大学 水 谷 博 至学館大学名誉教授
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石 井 賀一郎 日本福祉大学 板 谷 昭 彦 園田学園女子大学

平 野 義 明 関西大学 鈴 木 正 明 四天王寺大学

理 事

吉 末 和 也 関西大学 山 本 孔 一 環太平洋大学

富 田 国 興 （広島修道大学） 新 垣 實 沖縄国際大学

飯 島 隆 盛岡大学 柳 田 信 也 東京理科大学

會 澤 宣 一 富山大学 佐 藤 理 恵 東京女子体育大学

谷 口 佳津宏 南山大学 菅 野 貴 広 静岡大学

東 美 幸 東海学園大学 和 田 正 志 中京学院大学

評 議 員 大 島 新 司 大阪工業大学 但 尾 哲 哉 神戸親和女子大学

児 玉 公 正 大阪大谷大学 河 内 満 広島修道大学

伊 勢 幸 広 高知工科大学 山 中 卓 鹿児島国際大学

嶋 田 奈々恵 日本文理大学 井 上 博 司 熊本学園大学

監 事 細 田 きみ子 東京女子体育大学 秋 澤 俊 史 摂南大学

〒370-0801 高崎市上並榎町1300 高崎経済大学 高橋伸次

事 務 局

ＦＡＸ：(０２７)３４３-４８４０ E-mail：takahas@tcue.ac.jp

学 生 委 員 長 木 村 晃 拓 南山大学 ※学生委員は27年度のみ

学生副委員長 山 内 亜 美 日本体育大学 石 澤 翔 関西大学

宮 下 佳 也 東京理科大学 木 暮 美 緒 山梨学院大学

西 館 洋 介 東京大学 城 所 貴 大 文教大学

学 生 委 員

関 美 咲 子 中央大学 黒 田 裕 太 関西大学

直 野 奈 々 園田学園女子大学 島 崎 蓮 弥 園田学園女子大学
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平成27年度 男子加盟大学一覧

全日本大学ソフトボ－ル連盟

地 区 数 加 盟 大 学 名

北海道・東北 10 仙台大学 東北大学 日本大学工学部 八戸工業大学 弘前大学

福島大学 北翔大学 北海道大学 宮城教育大学 盛岡大学

関 東 18 茨城大学 関東学園大学 国際武道大学 埼玉大学 芝浦工業大学 城西大学

高崎経済大学 千葉大学 筑波大学 中央学院大学 都留文科大学

東海大学 東京国際大学 東京理科大学 日本大学生物資源科学部

日本大学生産工学部 文教大学 山梨学院大学

北 信 越 ６ 金沢大学 信州大学 富山大学 長野大学 福井大学 福井県立大学

東 京 21 桜美林大学 学習院大学 慶應義塾大学 国際基督教大学 国士舘大学

専修大学 成蹊大学 中央大学 帝京大学 東京大学 東京学芸大学

東京農業大学 東洋大学 日本大学 日本体育大学 文教大学湘南

東京都市大学 明治大学 明星大学 立教大学 早稲田大学

東 海 15 愛知大学 愛知学院大学 愛知教育大学 岐阜聖徳学園大学 静岡大学

中京大学 中京学院大学 中部大学 東海学園大学 常葉大学 名古屋大学

名古屋商科大学 南山大学 日本福祉大学 名城大学

近 畿 29 大阪大学 大阪経済大学 大阪経済法科大学 大阪工業大学 大阪産業大学

大阪市立大学 大阪教育大学 大阪体育大学 大阪府立大学 関西大学

関西学院大学 京都大学 京都学園大学 京都産業大学 近畿大学 神戸大学

神戸学院大学甲南大学 四天王寺大学 摂南大学 同志社大学 奈良教育大学

兵庫教育大学 兵庫県立大学 佛教大学 立命館大学 龍谷大学

流通科学大学 和歌山大学

中 国 10 岡山大学 岡山理科大学 環太平洋大学 近畿大学工学部 鳥取大学

広島大学 広島経済大学 広島工業大学 広島修道大学 広島国際学院大学

四 国 ７ 愛媛大学 香川大学 高知大学 高知工科大学 四国大学 徳島大学

松山大学

九 州 16 大分大学医学部 沖縄国際大学 鹿児島国際大学 九州大学 九州共立大学

九州産業大学 熊本学園大学 佐賀大学 崇城大学 第一工業大学

長崎県立大学 長崎国際大学 福岡大学 宮崎大学 名桜大学 琉球大学
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平成27年度 女子加盟大学一覧

全日本大学ソフトボ－ル連盟

地 区 数 加 盟 大 学 名

北海道・東北 ７ 仙台大学 東北福祉大学 弘前大学 富士大学 北翔大学 宮城教育大学

宮城学院女子大学

関 東 18 茨城大学 関東学園大学 国際武道大学 埼玉大学 淑徳大学 順天堂大学

城西大学 城西国際大学 清和大学 千葉大学 筑波大学 東海大学

東京国際大学 日本大学生物資源科学部 新島学園短期大学 白鷗大学

文教大学 山梨学院大学

北 信 越 ５ 金沢大学 金沢学院大学 信州大学 富山大学 松本大学

東 京 18 桜美林大学 学習院大学 慶應義塾大学 国士舘大学 実践女子大学

専修大学 成蹊大学 中央大学 東京学芸大学 東京女子体育大学

東京富士大学 東洋大学 日本大学 日本女子体育大学 日本体育大学

文教大学湘南 明治大学 早稲田大学

東 海 12 愛知教育大学 至学館大学 岐阜経済大学 岐阜聖徳学園大学 静岡大学

鈴鹿大学 中京大学 中京学院大学 東海学園大学 常葉大学 名古屋大学

日本福祉大学

近 畿 23 大阪青山大学 大阪大谷大学 大阪教育大学 大阪国際大学 大阪産業大学

大阪体育大学 大阪府立大学 関西大学 京都女子大学 神戸親和女子大学

四天王寺大学 摂南大学 園田学園女子大学 太成学院大学 天理大学 同志

社大学 奈良学園大学奈良文化女子短期大学 兵庫教育大学

びわこ成蹊スポーツ大学 佛教大学 武庫川女子大学 立命館大学 龍谷大学

中 国 ９ 川崎医療福祉大学 環太平洋大学 中国学園大学 鳥取大学 鳥取短期大学

広島大学 広島修道大学 美作大学 安田女子大学

四 国 ３ 環太平洋大学短期大学 香川大学 四国大学

九 州 ５ 九州共立大学 熊本学園大学 日本文理大学 福岡大学 名桜大学

男 子 133大学 2,808名

女 子 100大学 2,234名

合 計 233大学 平成27年12月１日現在
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編 集 後 記

本年は学連創立50周年になりました。この記念式典と祝賀会が２月13日に東京で開催

されます。また、来年度のインカレは、その記念大会として地区出場枠を増やして男女

各40チームの参加で行われる予定です。さらに、50周年記念事業として2017年３月にニ

ュージーランド男子チームの招聘も企画されています。これらが実施できるのは、半世

紀にわたる先輩各位のご尽力によるものであり、その詳細については２月下旬に発刊さ

れる「ウインドミル学連創立50周年記念号」をご参照ください。

本号では、「国際交流」を特集しました。オリンピックや世界選手権などだけが国際

交流ではありません。草の根の国際交流にこそ世界中の人々との絆を深める何かがある

と考えたらです。学連登録大学のうち、９大学の大学名に「国際」の文字があります。

もう国際交流は当たり前のことですが、ソフトボールにおいてもそれをいっそう推進す

べくその一助にでもなればと特集しました。藤田先輩の寄稿文は、ソフトボールマガジ

ンに掲載されている又吉先輩とはまた異なる視点での国際協力であり、進路を考えるう

えで大いに参考になる学生諸氏もいると思います。広報記録部会としてもこの機関誌ば

かりでなく、ＨＰやS N Sも含めて努力して参りますので、ご支援をお願いいたします。

最後になりましたが、本誌に原稿や情報をお寄せいただいた方々に御礼と感謝を申し

上げ、編集後記といたします。

広報記録部会：水谷 博（部長）・大塚健樹（盛岡大学）・柳田信也（東京理科大学）
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